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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　序章　シグルーンの冒険







　北上ノルドの岬みさきは短い夏を迎え、海を分厚く覆おおった氷も溶とけて、港には捕ほ鯨げい船せんや世界中の船商人が集まって賑にぎわっていた。

　中でも一番賑やかなのは、嵐の海を越えてノールウェイの南、豊かなゼーラントへ向かうスレイプニル号の桟さん橋ばしだ。この船はゼーラントへ交易に行く内では最も大きく、船足の速さは「滑るスレイものプニル」の名に恥じない。スレイプニル号は、一枚横帆のノルマン人の小船の中にあって、一ひと際きわ高い一本の帆柱は特殊な三段重ねの帆を持ち、更に小さな副帆を張って、あらゆる風をのがさないようにしている。そしてその船首には、邪悪を砕くだく偉大な守り神、いヴとイ高ンきグトールの姿が刻きざまれていた。

　トールが電光石火の目を瞋いからせるもとで、漁師達は干したヒラメや燻いぶしたニシンを木箱に詰つめては船に積み込んで行った。また、赤い布が何反エレも、そして毛皮と、最下層の船倉には樫かしの材木までもが乗せられた。

　賑わう浮桟橋には旅客とその見送りの人々が溢あふれていたが、今その桟橋で小さな言い争いが起こっていた。

「ひとり六金ですって？」

　声を荒げたのは、戦士のような少女だった。それも、どちらかというと北土ノルドを荒らし回る無法者、ベルセルクに近いいでたちをしている。

「横暴だわ、半年前武者修行のために北上ノルドに渡ってきた時の船賃は十銀だったわ、だのにひとり六金だなんて、北土の港に氷が張って溶けるまでに船賃が三倍も値上がりするなんて無茶な話があって？」

　少女は毛織の白い衣の上に分厚い灰色熊の毛皮を纏まとい、嵐の雲のような灰色の髪、手て斧おのを引っ提げ、海かい牛ぎゆうの頭ず蓋がい骨こつを兜かぶとにしていた。ほんの小娘といえどそんな恐ろしげな風体をした者に難なん癖くせをつけられて、気の弱そうな切符売りの若者はおろおろして言った。

「お、俺おれが決めたわけじゃないよ」

「じゃあ誰なの、責任者出してよ！　お金が惜しい訳じゃあないけど、こんな無体を見逃すわけにはいかないわ！」

　少女は若者の胸ぐらを摑つかみ上げて怒ど鳴なった。

　その時、桟橋の騒ぎに気づいて容よう貌ぼう魁かい偉いな老船乗りが船から下りて来た。彼は岩のような大男で、右目に眼帯をし、白髪を長く伸ばしてヴァイキングの角兜を被かぶっていた。そして彼の後ろには揃そろいも揃った荒くれの大男どもが武器をがちゃつかせながら少女に鋭い目を向けていた。少女も屹きつとした視線を返した。
















「わしを呼んだかな、船長のキャラルだ」

「あたしの名はシグルーン」

　少女は恐ろしいヴァイキング達に怖おじもせず、胸を張って腕を組み、真っ向から対たい峙じした。

「あんたがこの船の船長ね。六金とはどういう事か説明してもらえるかしら」

「説明する必要はなかろう、嫌いやなら乗らなければいいんだ」

　ヴァイキング船長は傲ごう岸がんな調子で言い、シグルーンの鼻先に金棒を突きつけて脅おどしをかけた。

「シグルーン。勝利の呪じゆ文もんという意味だな、勇ましい名だ。だがおてんばも程ほど々ほどにしないと痛い目を見るぜ」

　シグルーンはむっとして老船長を睨にらみつける。

「力でねじ伏ふせようだなんて、心底性根が腐くさりきった悪党ね」

　一いつ閃せんの光条が走ったかと思うと次の瞬間、鋼はがねのぶつかるカキンという音とともに火花が散った。シグルーンの手て斧おのがキャラル船長の金棒を打ち砕いていたのだ。悪党どもは驚きに目を見開き、シグルーンは凛りんとした目を彼らに向けた。キャラルはこめかみに血管を浮かせ、怒りと恐怖にわなわなと震えながら手下らに指図をした。包囲した荒くれ男達に、シグルーンは瞬時に目を走らせた。

「どういうつもり？」

「その生意気な口をきけなくしてやる、謝あやまるなら今だぞ」

　ヴァイキングどもは低い声で脅した。だがその時シグルーンは怖じ気付くどころか、逆にからからと高笑いしたのだ。ヴァイキング達は驚いた。少女はその目に戦好きの魂たましいを輝かがやかせ、笑みさえ浮かべて手斧の柄えで軽く肩を叩たたきながら言った。

「このあたしに喧けん嘩かを売ろうだなんて、片足突っ込んだ棺かん桶おけに残りもまとめてぶち込まれたいの？」

「何だと？」

　ヴァイキング達は彼女の余裕に素すっ頓とん狂きような声を上げた。シグルーンは綽しやく々しやくたる態度で、

「六金の切符は買えないけど、喧嘩は上等なやつほど買い取るわよ」

　キャラル船長はその挑発に怒り、無茶苦茶に髭ひげをかきむしって怒鳴った。

「口の減らん小娘め！　かまわん、思い知らせてやれ！」

　その言葉を合図に荒くれ者どもが一いつ斉せいに飛びかかった。シグルーンはその灰色の目を細めてくすりと笑った。

「言っとくけどあたし、強いわよ」

　言うが早いかシグルーンは、最初に戦いくさ斧おのを振りかぶった男の懐ふところに一瞬にして入り、真下から顎あごに頭突きを喰らわせた。呻うめきを上げ卒倒する男の後ろから、今度は大鎌を持った男が飛び出して横ざまに振り切る。少女はひらりと飛び上がり、敵の大鎌の上でもう一度踏み切って真上から鉄兜の頭に膝ひざ蹴げりを埋うめた。鈍い音がして分厚い鉄兜が無残にへこみ、男はどうと倒れた。

　見守っていた浮桟橋の人々は少女の余りの強さに驚き、何者かとざわめいた。女子供も震えながら彼女を見つめていたが、ふと幼い少女が顔を上げた。

「……その戦う姿は、まるで心冷たい神々の戦いくさ乙女おとめ、二十七人のヴァルキューレが地上に現れたかのよう……」

　はっと人々が注目した。その歌を誰もが知っていたからだ。人々はどよめき、頰ほおを赤らめ見合わす瞳ひとみを輝かせ、声を合わせて叫んだ。

「そうか、ああ、そうだ！　あの娘が、音に聞こえたヴォルスング一族のシグルーンなのだ！」

　興奮する人々は勇ましい少女をたたえ、高らかに、勇壮な歌を歌い始めた。

「シグルーンの偉人伝サガは北土ノルドの詩人の得意とするところ、海神ニョルズの恵みを受けた白鳥と波と桜の港、麗うるわしのゼーラントの戦いくさ乙女おとめ。

　その名の意味は『勝利の呪じゆ文もん』、白き衣を翻ひるがえし、白銀の髪をなびかせて戦場を駆かけ巡めぐるという白い魔女。

　守護女霊神フュルギヤは月夜に天駆け邪悪を破る、正しきものの勝利の為にそれは戦うのだ」

　人々は歌と戦いに興奮し、誰もが慣れ親しんだその歌を、漁師は木箱を叩たたき戦士は楯たてを打ち、子供達は踊りながら声を合わせて歌った。力強い旋律の中で少女はただひとり獅し子し奮ふん迅じん、あくまで無敵、襲いかかる悪党どもをちぎっては投げちぎっては投げ、ついには全員海に叩き込んでしまったのだ。人々が歓声を上げて誉ほめ称たたえると、シグルーンはちょっと照れながらも明るい笑顔を返した。

　ただ一人残されたキャラル船長は恐るべき少女の強さに呆ぼう然ぜんとしていたが、シグルーンが目を向けると小こ鼠ねずみのようにびくっとして、震えながら愛あい想そ笑いを浮かべて言った。

「強い！　いや、強いな。そうか、どこかで聞いたことのある名だと思ったら、ヴォルスング一族の姫君か。そうと言ってくれれば無礼な真ま似ねなどしなかったのに」

「お愛想しても駄目よ、さあ、十銀に戻もどすか海に放り込まれたいか決めなさい」

「ま、待ってくれ！」

　キャラル船長は真っ青になり、焦あせって叫んだ。

「戦士どの、そなたはどうやら知らないのだ、海かい賊ぞくガルフストリームの事を」

　ノルマンの船乗りは早口にそう言った。聞き慣れないその名に、シグルーンは首をかしげる。

「海賊……ガルフストリーム？」

「海を行く者には、恐怖とともに親しんだ名前。かの船の行く手に海の嵐ははだかり、波はうねり潮は渦うずを巻く。そのあまりの悪逆非道ぶりのために神に呪のろわれ、永遠に港に停泊する事を許されぬ海賊船なのだという。それが今、ゼーラントの海域に出没しているのだ」

　それを聞くや、少女の表情に驚きと怒りが走り、北極海のような灰青色の眼が暗さを増した。固く拳こぶしを握り、憤ふん怒ぬと焦しよう燥そうに駆り立てられて老船長を見上げる。

「あたしのゼーラントにそんな汚らわしい輩やからが？」

「それでこちとら危険な仕事だから、特別料金を取るってわけだ。船が途絶えて物資が不足しているところに交易に行こうとすれば、それぐらいの高値をつけても道理だろう？　十銀じゃあ商売にならないんだ。解ってくれよ」

　キャラル船長は哀れっぽく訴えた。シグルーンは、彼の意見ももっともだが、でもやはり六金は高すぎるし、どうしようかと考え込んでいたが、ふとひらめいてぽんと手を打った。

「そうだわ！」

「な、なんだ？」

　ヴァイキング船長はびくびくしてシグルーンの顔を覗のぞき込んだ。シグルーンは明るい瞳ひとみをキャラル船長に向けて、にっこりと笑った。

「何も危険など無いじゃない。海賊が襲ってきてもこのあたしがいるのだもの」

「なんだって？」

　キャラル船長は突拍子もない言葉に目をぱちくりした。シグルーンは自信たっぷりに胸を張って、

「海賊はあたしが追い払う。あたしの腕は御覧の通りだもの、それで決まりよ。それなら船賃を高くする必要はないでしょ、船長」

「そ、そんな無茶な！　いくら強いと言っても小娘を楯たてにするようなまねができるか！」

「気にしないでキャラル船長、あたしの名はシグルーン、約束された勝利の呪文。ヴォルスング一族のシグルズの娘、あたしの母は鎧よろいを着たヒルドと呼ばれていたわ。あたしは戦う以外にはとりえのない娘、ゼーラントに災いを成すものを殲せん滅めつするのはこのあたしの使命なのだもの」

　シグルーンの頼もしい言葉に、浮うき桟さん橋ばしの人々は惜おしみない歓声を送った。彼女の凛りんとした涼しい表情にさすがのキャラル船長も深い感銘を受けて、伝説を前にした若者のような、夢見るような瞳をまっすぐに上げてシグルーンを見つめた。

「その心あくまで正しく、神々の公正を旨むねとする、そういう誇り高い一族がかの地にはいると聞く」

　船乗りは照れ臭そうに微笑ほほえみ、大きな手を差し出した。

「よろしく頼もう、シグルーン」

　シグルーンは光のような笑顔を浮かべた。人々はその笑顔の眩まぶしさに思わず頰を赤らめた。そして、シグルーンは船長と固く握手を交わした。







　　一章　呪のろわれた海かい賊ぞく船







　船は北土ノルドの岬みさきを離れた。水平線は穏やかで風は静かだった。出航して小こ半はん刻ときも経てば空には雲ひとつも無く、海鳥だけがいつまでも船に従っていた。

　シグルーンは甲板で荷物を解いていたが、ふと手元が陰かげって顔を上げた。そこには若い船乗りが五人固い表情をして並んでいて、シグルーンと目が合った瞬間微かに怯おびえたが、一番年がさの若者がおずおずと前に出て低い声で言った。

「シグルーンどの、謝あやまりに来た」

　シグルーンは困ったように笑って、

「もういいわよ」

「そうはいかない、あんたに海に叩たたき込まれて目が覚さめたよ。俺達、その……」

　若者達は肩身が狭そうに顔を見合わせ、叱しかられた子供のようにもじもじしていた。シグルーンは暫しばらく彼らの様子をじっと見ていたが、ふと兜かぶとを脱ぎ、荷物の中から一抱えもある熊の胃袋の水筒を取り出した。何をするのかと不思議そうに見ている若者達の前で少女は水筒から骨兜になみなみと酒を満たし、ヴァイキング達に差し出した。

「仲直りの印よ、あんた達こそ海で体が冷えたでしょ」

　シグルーンの笑顔は明るく、むくつけきヴァイキングどももつられて微笑が浮かんだ。彼らは骨兜を受け取り、少し舐なめてみてぱっとその頰を赤くした。

「強い酒だ。いい蒸留酒だな！」

「カレリアに立ち寄った時に貰もらった酒よ。カレリア人びとは水ウオツカと呼んでいたけれど」

「確かに水だ、命の水だな」

「これ、もらっていいのかい？」

「もちろんよ、じゃんじゃん吞のんで」

　シグルーンは気前良く言った。若者達は旨うまい酒に喜んで舌した鼓つづみを打ち、骨兜を奪い合うようにしてどんどん吞んだ。

「体が熱い、汗が出て来たぞ」

「天下のシグルーンに酌しやくをしてもらうとは、まるでヴァルハラの広間に招かれたようだな」

　若者達は陽気に笑って、シグルーンを囲んで輪になって座った。シグルーンも兜に一杯一気に吞み干し、若者達を驚かせた。彼らはひとつの杯を回しては酌くみ交わしてすっかり打ち解けながら、四よ方も山やま話に花を咲かせた。

「シグルーンどのはカレリアへ？」

「ええ、半年間、北土ノルドのあちこちへ武者修行の旅をしたわ」

「半年も？　お国の人達は止めなかったか、強い戦士がいなくては国が危険に晒さらされよう」

　年がさのヴァイキングがシグルーンに酒を注ぎながら尋たずねた。するとその隣の若者が得意げに、

「大丈夫さ、ソルビョルン兄貴。ゼーラントにはもう一人強力な戦士が残っている、黒い鎧よろいも恐ろしいグラーシーザがな」

「一緒にずっと国と陛へい下かを守って来たわ。頼もしい味方で、良い友達よ」

　シグルーンは懐かしそうに目を細めた。少年の雰囲気を多分に残した一番若い船乗りが、髭ひげの無い白い顔を甘えるように少女に向けて言った。

「シグルーンどの、俺、国を出るのは初めてなんだ。スレイプニル号に乗ったのは、一度、詩に詠うたわれたゼーラントに行ってみたかったからなんだ。町に出るたび詩人にせがんで、何度も聞いたよ、平和で美しいゼーラントの歌を」

「そうだ、歌ってくれないかシグルーン、ゼーラントの歌を」

　他のヴァイキング達も酔いに任せて言い出した。シグルーンは突然の催さい促そくに戸と惑まどったが、船乗り達が大きく歓声を上げ割れんばかりに拍手をしたので、仕方なく照れながら立ち上がった。

「間違っても笑わないでね」

「頑張れ、シグルーン！」

　ヴァイキングらは拍手をした。シグルーンは、高く伸びる美しい声で歌い始めた。

「ゼーラントは麗うるわしの島、光溢あふれる春が国を包み、民は王の愛に守られ、王は騎き士しらの忠誠に守られる」

　シグルーンの声はひわのように美しかった。思わず心が揺ゆすぶられて、若い船乗り達も徐々にその歌に加わった。彼らの低い声に支えられ、シグルーンの澄み切った声は更に高く美しく響き渡る。

「太平の世に兵つわものは酒を酌み交わす。実りは豊か、子供らが遊び若い母親は子守歌を歌う、日向ひなたには老婆の物語、漁師の網と釣つり竿ざおと老人の箴しん言げんとに満ち溢れ、そこでは誰もが笑い合える」

　美しい歌声に誘われていつしか旅客らも甲板に集まり、彼らがこれから向かう土地の歌にうっとりと耳を傾け夢を巡めぐらせた。むくつけきキャラル船長も舵だ輪りんにもたれ、目を閉じてその歌に聞き入った。

「先刻さつきまで喧けん嘩かしていたのに、全く不思議な娘だ。それに何て綺き麗れいな声だろう」

「酒を喰らって合唱とはいい調子ですな、わしももう五十年若ければよせてもらったのに」

　年老いた風見が、船長の隣で空の様子を見ながら細い目を更に細めて言った。シグルーンもいい調子で歌い続け、喉のどに憶おぼえのある船人達が次々に加わったので、歌声は更に大きく海を揺るがすように轟とどろいた。

　その時である。突然、海鳥達が騒ぎ出し鋭い鳴き声をたてた。キャラル船長ははっと顔を上げ、シグルーン達も歌をやめた。進行方向、西の水平線の果てにぽつりと黒い染みが見える。染みは見るみる大きくなり、やがて湧わき上がる黒雲となった。

　雲はどす黒く濃く、激しく轟く雷を含んでいた。そして嵐の中には巨大な船の姿があった。船はスレイプニル号よりも遥かに大きくその帆は見た事もない仕立てで、高く天に聳そびえる帆柱は三本立て、五段装帆の白い帆は嵐の風に膨ふくらみ、船首には恐るべき海蛇、古く賢くそして邪悪な尾を咬かむ蛇の浮き彫りがされていた。

「なんて船、まるで帆の森のよう」

　シグルーンの髪が激しい風にあおられてなびき、吹き飛ばされそうな強風に冷たい雨が混じり始める。

「海賊船だ」

　ヴァイキングの若者達が顔を引き吊つらせ、恐ろしい悲鳴を上げた。

「嵐を連れている、ガルフストリーム号だ！」

「ガルフストリームですって、あれが？」

　海賊船は恐ろしい波動を含み、猛烈な速度で向かって来た。その船足は風よりも速い。嵐の中を飛ぶようにたちまち接近する。旅客達は悲鳴を上げ、怯おびえて混乱した。若い船乗り達は素早く散って、甲板上の旅客達を船倉の奥へと避難させ、また船を守るために武器を取り、鎧よろいをまとって甲板に結集し、海賊船の動きを息を飲んで見守った。シグルーンは炎のような目で災いの船を睨にらんだ。噴ふき上げる怒りは、遥か氷の島で大地を裂いて沸き上がる溶岩の流れのようだった。シグルーンは兜と手て斧おのを引っ摑つかみ、キャラル船長のもとに走った。

　ヴァイキング船長は急ぎ帆を下ろさせたが、副帆一枚が間に合わず風に毟むしられて海の彼方に飛ばされて行った。シグルーンは灰色熊の毛皮をしっかり身にまとい、海牛の頭ず蓋がい骨こつを目ま深ぶかに被かぶって顎あご紐ひもを結ぶ。キャラル船長は彼女に青あお褪ざめた目を向けた。

「接せつ舷げんする気らしいが、嵐で舵かじが言う事を聞かん。逃げようがない」

「構わないわ、そのまま近づけて」

　シグルーンは隙すきのない目で敵の船を素早く見渡しながら言った。

「何だと？」

「先手を打ってこちらから敵の船に踏み込み攻撃に出る。敵をくい止めている間に船を逃がして」

「そうしたらおまえはどうするのだ？」

「スレイプニル号が離れれば戦いは気楽になるわ、海賊どもを全滅させて揚々凱がい旋せんよ」

　少女の微笑は自信に溢れ、見ているだけで頼もしくなるようだった。老いた船乗りは彼女の作戦に同意した。

「解った、だが無茶はするな。勇者の上に戦士の神チュールの勲功いさおしあれ」

「あんたはいい人だわ船長、海神ニョルズの加護がありますように」

　シグルーンはひらりと舵台から飛び降り、甲板にひしめき戦いくさに臨む戦士達に合流した。

「勝利の呪じゆ文もん、シグルーン！」

　ヴァイキング達が高らかに叫んだ。シグルーンは手て斧おのを振り上げ、高らかに指示を下し始めた。

「接舷橋を出して！　敵が動き出す前に乗り込むのよ！」

「海賊船にこっちから？　何と、奴やつらびっくりするだろうな」

　北土の戦士達は、緊張しながらも強気の作戦に戦いくさ好ずきの本能をくすぐられ武者振るいした。海賊船はたちまち接近し、スレイプニル号の進路を塞ふさいだ上で徐々に間合いを狭めて来る。ヴァイキング達は接舷橋を出し、『楯たての城』の陣形を取り整列して、獲え物ものを狙ねらう狼おおかみのようにじっと海賊船が近づくのを待っている。

　その時、海賊船の帆柱の上から何か黒いものが飛び立った。それは黒い翼つばさをした巨大な生きもので、鳥のようだが女の顔を持っていた。ヴァイキングの戦士達は驚きに身をこわばらせた。鳥女は甲高い笑い声をたてて風のように旋せん回かいし、楯を張り巡らせた戦士達の頭の上すれすれに飛んでは、鋭い声で威い嚇かくした。

「ばけものだ！」

　たった一羽の怪鳥に三十人の大男どもがすっかり肝きもを縮ちぢみ上らせて、陣形はたちまち崩くずれた。混乱し逃げ惑まどい、しゃがみ込んで悲鳴を上げる戦士達を、シグルーンは厳しく叱しつ責せきした。

「翻ほん弄ろうされるな、ばけものの一匹ぐらい！」

　シグルーンは手斧を取り、低く滑空する鳥女を叩たたき落とそうとした。鳥女は赤い口を大きく開き、シグルーンに向かって鴉からすめいた怒りの声を立てた。怪物は高く舞い上がり、凄すさまじい速度で急降下しては甲板すれすれにまで滑空した。

　その間に海賊船はぴったりと船腹を寄せ、接舷橋を伸ばして来た。橋を渡って乗り込もうとする海賊達の姿を見て、ヴァイキング達は更に怯おびえた。海賊は、見るもおぞましい異形の者達、地下に棲すむ灰色トロルから美しい姿の妖よう精せい族、一つ目巨人に翼の生えた小鬼どもなど、気味の悪いばけものどもばかりだったのだ。敵は橋を固定し、恐ろしい咆ほう哮こうを上げながら渡って来ようとした。ヴァイキングの戦士らはその気味の悪い姿を見てすっかり戦う気をなくし、悲鳴を上げて逃げ出した。

　だがただ一人、シグルーンだけは怯おびえなかった。少女は激しい怒りにその瞳ひとみを燃え立たせ、接舷橋に飛び乗って海賊どもの道を塞ふさぎ、手斧を向けて鋭く言い放ったのだ。

「我が名はヴォルスング一族のシグルーン、忌いまわしいばけものどもめ、この船に片足も踏み込ませんぞ！」

　敵の先頭は、猪いのししめいたいぼだらけの怪物ゴブリンだ。怪物は巨体を揺すって、釘を打った棍こん棒ぼうを大上段に振りかぶり、ぎらぎらした牙きばをむいて激しく吠ほえ立てた。

「生意気な小娘め、そこをどけ！」

　ゴブリンはぶんと棍棒を振り下ろす。しかし強力だが鈍重なばけものは易やす々やすとかわされてしこたまその顔面を蹴けりつけられ、鼻を押さえて後ずさった。海賊どもは少女の強さに驚き、ざわざわとどよめいた。面子めんつを失ったゴブリンは激怒して、棍棒を投げ捨てて怒鳴った。

「武器なぞいらぬ、強つわ者ものは膂りよ力りよくで勝負をつけるものだ！」

「望むところよ、薄汚いばけもの！」

　ゴブリンは牙をガキガキと咬かみ合わせてシグルーンに突進した。シグルーンは手斧を腰のベルトに挟み、空手を向けて体当たりを受ける。巨体のぶちかましを真っ向から受けてもシグルーンは揺るぎもしない。ゴブリンのこめかみには青い血管が弾はじけそうに浮き上がった。

「こ、この、小娘……」

「それで終わり？」

　シグルーンはぐっと腕に力を入れた。巨大なゴブリンの足がわずかに浮いた。

「じゃ、反撃！」

「おおっ？」

　巨体がふわりと浮き上がった。えいと一声、シグルーンは巨大な怪物を高々と差し上げ、悲鳴を上げてじたばたするのを海に放り込んでしまったのだ。海賊船に驚きと恐怖が走り、ヴァイキング達は歓喜に湧わいた。シグルーンは仲間の絶賛にちょっと照れて、鼻の頭を搔かいた。

「凄すごいぞ、シグルーン！」

「武器を取れ、シグルーンに続け！」

「海賊どもをぶっ潰つぶせ！」

　ヴァイキング達は興奮して、次々接舷橋に集まった。驚いたのは海賊達だ。

「まずいよ、奴ら元気を盛り返しちまった」

　海賊船の中帆柱の上から戦況を眺ながめていたみどりの髪の少年が、焦あせって爪つめを嚙かみ、仲間達に向かって大声で指図した。

「皆、離れろ！　撤てつ退たいしなきゃこっちがまずい！」

　その声とともに風向きが変わり、海賊船はゆっくりと動き出した。海賊達は急いで接舷橋の上から退しりぞいたのだが、シグルーンは逃げ遅れ、橋が落ちるとともに落下してしまった。シグルーンは咄とつ嗟さに敵の船腹に手斧を突き立てぶら下がった。一度反動をつけると、まるで翼有るもののようにひらりと敵の甲板上に飛び上がる。海賊どもはシグルーンの登場に度ど肝ぎもを抜かれ、真っ青になって遠巻きにした。

「おい、来ちゃったよ、どうするんだよ」

　蝙蝠こうもりの姿をした小鬼達が情けない声を出しながら飛び回る。シグルーンはスレイプニル号に目を向けた。どんどん離れている。

「シグルーン、今行くぞ！」

　ヴァイキング達は帆を下ろし櫂かいを取って何とか海賊船に近づこうとした。シグルーンははっと海賊達に目を向ける。せっかく離れたのに、近づけば今度こそ海賊どもはスレイプニル号に押し寄せるだろう。シグルーンは唇を嚙む。スレイプニル号で震えているか弱い人々や気のいいヴァイキング達のことを思うと、シグルーンには来るなとしか言えなかった。

「来ては駄目、このまま逃げ切って！」

　思いのたけを込めシグルーンは叫んだ。

「ばかを言うな、おまえを見捨てて行けと言うのか！」

　キャラル船長の怒号が嵐を斬きり裂さく。だが少女は激しく首を横に振った。

「行って船長、そしてゼーラントに無事着いて、どうか光輝く館の偉大な王ヘリアン様に伝えて、ヴォルスングの娘の死にざまを！」

「駄目だ、シグルーン、シグルーン！」

　叫びながら若い船乗り達が海に飛び込もうとして、他の者に羽は交がい締じめにされ止められた。

「シグルーン！」

　いつしか空は再び晴れ、もはや海賊船は遥かに遠く逃げ去り、水平線の彼方へ消えてしまった。少女を隠した水平線は何も無かったかのように穏やかな表情を見せていた。だが若いヴァイキングらは激しく号泣し、胸を叩たたいて悲しんだのだった。




　シグルーンはたったひとり、海賊船に取り残されて戦い続けていた。こうなれば、もう二度と誰も襲う事ができないように倒せるだけ倒してやろうと腹をくくったのだ。ばけものどもが包囲して手斧もとっくに砕くだけてしまったのに、峰の方を鉄てつ鎚づち代わりに殴なぐる蹴ける殴る蹴る、疲れを知らない少女のあまりの強さにだんだん敵も呆あきれて来て、弱よわ音ねを吐はき始めた。

「おい、俺ゃもう嫌いやになって来た……こんなばけもの相手じゃ」

「ばけものの癖くせにばけものですって！」

　シグルーンは怒り心頭に発し、片っ端から牛男だの一つ目巨人だのを投げ飛ばしては海に叩き込んだ。海賊達は全く歯が立たずに後しり込ごみし始め、敵が退いた分シグルーンは進んで指の骨をパキポキと鳴らした。ばけもの達はその迫力に怯おびえて泣きそうになっていた。

　その時、船倉からの階段を上がって来る足音と、微かな鼻歌が聞こえた。シグルーンははっと振り返った。海賊達はぱっと表情を明るくし、口々に、ガルフストリーム船長のお出ましだ、助かった、と言い合った。シグルーンは緊張しごくりと固かた唾ずを飲のんだ。この恐るべき海賊船の船長と来れば、どんな凶悪なばけものだろうかと思ったのだ。ばけもの達は既にシグルーンの包囲を解いて大きく道を開け、シグルーンは甲板の真ん中に一人取り残された。足音は徐々に近付いて来る。シグルーンは真正面から立ち向かうつもりで固く手て斧おのを握り、いつでも攻撃ができるよう万全の状態で構えを取った。

　そして戸口に人影が現れた瞬間、黒い影がさっと宙を走り、シグルーンの顔に貼はりついた。その冷たくぬらぬらした感触と生臭さに、シグルーンの背筋はさっと凍こおる。ちろりと赤い舌が雀斑そばかすの少しあるシグルーンの鼻先を舐なめた。顔の上を這はい回るのは蝙蝠こうもりのような翼つばさの生えたガマガエルだ。シグルーンは悲鳴も上げなかった。ただ、立てた棒が倒れるようにすっと意識を失い、そのまま卒倒してしまったのだ。

　怪物相手に奮闘した魔神のような戦士、シグルーンの幕切れは呆あつ気けなかった。ばけものどもは手を叩き、戸口から現れた男、ガルフストリーム船長を囲んでやんやと喝かつ釆さいした。

　彼は背が高く、目元の涼しい男だった。潮風に晒さらされた浅黒い肌、引き締まった体格、麻のシャツを無造作にはだけて着ていて、大胆で無鉄砲な少年のような少し傲ごう慢まんさを含んだ口元をしていた。その指には煌きらめく黄金の指輪をはめ、広いその胸板には丁度心臓の上にひとつ大きな槍やり傷きずが残っていた。
















　船長の横には、見るも美しい妖よう精せいの女が水差しを持ってぴったりと付き侍はべっていた。ガルフストリーム船長はシグルーンの顔の上を這っている蛙かえるをつまみ上げ、妖精の持つ水差しの中に放り込んだ。

「せっかくのガマ酒だがちっと漬つかりが甘かったみたいだな。蓋ふたしとけ、エルルーン」

　妖精の女は言われた通り水差しに蓋をした。ガラスの水差しの中では化け蛙が十匹以上も黒々と蠢うごめいていた。船長は屈かがんで気を失っているシグルーンの頰を軽く叩たたいたが、意識を取り戻す気配はない。

「完全に行っちゃってるな、タイミングがまずかった。この娘、どうしたんだ？」

「北土の船を襲ったら渡って来たんだよ」

　みどりの髪の少年が、思い出すだに真っ青になって震え上がった。

「凄すごかったんだぜ、ゴブリンの小父さんとかポイポイ投げ飛ばしちまうしさ」

「へえ、大したおてんばだ。可愛かわいい顔して」

「おてんばなんてレベルじゃない。まるでばけものだよ！」

　少年は訴えた。ガルフストリーム船長はその怯おびえように思わず吹き出して、

「じゃあ、うまい時にガマ酒を開けたもんだ。だがこの子には悪い事したな、船室へ運んでやるか」

「こ、こんなばけものを船に乗せるんで？」

　シグルーンを取り囲んで、ばけものどもは怯えてざわめいた。船長は腕を組んで、鋭い目で海賊達を見回す。

「それじゃ海に放り込めとでも言うのか？　鮫さめの餌えさには、ちと柔らか過ぎで勿もつ体たいないぜ」

　ガルフストリームは気を失った少女を軽々と抱き上げ、階段に向かいながら、

「誰か見張りに来い、俺はもう少し吞むからな」

「見張りって、この小娘、とてもわしらの手に負えませんぜ」

　海に叩き込まれてずぶ濡ぬれのゴブリンがぞっとして肩を竦すくめた。船長はふと足を止め、それもそうだと少し考えて、

「じゃ、シャウラを呼んで来いよ」

「シャウラですって？」

　美しい妖よう精せいの女が驚いて大声を出した。

「冗談でしょ船長。あんな気味の悪いばけもの！」

「いいじゃねえか、別におまえさんが見張られる訳じゃねえんだから」

　そう言われても妖精は嫌悪に満ちて眉まゆを顰しかめていた。船長は構わずにシグルーンを抱いて階段を下り、ばけもの達は押し合うように見送ってざわざわと不安気に顔を見合わせた。

　こうしてシグルーンは海賊船の虜とりこになってしまったのだ。







　　二章　ガルフストリーム船長







　気がつくと、シグルーンは暗くて臭い小部屋に押し込められていた。ランプが淡く光り、鯨くじらの油を塗り込んだ板床の上には何も無く、ただ扉と、そしてその前に若い男が座っているのが見えた。

　座っている、と思ったのをよく見てシグルーンはうっと声を詰つまらせた。彼の容よう貌ぼうは端正で美しいのだが、片目は火傷やけどで潰つぶれて塞ふさがっていた上に、その腰から下は赤黒い虫めいて節の有る脚と長い尾とを持った不気味な姿だったのだ。彼の髪は黒く、瘦やせて長細い体つきをしていた。暗い憂ゆう鬱うつな目は血の色をしていて、こけた青白い頰ほおには悲しみの影が貼はり付いていた。

「あんた、何者？」

「シャウラ」

　男は答えた。禍まが々まがしい気配と、低い不思議な声をしていた。シグルーンは反射的に武器を引き寄せようとしたが、兜も武器も、毛皮さえ没収されていたのだ。成す術すべもなく、シグルーンはこの異形の者を遠巻きにした。

「『毒針シヤウラ』ですって？　そうか、あんたは蠍さそりのばけものなのね」

「船長のお呼びがかかるまでここでおとなしくしていろ」

　彼は細身で、繊せん細さいな男だった。これしきの見張りひとりしかつけておかないとは海賊どもも間抜けだ、気味の悪い姿をしているがこれぐらいなら素手でも訳もなく倒せるとシグルーンは考え、立ち上がった。彼女の殺意を察したのか、蠍は憂ゆう鬱うつそうな顔を上げて口を開いた。

「先に言っておくが、この俺の体は猛毒を持っている。俺のあらゆる体液も、息も、全て毒だ。俺に触れれば即死する、返り血を浴びても。近づくだけで体が麻ま痺ひしてやがて死ぬのだから気をつけろ」

　彼の声は、脅おどすというよりは、暗く不幸で悲しみに満ちていた。だがシグルーンは醜みにくい者への嫌悪と海賊への偏見にとらわれていたので、彼の瞳ひとみに宿る悲しみには気付かなかった。彼女はただここから逃げる事ばかりを考えて、方策を巡らし、部屋の中を見回した。

　部屋の中はランプひとつきりしかなかった。そのランプの中に満ちる油と燃える火に、シグルーンははっとひらめいた。毒が有ろうと、これを投げつけて火が移ればただでは済まないだろうと考え、シグルーンはランプをそっと取り上げる。

　だがその時、蠍がこちらを見てもろに目が合ってしまったのだ。シグルーンは手を止めた。彼の目にはただ茫ぼう漠ばくとした絶望のみがあり、かすかに驚いたような表情をじっと向けていた。シグルーンはもう彼の毒に麻痺したように感じて、手が動かせなかった。

　蠍さそりはやがて顔を背そむけて俯うつむいた、まるで断頭台の上に頭こうべを垂たれるように。シグルーンの心から急に、殺意と憎悪が退いて行った。彼を傷つけるのがひどく躊躇ためらわれたのだ。

「何をしている？」

　蠍の声のあまりの静かさがやりにくくて、シグルーンは戸惑った。

「逃げたらどうなの、焼け死にたいの？」

　シグルーンは何とか強気に出ようとするのだが、蠍の美しい、凝固した血液のような眼に見つめられると心が弱ってしまうのだ。どうしてそんなに悲しげな目をしているのか、こんなに暗い瞳は未だかつて見た事が無かった。

「俺の一族が滅んだのも焼き討うちをされたからだ。醜さと毒を憎まれて、誰も生き残らなかった」

「焼き討ちって」

　シグルーンの声が小さくなる。蠍は俯いて答えなかった。ランプを持つシグルーンの手は震えた。蠍は醜みにくく、おぞましい。シグルーンもその姿に吐き気すら憶えたのだ。同じように誰かが彼の一族を憎み、今自分も同じように彼を焼き殺そうとした。シグルーンは蠍の横顔をじっと見つめた、彼の顔の半分を覆う爛ただれた火傷の痕あとを。

　シグルーンは、自分が恐ろしい事をしようとしていたのに気付いた。彼女は怯おびえるようにランプを元の位置に吊り下げ、震えが止まらなかったので部屋の隅に小さくしゃがみ込んだ。蠍は無口で、シグルーンも声を掛け辛づらくて、二人は全く会話をしなくなった。シグルーンにとって、この沈黙は気まずかった。自分自身の早い動どう悸きの音だけが、がんがんと耳にまとわりついた。

　やがてどれほどの時間が経ったのか、廊下から可愛らしい声が蠍を呼んだ。

「シャウラ、シャウラ」

　蠍は立ち上がり、扉に向かった。シグルーンは空気の流れが変わってほっとした。

「アスクだな」

「ガルフストリームがお目覚めだよ、醜みにくいアヒルの子を連れに来た」

「どいていろ、いま開けるから」

　彼は扉を開き部屋の隅に寄った。みどりの髪の少年が部屋に入ってくる。シグルーンは彼がびくびくしながら蠍の前を通るのに気付いた。彼の身を包む瘴しよう気きに触れまいと用心しているのだ。褐かつ色しよくのなめらかな肌をし可愛らしい顔つきだったが、ちょっとませてこまっしゃくれた感じで、シグルーンをじろじろ見回すと顎あごをひねって、

「なあんだ、毛皮を剝はいでみるとてんで子供じゃないか。尻しりも乳も腰もない」

「何ですって、失礼なガキね！」

「ガキじゃない、おいら木もつ鬼きだからね。かれこれ百年は生きてるぜ」

　アスクは悪戯いたずらめいた笑みを浮かべて言った。

「アスクというと、トネリコの樹ね」

「そう、偉大な世界樹ユグドラシルの親しん戚せきさ、オーディンを首吊りにした縁ゆかりの木」

「いいかげんな事言って」

「お喋しやべりはいいさ、『木のように寡か黙もくであれ』とよく言うじゃないか」

「あんたはお喋りね」

「さあ、ついといで。船長室まで案内するからさ」

　アスクは軽くそう言って、もうすたすた歩き出そうとした。シグルーンはその警戒心のなさに驚いた。

「ちょっと待って、あんたあたしを縛しばらなくっていいの？」

「……縛って欲しいのかい？　危ないネエちゃんだなあ」

　シグルーンはこの切り返しに真っ赤になって怒り、

「そうじゃないわよ！　あたしは捕ほ虜りよなんでしょ？」

「戦士どのに不名誉を強いるほどの無礼はせんと船長は言ったのさ、誓せい約やくの女神ヴァルにかけて」

　アスクはにやにやして、

「だからあんたも戦士としての礼儀を尽くすって事が前提になってるって訳だぜ、戦士の神チュールに誓ちかって。こっちが戦士の礼節をもって迎える時にまさか斧おのを振り回しゃしないだろ？」

　シグルーンは、呆あつ気けに取られ眉まゆをしかめる。

「狡ずる賢がしこい男だわ」

「縄ぐらいじゃおさまらぬえ事、先刻さつきの戦闘でおいら達充分思い知ったもんね。口約束はフェンリル狼を縛しばったドローミの縄みたいなものさ、最も華きや奢しやで最も強い。あんたはおっかなかったからなあ」

　シグルーンがきつく睨にらんだので、少年はふざけたように肩を竦すくめて、

「さ、ついといで。間違っても後ろから殴なぐったりしないでよ」

　と、シグルーンの先に立って歩き出した。シグルーンは気になって蠍を振り向いたが、彼はまだあの部屋の隅に座っているようだった。船の廊下を歩いて行くと船室にはどれも何かのいる気配がしていたが、低くざわめくだけで何も出て来なかった。

「皆怯おびえてるんだよ」

　アスクが言った。シグルーンはむっとして、

「ばけものだらけでしょ？」

「あんたを部屋に放り込んだ後で奴やつら声を揃そろえて言ってたぜ、『あんなばけもの見た事ねえ』って」

　ずいぶん心外だったが、あながち否定もしきれなかったので、シグルーンはぶすっと怒ったまま黙って歩いた。船内はかなり広くて、廊下を何度も曲がり、階段を幾つも昇ったり降りたりして、漸ようやく上甲板の舵かじ取とり台にある船長室に辿たどり着いた。アスクは軽く扉を叩いた。

「おう、誰だい」

「おいらだよ、ガルフストリーム船長」

　扉には鍵も掛かっていなかった。アスクに続いて室内に入ったシグルーンは緊張に息を飲む。勇ゆう敢かんなヴァイキング達さえおびやかす海賊ガルフストリームの部屋には、海図を置いた大きな机と木の椅い子すと酒さか樽だるの他は何も置いていなかった。船長は机の上に長い足を投げ出し、なみなみと酒を湛たたえた大きな杯に唇を寄せていた。彫りの深い眼まな窪くぼの底から、隙すきのない瞳がきらりと光ってシグルーンを見つめている。アスクは部屋を出かけて、ふと立ち上まってシグルーンの耳をひょいと引っぱり囁ささやいた。

「気をつけな、うちの船長は酒好き博打ばくち好き女好きときてる。ま、船長としてもゲテモノまでは趣味じゃなかろうけどね」

　シグルーンの鉄拳が飛ぶ前に彼は素早く逃げてしまった。海賊船長は肘ひじをつき、身を乗り出すようにして気さくに声を掛ける。

「何か言いやがったのか？　まあ気にするなよ、あいつ照れてやがるんだ。木鬼の百歳といやあまだまだ子供だからな、ませてはいやがるけど、おまえさんを気に入ってるんだよ」

　シグルーンは海賊船長を屹きつと睨にらんだ。だが船長はまるで意に介せずにやっと笑う。

「そう怖い顔するなよ、可愛かわい娘こちゃんが台無しだぜ？」

「どういうつもり、このあたしを捕ほ虜りよにして身代金でも取るつもりなの。だとしたらあんたの思惑は外れたわよ、汚らしい海賊、海蛇みづちヨルムンガンドの眷けん属ぞくめ。あんたは船に狼を入れたのよ！」

　怒鳴るや、シグルーンは船長に飛びかかっていた。かわす間もなく船長はシグルーンに満身の力でその頸くびを締しめ上げられ、顔色が白から赤に、そして青へと変わっていく。

「おい、や、やめろ」

「何が目的なの、言いなさい、悪党！」

「言いたくても、そんなに締めつけられちゃ……うぐぅ」

　ガルフストリームの口から泡が湧わいた時、漸ようやくシグルーンは冷静に戻って力を緩ゆるめた。船長は激はげしく喘あえいで、長いこと息が整わなかった。

「お、おっそろしい娘っ子だな。臨死体験しちまったぜ」

　海かい賊ぞくはハアハア息をつきながら、憮ぶ然ぜんと立つシグルーンに言った。

「身代金なんか取りゃあしねえよ。おまえの国まで連れて行くこと考えたら元が取れねえからな」

「ならばなぜあたしを討うたなかったの。あの時は不覚を取ったけど、同じ手は食わないわよ」

「おまえを殺したって一銭の得にもならんさ。俺達はおまえをどうこうする気はねえよ、望むなら明日にでも陸地に帰してやる」

「海賊のくせに、何もせず陸地に帰すですって？　そんな言葉を信じると思うの」

　シグルーンは鋭く海賊船長を睨にらみ据すえ、激しい敵意を剝むき出しにした。

「騙だまされるものですか、皆殺しにしてやるわ！　忌いまわしい悪党、あたしのゼーラントを襲ったくせに！」

「襲った？」

「そうよ、キャラル船長が言ってたわ、あんたはとてつもない悪党よ。恐ろしい海賊、あのばけものどもを率ひきいて一体どれほどの血を流したの！」

　シグルーンは飛びかかり、鋭い拳こぶしを彼に向けた。だが、船長は軽く身をかわし、

「物ぶつ騒そうなあまっこだなあ、落ち着けよ」

「何であれがかわせるの」

　シグルーンの瞳どう孔こうが、あまりの緊張にさっと収縮する。彼女は戦士の自尊心を傷つけられ、まさかと思ってもう一発、蹴りから蹴りを繰り出したが、船長はまたひらりと避けた上、シグルーンの背後に瞬時に回っていた。振り返るよりも先に、船長は片手で軽くシグルーンの尻しりを叩たたいた。

　シグルーンは、恥ずかしいやら驚くやら悔くやしいやら、真っ赤になって背後の海賊船長を殴りつけようとしたが、その腕は捕まえられてしまった。ぐっと強く引かれたので前に倒れ込み、しまった、腹を蹴けられるかという態勢に入った時。

　船長の右腕がシグルーンの肩を抱きとめ、彼女の右頰に一瞬、海の無法者の少年のような唇が押し当てられた。シグルーンは驚き、一瞬、動きが止まった。大きく目を見開いて顔を上げる。海賊船長は優しい瞳ひとみをして、悪戯いたずらっ子のような不敵な笑みを浮かべてシグルーンをじっと見つめている。

　シグルーンの顔が、かっと赤くなった。腹が立っているのか恥ずかしいのか、自分でも解らなかった。海賊にどきりとした自分自身に何より腹が立ったのだ。シグルーンは大きく振りかぶり、ガルフストリームの顔面の真心にその平手を炸さく烈れつさせた。これは見事に当たり、海賊船長は鼻柱を真っ赤に腫はれ上がらせながらなおも笑って、

「勇ましいなあ、可愛い顔して」

「ふざけないで！」

　シグルーンはかんかんに熱くなって、今にも八つ裂きにせんばかりにその目を吊り上がらせている。海賊船長は押しとどめるように手の平をシグルーンに向けて言った。

「おい、冷静に話をしようぜ。誤解なんだってば、海賊といっても、確かにいろんなお宝は頂いたが血は一滴だって流していない」

「信じるものですか、ガルフストリーム号の恐ろしい噂うわさは北土ノルドにも広まっているのよ」

「そこなんだ！　商売上の、ちょっとした駆け引きなんだよ」

「商売？」

「つまり、海賊稼か業ぎようの事なんだがね」

　海賊は短い麻色の髪を無造作にかき上げた。俯うつむくと鼻筋の美しいのが目立った。

「この船は呪のろわれた船だ。この俺が呪われたのだが、ま、昔の事はどうでもいいさ。呪われて港に入れねえ、そのうちにばけものどもが俺の船に居着き始めた。そこで、同じ悪党でも頭のいい奴はこういう事を考える、つまりははったりさ」

「はったりですって」

「真っ向から赤い肌のヴァイキングども、命知らずのノルマン人や、嵐を好むイェーアト人ども、あらゆる大陸を渡り歩くリビアの船乗りや、黄金を愛するトルコの海賊ども、死をも厭いとわぬペルシアの商人どもに、ローマのガレー船にエジプトの軍艦、そんな奴らと戦ってちゃ命がいくつあっても足りねえよ。何とか敵の上前をはねようとすりゃあ、心理戦に訴えるのが一番だ」

　ガルフストリーム船長は、宝物を自慢する子供のような目をしながら話す。常に不ふ遜そんな微笑を漂ただよわせるその口元は妙に鼻につくのだが、同時に不思議な魅力を秘めていた。

「手下どもを港に行かせて海賊船ガルフストリームの大おお法ぼ螺らを吹かせるのさ、おっそろしい噂を立てさせる、噂は雪だるま式に転げて、結局、俺の船に出会った奴らはびびり上がっちまう。鳥女だのばけものどもだのですっかり戦う気をなくしちまうのさ。ま、間抜けを捕まえて身代金を取る事もあるがね。怖がってるから金ばなれがいいぜ」

「いい加減なことを言わないで！」

「だから秘密にしといて欲しいんだ。戦いになればどちらにも被害が出る、誓いを破る訳にはいかねえからな」

「誓いって何なのよ、この悪党！　信じると思うの、おまえの滅びる時が来たのよ、覚悟なさい！」

　シグルーンはまたもや攻撃を再開した。海賊船長は全ての攻撃をひょいひょい避けながら、

「悪いが、俺は死なんよ」

　ふと、真剣な表情になった。シグルーンはぎくっとして身を退こうとしたが、その前に海賊は少女の手首をしっかりと捕らえて、無理矢理自分の胸に押し当てたのだ。シグルーンはびっくりして、不吉な予感を感じ逃げようともがいた。船長の広く逞たくましい胸が恐ろしかったのだ。少女はすっかり怯おびえ、頭を激しく振って嫌がった。

「やめてよ、ぶち殺されたいの！」

　海賊船長はシグルーンが何を怒り狂うのか判らなかった。が、ようやく察すると、優しく微笑ほほえんで穏やかに声を掛けた。

「早とちりするなよ、おませさん。そら、手を広げて」

　シグルーンは顔を上げた。海賊の目に害意は無い。恐る恐る、少女は手を広げた。海賊の胸は分厚く、肌の下には逞しい筋肉が息づき、呼吸の度に肺が大きく膨ふくらんだ。だが、何か奇妙な違和感を感じて少女は怪け訝げんに目を眇すがめた。海賊船長の胸は温かいのに、そこには命の鼓動がない。シグルーンははっとして目を見開いた、船長の胸に心臓の鼓動が無いのだ。彼女はぞっとして、気味悪そうに手を引っ込める。

「幽ゆう霊れいでも見たような目だな」

　海賊船長は静かに笑った。シグルーンは恐怖を追い払うように一度ぶるりと頭を振った。

「あんたは、生きてるんでしょ？」

「ああ、そして永遠に生きてこの海を彷徨さまよう。それが俺にかけられた呪のろいだ」

　そう言いながら海賊船長はシグルーンの前に手を差し出した。その指にひとつの指環が煌きらめいている。絡からみ合った造りの黄金細工で、小さな宝石が中心にはめられていた。石はまるで血の滴しずくのように赤く、恐ろしいほど透すき通り、その美しさは何故か見る者を不安にさせた。

「これが俺の心臓。雷神の鎚つちミョルニルをもってしてもこの石を粉砕する事は適かなわない」

　シグルーンははっと海賊の胸の大きな傷に目を向けた。ガルフストリーム船長はそっと頷うなずいた。

「そうさ。この胸の中は空っぽのがらんどう、心臓はえぐり出されちまったんだ」

　シグルーンの顔色が真っ青になった。海賊はどこか寂しげな表情を漂ただよわせて少女を見つめた。

「気味が悪いか？」

「誰がそんな酷ひどい事を」

　怒りに唇を震わせ、シグルーンは言った。海賊は意外そうに目をまるくし、それからふと、不思議な優しさを込めて微笑んで言った。

「変な娘だな、おまえさんは」

「変とは何よ」

　シグルーンはむっとして海賊を睨にらむ。ガルフストリーム船長はその指環を静かに撫なでながら、

「ばちが当たったんだよ、俺はもっと酷ひどい事をしたからさ」

「これよりもっと酷い事なんてある訳ないわ。北土のヴァイキング船長に聞いたわ、永遠にどこの港にも入れず彷徨さまようんでしょう、年をとっても、何百年経っても？」

「ああ、メトセラのような年寄りになっても、ミイラか骸がい骨こつみたいになっても、永遠に赦ゆるされる事のない彷ほう徨こう」

　シグルーンは息を飲んだ。

「何て恐ろしい呪のろい……何故あんたは平気なの、そんな風に軽口を叩いて、気ままに笑って」

　海賊船長は琥こ珀はく色に煌きらめく明るい目を少女に向けた。

「これはこれで楽しい暮らしさ。人生なんてものは本来面おも白しろ可お笑かしくできていやがるもんだ、世界はいつも美しいし、陽気なばけものどもや、綺き麗れいな妖よう精せいの女ども、それにおまえみたいな娘っ子がいるから、浮き世は楽しい事だらけさ」

　シグルーンは心底明るい海賊の笑顔に慌あわてて目を背けた。心臓がまた激しく動どう悸きを始めたのを気取られるのが恥ずかしかったからだ。だのに海賊はいたずらに笑ってシグルーンの顔を覗のぞき込んで来る。シグルーンはくるりと顔を背ける、また海賊は回り込んで来る、シグルーンは怒って睨にらんだが、海賊の瞳ひとみは優しく笑顔は明るかったので、熱く感じるほど顔が赤くなった。

「せっかく可愛かわい娘こちゃんがお客に来たんだ、蛙かえるをぶつけたお詫わびもあるし歓迎の宴会でも開くとするか」

　シグルーンはきょとんとした。

「宴会ですって？」

「主役に相応ふさわしいように着替えて来な。俺は皆に準備をさせて来る。今日は収穫がなかったからろくな物がないが、ま、楽しさだけは保証するさ」

　船長は勝手に決めてしまって、さっさと部屋を出て行ってしまう。後に一人残されたシグルーンは呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

　頰ほおが熱い。船長が去ってから、急に頰が熱くなり始めた。押し当てられた唇の感覚が、海賊の不敵な口付けがまだ鮮やかに残っているのだ。微かに残っているのは潮の匂いだろうか、それとも船長の汗の匂いかも。シグルーンは息を飲んだきり、窒息してしまうかと思った。頰が疼うずく。奥歯が砕けるほどに殴なぐられた方がまだたちが良いと、戦いには慣れているが口付けには不慣れな少女は思った。

　部屋に戻ると、隻せき眼がんの蠍さそりは戸口でじっと待っていた。シグルーンが帰って来ると蠍は顔を上げ、

「どうだった」

　と尋ねた。シグルーンは大きく頭を振って肩を竦すくめ、

「着替えて来いと言われたけれど」

「ああ、それで行こう李りが届いたんだな。部屋の中に置いてある」

　蠍は扉を開けようとして、ふと、刺すような視線に気付いた。シグルーンが鋭い目をしてじっと睨にらんでいたのだ。あまりにもその表情が鬼き気き迫っていたので、さすがの冷静な蠍もたじろいだ。

「ど、どうしたんだ……？」

「あの男は海賊よ。残忍で、獰どう猛もうで、あたしのゼーラントを襲った」

　シグルーンは怒りに顔を赤くし、唇を固く嚙かみしめた。

「だのにあたしはあの男の言う事を頭から信じてしまった。あの男の呪いの話を聞いた時、あたしはあの男を呪った奴を憎いと思ったわ。どうしてなの、あの男は海賊なのに、悪党なのに」

　シグルーンは興奮して蠍に迫ったので、蠍の方が気を遣ってじりじり後ずさった。

「おい、興奮するな。近づくと危ないと先刻さつき言っただろう」

　焦あせった蠍の言葉にシグルーンははっと我に返った。

「あっ、ごめん」

「気をつけろ、俺の意志ではこの毒をどうにもできないのだから」

「案外気を使ってくれるのね」

　シグルーンは何気なく言った。すると蠍の青白かった頰が微かに赤くなった。蠍は急に落ち着かなげにそわそわして、シグルーンと目を合わさないようにして早口に言った。

「早く着替えろ、俺は甲板に出る」

「甲板ですって。見張りしなくていいの？」

　シグルーンは驚いた声を出したが、

「覗のぞかれたと言われるよりましだ」

　蠍はそう言って、さっさと甲板に上がってしまった。シグルーンはきょとんとして、また一人残されてしまった。




　海に夜が訪れていた。風は冷たく、全てが死に絶えたかのように静寂に包まれていた。

　蠍の孤独な頰に、穏おだやかな微笑みが浮かんでいた。銀色の魚が月の光の中に高く跳ねた。太陽は金の睫まつ毛げを閉じて眠り、船長は星を眺めているのかも知れなかった。

　彼は夜を見ていた。小さな軽い足音が近づいたが、シャウラは振り向かなかった。妖精の女が、若く美しい妖よう魔ま達と笑いさざめきながら舳へ先さきに近づいて来たのだ。

「やめな、エルルーン。ちょっかい出すのも相手を選べよ」

　白く美しい翼つばさを持った風の妖精が、しきりに止める。隣にはすらりとした体の夢魔が肩を抱きながら、

「あんな男は放っておきな、毒にやられるのが落ちだぜ」

「そうさ、船長のとこにでも行こう。もうすぐ宴うたげというじゃないか、陰気なばけものに近づいては幸先が悪いぜ。これから面白可笑しく騒ぐんだから」

　若い水霊メロウが、しなやかに彼女の髪に唇を埋うめる。だが、黄金の髪のエルルーンは彼らを止めてシャウラに近づいた。蠍は独りだった。エルルーンは彼の背に向かって、からかうような口調で言った。

「シャウラ、あんたは『夜』と話してるの？　それとも、『孤独』と喋しやべる方が面白いのかしら」

　蠍の若者は、冷たい夜風に髪を弄もてあそばせる。黒い睫毛を伏せて、彼は黙っていた。妖精は腰に手を当て、美しいその眉まゆ根ねをよせた。

「昼間の小娘の見張りをしてたんですってね。ばけものはばけもの同士ってわけ？」

「風がそちらへ吹いている。それ以上近づかない方がいい」

　蠍は振り向かずに言った。妖精の白い顔が怒りに真っ赤になっても、彼は気付かなかった。彼女は暫しばらく何か言おうとしていたが、やがてくるりと背を向けて、

「やれやれ！　相変わらず陰気な男だわ。放っておきましょ皆、あの毒とあの二目と見れぬ醜みにくい姿、キスの味も永遠に知る事のできない蠍に人生のどんな楽しみが解って？」

　美しい妖魔達は帰って来たエルルーンを迎えた。白い翼の妖精が彼女に腕を絡からめ、夢魔が愛の言葉を囁ささやけば、水の精霊は魅力に満ちて彼女から全てのキスを吸い尽くそうとする。

「そうだ、放っときな、目も当てられぬほどの醜い怪物、近づくだけで命も危うい毒の一族の最後のひとり、もう誰も触れ合える相手のいない哀あわれな独りぼっちのばけものなど」

「そうだ、放っときな、あらゆる地上の子らに憎まれた手負いの蠍はいつ尾を立てるか判らぬ」

「そうだ、放っときな、何な故ぜ光の娘が闇やみの魔物を見ようとする、やめな、おまえが勿もつ体たいない」

　エルルーンはしなやかな腕を絡め、煽せん情じよう的てきな眼差しを向け、甘い声で男達に囁いた。

「ねえ、あんた達。あたしを好き？」

「好きだとも、エルルーン、おまえのキスは甘くて苦い」

「あんた達、本当にあたしを愛している？」

「愛しているとも、エルルーン、おまえのキスは至上の美酒、天上の玉露、たちまち酔わせ惑まどわせる」

　妖魔達はエルルーンを囲んで陽気に踊りながら去って行った。彼らの乱らん痴ち気き騒さわぎは毎夜の事で、酒が彼らをますます惑わし、魔物めいた夜が過ぎて行くのだ。

　蠍はいつも独りだった。エルルーンは去る時、一度彼の方を振り向いたが、黒い蠍は静かに夜を見つめているだけだった。エルルーンの緑の目がかすかに揺れた。

　静寂が彼を押し包んで、誰も彼の障壁の内に入る事はできなかった。







　　三章　海賊の宴うたげ







　シグルーンは長く裾すそを引く、銀の縫ぬい取りをした美しい純白の麻の服に身を包んだ。誰が見立てたものか良い趣味で、ごわごわ分厚い毛織の服や、まして灰色熊の針のような毛皮を着慣れたシグルーンは、肌に触れる柔らかさにうっとりした。大きく開いた胸元や長い袂たもとなどあまりにも華きや奢しやな造りで生地も薄く、細い繊細な糸を丹念に織った物だった。その服のあまりの美しさはシグルーンに娘らしい傲ごう慢まんさを与え、今まで一度もこのような美しい服を着た事の無い戦士も御お洒落しやれをして、腰まで届く灰色の三つ編みを解いて結ってみたりした。

　だが、海賊の宴と言う事で一いち抹まつの不安がある事は否いなめなかった。船長は好意的に接していたが、本当は宴会などと言って酷い事をするつもりなのかも知れない。シグルーンは今一つ海賊達を信じる事ができず心配でそわそわしていた。その時廊下をばたばた走る音がしたかと思うと木鬼アスクが慌あわてた様子で飛び込んで来て、シグルーンを見ると早口に、

「何だ、まだここにいたのか。シャウラの奴何だって見張りをさぼって、おいらてっきりシグルーンは迷子になったんだと思って……」

　まくし立てるように言いながら、はっと彼は顔を上げ、シグルーンが着飾っているのに気付いて息を飲んだ。少年は上から下までシグルーンを眺め回し、今度は下から上へもう一度あらためて、恐る恐る彼女の顔を覗のぞき込む。シグルーンは彼の様子がおかしいのを訝いぶかしみ、

「どうしたの？」

　と尋ねた。アスクは震ふるえ上がるような表情を浮かべて何か言おうとした。が、その前に我に返って急に恥ずかしそうにそっぽを向き、吐き捨てるように言った。

「チンドン屋みたいだな」

「何ですって？」

　シグルーンが怒った顔をすると、アスクは調子が出て来たのか急に元気になって、

「ぞろっとして趣味悪いよ、田舎者のセンスだね。髪形だって婆ぁみてえだ、みっともないよ、まあ元が元なんだから仕方ないけど」

「言ったわね！」

　シグルーンは殴なぐり掛かろうと腕を振り上げかけたが、服の袖そでが破れかけたので慌てて手を下ろした。アスクはまだ何かからかおうと頑張っていたが、蠍が戻って来たので反射的に後ずさった。シグルーンはアスクに憎まれ口を叩たたかれて自信を失い、恥ずかしくて今にも消え入りそうな顔をしていた。蠍はいつもの憂ゆう鬱うつな目をし、いつもと同じ淡々とした表情で言った。

「着替え、早かったな」

　シグルーンはその静かさに余計に自信を失い、臆おく病びようそうに彼を見つめて、

「やっぱり、おかしい……よね」

　少女は顔を赤くし、白い手を胸の所で捩もじる。蠍はその反応に驚いて、隻せき眼がんをぱちくりと見開いた。シグルーンは本当に恥ずかしくなって、着飾った自分が酷くみっともなく思え、こんな服脱いでしまおうと部屋の中へ逃げ込もうとした。

　その時、蠍は優しく微笑ほほえんだ。アスクはびっくりして引っくり返りそうになった、この陰気なばけものはもう何年も憂鬱以外の表情を浮かべた事がなかったからだ。まして微笑ほほえみなど、この呪われた種族には許されていなかったはずなのに。

「いや」

　蠍の声はあの不思議な響きで乙女の心を揺さぶる。蠍はその隻眼に優しい色を漂わせて正直に言った。

「とても、綺き麗れいだ」

　シグルーンの笑顔が光のように弾けた。溢あふれるような喜びと愛が蠍に向けられたので蠍は眩まぶしそうに目を細め、我ながら優しい言葉が照れ臭くなってわざといつもの素気ない調子に戻った。

「船長がしびれを切らしている、甲板に上がれ」

「あなたは、シャウラ？」

「俺はいい……」

　蠍は弱気に眉まゆを下げ、俯うつむいて後ずさった。

「俺なんかと行かない方が良かろう。俺はいいが、おまえが嫌な思いをする」

「なぜ？」

「俺は醜く毒がある。美しい妖精にも醜いばけものどもにも嫌われているからな」

「正直に言うけど、海賊どもの中にひとりで行くのは不安なの。お願いシャウラ、あんたが一緒ならまだ心強いのよ」

　シグルーンはまっすぐに蠍を見つめた。蠍は自じ虐ぎやく的に卑ひ下げして言った。

「俺だって海賊の仲間だ、シグルーン」

「でもあんたはいい人だわ」

「誰もが俺の一族を憎み滅ぼそうとしたんだぞ。俺の事を何も知らないからそんな事が言えるんだ」

「あたしが知っているのは、あなたが優しい人だという事だけ」

　シグルーンはまっすぐな明るい瞳ひとみではっきりと言った。

「それだけじゃ駄目？」

　蠍は暫しばらく呆あつ気けに取られていた。あまりにまっすぐな言葉が彼には不慣れで、こんなにも誰かに確信された事が無くて、戸惑ったのだ。シグルーンは自信を持って蠍を見つめていた。しばらく向きあってから、ふと蠍は根負けしたような、だが美しい笑顔を浮かべて恭うやうやしく一礼した。

「手を取る訳にはいかないが、お姫様、どうぞ」

「ありがとう、シャウラ」

　シグルーンの笑顔も素晴らしく美しかった。蠍と仲良く歩いて行く後ろ姿を、途中から忘れられてしまったアスクは憮ぶ然ぜんとして見送った。

「何でえ、いちゃいちゃしやがって」

　少年の姿をしたものは愛らしい唇をきつく捩ねじ曲げ、膨ふくれ面つらをする。

「おいらだって、そう言おうと思ってたんだい」

　アスクは腹いせにその辺りの扉を蹴けりつけたが、中から恐ろしげなゴブリンがいぼだらけの形相で怒って出て来たので慌てて苦笑いして、

「よう、そろそろ宴会みたいだぜ」

「このいたずら者め、蝶ちよう番つがいを壊しおったな！」

　ゴブリンは岩のような拳げん骨こつを振り上げた。少年はさっと退き、

「おっと、お小言は後にしておくれ、宴が始まっちまうよ」

　と素早く逃げ出してシグルーン達の後を追った。




　甲板にはもうばけものどもがうようよし、炎めいたものが飛び回って明るく照らしていた。海賊達は泡立つ麦酒ビヨールに舌した鼓つづみを打ち、美しい魔女達は酒しゆ瓶へいを持ってしなやかにその間を踊り回りながら甘い葡萄ぶどう酒しゆや泡立つ麦酒を注ぎ回った。

　ガルフストリーム船長は下品なほど派手で安ぴかな、三文役者のような衣装を纒まとって魔女達を侍はべらせていた。海賊らしい趣味かも知れないが、原色と金糸銀糸に生臭いような模様の服は随分悪趣味だった。魔女達は船長の逞たくましい胸に頰を寄せ、彼の肩にしなだれかかり、酌をしては船長の他愛も無い冗談に笑い転げていた。

　美しい妖よう精せい女、エルルーンも暫しばらくは船長の膝ひざを枕にして果物をかじっていたが、それに飽きたら美しい若い妖魔達のもとへ行って彼らと戯たわむれ、彼らの中央に女王のように鎮ちん座ざして曲を贈られたり冗談を言ったりしていた。甘い酒の匂いが立ちこめる甲板のあちこちで乾かん杯ぱいがされ、酒好きのドワーフ達は長い髭ひげを杯の中に落としながら吞のんでいた。

　その中にシグルーンが現れた瞬間、ドワーフ達は思わず杯を取り落とし、ゴブリンは下へ手た糞くそな歌をやめ、海賊船長はその口元に不敵な微笑を浮かべて満足そうに頷うなずいた。白い衣の娘の姿が、海賊船の甲板を照らす色とりどりの光の中に浮かび上がる。彼女は月のように美しく、海賊達は呆あきれたようにぽかんと口を開いていたが、エルルーンひとりだけは邪悪な敵意の目をシグルーンと彼女を優しく見守る蠍さそりとに向けていた。

「おい、あの綺麗な娘は何者だ、まさかあれが昼間の熊だって言うのかい？　月から下りて来たのかそれとも真珠が化けたのか、灰色の髪すら銀色に輝いて見える」

　海賊達は焦あせって囁ささやき合い、皆美しい娘に近付きたかったのだが、彼女を包む高貴な威厳とその美しさに臆病になって、声をかける事すら躊躇ためらった。シグルーンは海賊達がしんとしてしまってこそこそ言っているので、これはやはり何か悪い企みをしているのかも知れないと思った。彼女は今まで一度も、美しく着飾った事も誰かに美しいと言われた事もなかったからだ。ガルフストリーム船長はシグルーンの前に恭うやうやしく礼をして言った。

「いよう、皮が変わったな。なかなかいいがえらく地味だな、俺の選んだやつはどうした？」

「あんたの選んだやつって？」

　海賊船長は子供のように頰を膨らせ、

「ペルシャの船から貰もらってきたやつだ。緋ひ色いろの孔く雀じやくみたいな晴れ着さ、そのつもりで俺もめかし込んで来たってのに」

　シグルーンは彼の言葉に表情を凍こおらせた。『緋色の孔雀』のようなドレスというのがどんな物なのか船長の出で立ちを見ればだいたい見当が付く。蠍が気を利きかせて船長の悪趣味から少女を庇かばってくれたのだ。ガルフストリームは蠍がいたのに気付いて、大きな杯を差し出した。

「エスコート御苦労様、じゃじゃ馬のお守りは大変じゃなかったか？」

「別に……」

「まあまず一杯やりなシャウラ、男の酒だ」

　ガルフストリームは、蠍の毒にふれないよう用心しながら杯を差し出した。蠍は受け取ったものの、その重さによろめいて杯を取り落としそうになった。船長は明るく、

「おい、皆もどんどん吞め！　それから余興だ、久々の客人に、早速だが御お土産みやげを出して貰おうか」

　シグルーンは驚いてどぎまぎとしながら、

「御土産ですって、そんな物持って来てないわ」

「客人の土産といえば決まってら、戦士に頼むのは試合とサガ！」

　ガルフストリームは角杯の底を一気に上げながら、

「取り合えず自己紹介がわりに何かサガを歌えるかい？　その後で試合と行こうじゃないか、お互い身代金を懸かけてな」

「サガね。歌ってもいいけど、そこはそうじゃないとか茶々入れるのはなしよ」

「いいさ。伴奏は要いるかい？」

「俺が演やろう」

　不思議な声にガルフストリームすら驚いた。蠍が竪たて琴ごとを取っている。

「今日はえらく陽気だなシャウラ、そうでなくっちゃ面白くねえ」

　ガルフストリームは無邪気に酒を吞み手を叩いた。シグルーンは嬉うれしくなって蠍を見つめ、

「あたしの偉大な王ヘリアン様のサガを歌う。合わせられる？」

「音は」

「ラリラ、ラ、ラ」

「大丈夫」

　蠍は節の脚をガシャガシャ組んで胡座あぐらに座り、長い美しい腕で竪琴を搔かき鳴らした。日頃彼を恐れているばけもの達も、また日頃彼を忌いみ嫌っている妖魔達も、その時ばかりは息を吞み、この最も醜い蠍に心を奪われた。

　更に、シグルーンの透明な声が澄みきった夜の大気に響き渡ると、ばけものどもはしんとして彼女の物語に聞き入ったのだ。




「ゼーラントに流氷の打ち寄せた日、グンヒルドは輝かがやかしいヘリアンを産んだ。

　その夜、三人の天あま駆かける乙女が訪れてグンヒルドに予言をした。美しい優れた韮にらが荒野に伸びているのだが、雄牛が蹴け爪づめで蹴立ててしまう。青々と樫かしの若木が栄光に満ちて生えているのだが、いつしか宿り木が根を張り樫を殺してしまう。或いは、黄金の小麦が溢れるばかり実っているのだが、鎌を持った農夫がそれを刈り取って行く。

　このような運命の定めを告げて三人の恐ろしい女巨人どもが去った後、ひとりの乙女が現れた。白くまばゆく輝くばかりの乙女は鎧よろいを着け、その手に槍やりを持っていた。その槍には勝利の呪文、戦士の護符が刻まれていた。

『あなたは誰だ、私は今あの冷酷な女巨人どものため、悲しみに打ちひしがれている。彼女らは言ったのだ、私の子は王となる、しかしそれは長くはないと』
















　グンヒルドが言うと、乙女は答え、

『私は王者に約束された勝利の印。女王よ、あなたの子は不世出の王者となる。善きにつけ悪しきにつけ、運命が彼を愛したのなら、勝利も彼を愛するだろう。勝利は過去にも未来にも、彼を愛する事だろう』

　…………」




　歌を終えたシグルーンは、大きく深呼吸をしてガルフストリームに目を向けた。ばけもの達は一いつ斉せいに、惜おしみのない拍手をした。

「北土ノルドの者ならよく知っているサガで新し味はないが、声がいい」

「ああ、そうか、あのサガの中にも歌われていたヴォルスングの輩やからというのは、あれがこの娘の一族だったのか、百戦錬磨の戦士、ベルセルクの頭目とは。それでは誰も勝てるはずがなかった」

　ばけもの達は感心し、ガルフストリームは大きな拍手をして、

「なるほどな。だがシグルーン、何だってヘリアン王の騎士が半年も北土ノルドくんだりに行ってたんだ？」

「それは、……武者修行のため」

「ひゃあ、それでまだ武者修行だって？」

　すっとんきょうな声を上げたのはアスクだ。シグルーンは屹きつと睨にらむ。ガルフストリームは腕を組んで苦笑いし、

「陸の噂うわさはここにも来るぜ。ゼーラントの若殿の事もよく知っているさ、ふたりながら若殿を護まもる恐ろしい戦士の事もな。白銀の魔女と暗黒の騎士、ゼーラントを護る強大な守護戦士どもの事を。その片割れが国を空けるなんて皆が引き止めるに決まっている、その間に敵が来てはいかんものな」

「何が言いたいのよ」

　シグルーンは彼を睨にらむ。ガルフストリームはにやっとして、

「ヘリアン王というのは、大した色男だと聞くぜ。光の神バルドルと張る、光の雫しずくが滴したたるような美男子というじゃないか。しかも妃きさきはまだいない。おまえさんは強いが所しよ詮せん娘っ子、ハンサムな王様なら心も惹ひかれるだろうがライバルは多そうだ。募つのる恋心を抑えても忘れようとするには遠い旅が必要、恋も忘れさせてくれるほどの凄せい惨さんな戦場と強敵どもが。違うかい？」

　ガルフストリーム船長はばけものどもと酒を酌み交わしながら笑った。

「ばか言わないで、あたしはゼーラントの戦士よ。陛へい下かに恋だなんて、そんな事」

「何だ、恐いもの知らずと思ったら恋も知らないとは」

　船長はからからと笑った。シグルーンはむっとして船長に何か文句を言おうとしたのだが、その時甲板の上にまるで団だん子ごが転がるように、揃いも揃った悪戯いたずら者ものども、ばけものの子供達が飛び出して来たのだ。ちびの食グ人ー鬼ルがシグルーンを指差し、

「ほら、やっぱり昼間のばけものだ！」

「ほんとだ、きゃあ、助けて！　食べられちゃう！」

　ちびどもは大騒ぎしてシグルーンの周りをじたばた走り回った。シグルーンは眉まゆを顰しかめて、

「あたし、が。グール、を。……？」

　彼らは進路を阻はばむ物に無む頓とん着ちやくだったので、蠍は慌あわてて身を退しりぞけた。嵐の船ガルフストリーム号は本物の嵐に見舞われ、子供らの巻き起こす台風にはさすがの海賊船も今にも砕け散りそうだった。大人の妖よう怪かい達は暴れ回る子供達を追いかけながら、

「誰だ、ちびどもに宴会の事をばらしやがったのは！　こら、子供のくせに酒なんか吞むんじゃない、さっさと下に行って寝な」

　だが子供達は捕まえられるとじたばた暴れ、

「嫌だ、大人ばっかり御ご馳ち走そう食べてずるいぞ！　俺達は正当な権利を要求するんだ！」

　悪わる餓が鬼きどもは小さな足で大人達を蹴りつけ、丸焼きや酒瓶を盗んではスルスル身軽に帆柱の上などに逃げてしまう。ばけもの達は怒って怒鳴り、子供達はけらけら笑い、海賊船長は呆あきれた微苦笑を浮かべた。

「全く餓鬼と生き娘むすめには適かなわんな」

「適わんのはわしの方じゃよ、船長」

　年老いた妖怪が重々しく体を揺すってやって来た。その顔は老人、胴は獅し子し、よほど機嫌が悪いのか蠍の尾を怒らせて立てていた。ガルフストリームは鷹おう揚ような笑みを浮かべ、

「よう、マンティゴラの爺じいさん」

「飯の匂いでも嗅かぎつけたんじゃろう、餓鬼どもが起き出して、仲間外れにされたと知ったらキャアキャアと。年寄りを殺す気かね？」

「済まなかった、年寄りは夜が早いからなあ」

　ガルフストリームが宥なだめても、老人はがみがみと口うるさく怒鳴り続ける。目をぱちくりして気を取られているシグルーンの隙を狙ってその時、悪戯なちびどもがそっと潜んで、彼女のドレスをがばっと捲まくり上げた。

「キャアア！」

　シグルーンは鋭い悲鳴を上げた。ちびの怪物どもははしゃいで手を叩たたき、

「わっ、白の長ブルマーだぜ、だっせえ！」

「こら、おまえら何て事すんだ！」

　木鬼の少年アスクが思わずぽかぽか片っ端から頭を殴ると、今度は子供達はこれ見よがしにギャアスカ泣き出した。

「うわあああ、アスク兄ちゃんが苛いじめるううう！」

　きんきん甲かん高だかい声に老マンティゴラは怒り心頭に発し、耳を押さえて目を血走らせ、困り果てたガルフストリームに咬かみつかんばかりの勢いで、

「船長！　おまえさんの放任主義も若さ故に許してきたが、今日こそは話を聞いてもらおう！　大体今日きようびの若い奴は、人間でも妖魔でも年長者への敬意というものに欠けておる。わしらの若かった頃といえば、君シヤーに忠、親に孝と……」

　すると灰色トロルの小娘が気付いて駆け寄り、船長の首っ玉に抱きついて老妖怪にアカンベーをしながら、

「船長を苛めたら引っ搔かくよ、船長はあたいのフィアンセなんだからね！」

「何だよ、フィアンセって」

　ガルフストリームは目をぱちくりとする。小娘は船長の頰に頰ほお摺ずりしながら、

「だってこないだ船長、あたいの事好きって聞いたら好きって言ったもん、お嫁さんにしてくれるって聞いたら、ああしてやるしてやるしてやるから、って三遍も言ったもん！」

　それを聞くなり今度は大トロルがおろおろして、

「せせ、船長！　おまえさんの女癖は知っておったがまさかわしの娘にまで！」

　大きな体で真っ青になって地じ団だん太だ踏み、わめき立てる。

「おい待てよ、あのな、大人の世界には社交辞令ってものがあってだな」

「ひどい船長、あたいを騙だましたのね！」

「いくら船長でも許せんぞ、武器を取れ、娘の為とあらば命果てるまで戦ってやるわい！」

　わいわいうるさい声に、さすがのガルフストリームも頭を抱えて悲鳴を上げた。

「ああ、どいつもこいつも、黙りやがれ！」

　シグルーンは笑った。腹を抱えて笑い転げたのでガルフストリームはむっとして、

「笑い過ぎだぜ、娘っ子」

「だって……ああ駄目、可お笑かしい」

　シグルーンは涙を流しながら笑った。笑いが落ち着かないうちに、彼女の明るい笑い声に勇気を出して、最初に美男のオーガーがおずおず近づき、

「シグルーンどの、俺と踊ってくれないか」

　シグルーンは驚いて船長に目を向けた。船長は微笑ほほえんで頷うなずく。シグルーンは躊躇ためらいがちにオーガーの若者を見上げて、

「ダンスをした事がないの、ベルセルクの砦とりでで熊踊りはよくしたけれど」

「俺が教えてやるよ、海賊流だけど」

　オーガーは長い爪の生えた手でシグルーンの手をそっと取り、滑なめらかに踊り始めた。小さな妖精達は彼らの為に笛を吹き、小鬼達は太鼓代わりに酒樽を叩いた。シグルーンが踊ると海賊達はうきうきしてきて、いきなりオーガーを引き剝はがし、お互いに争いながら皆シグルーンと踊りたがった。蠍さそりもさすがに羨うらやましげに、彼女と踊る海賊達をじっと見ていた。アスクはシグルーンを独占して放そうとしなかったが、船長が無理矢理割り込んで来るととうとう引き離されてしまった。

　シグルーンは海賊を見上げた。ガルフストリームの手は大きく、夜の光の中に彼の容よう貌ぼうは一ひと際きわ美しく見えた。

「楽しいか、シグルーン？」

　船長は尋ねた。シグルーンは明るく笑って頷いた。

「楽しいわ、とっても。本当は心配してたけど、海賊達だってそんなに悪党じゃなかったし」

「何たって船長がいい男だ」

　ガルフストリームはウィンクした。誰もが楽しみ、シグルーン達とともに踊った。子供の妖怪達はシグルーンと船長の周りをくるくる踊った。悪戯者どもはきゃあきゃあ歓声を上げながら、一本角のレプラコーン、灰色の肌をした森のトロル族の女の子、こまっしゃくれた小さな悪魔に黒妖精に半分獣けものの姿の子供達、そいつらの飼っている気味の悪い生き物、刺とげのある蝸牛かたつむりだの蝙蝠こうもりだの、イモリに蜥蜴とかげに火サラマ竜ンドラに、黒い蛇赤い猫角の生えた鼠化け鴉がらすがぞろぞろ、シグルーンの周りを踊り回ってはしゃがれた鳴き声を立てた。

「まるで地獄を治めるヘル女王の舞踏会みたいだな、ちと色気には欠けるが人生楽しけりゃそれに越した事はないさ」

　ガルフストリームは足元を跳ねる羽の生えた大なめくじを踏まないように気をつけながらワルツを踏む。シグルーンはさすがにもう少しロマンティックな舞踏会を望んでいたが、子供達が笑いながらシグルーンの周りを踊り回ると楽しくなって、どうでも良くなった。

　海賊達は皆楽しく踊っていたが、ただひとり妖精女のエルルーンだけは不機嫌な目でシグルーンを見つめていた。彼女の取り巻きの美しい妖魔達もシグルーンと踊りたくてうずうずしていたのだが、エルルーンに気を遣って我慢していた。

「あんな熊のどこがいいのさ」

　エルルーンは低く呟つぶやき、酒を吞んだ。杯さかずきが空からになるとすぐに妖魔達が酌をした。エルルーンは口元に杯を運んで、ふと手を止めた。彼女の頰に浮かんだ冷たい笑みに、妖魔達は不吉な予感を感じた。

「どうした、エルルーン？」

　エルルーンは美しい緑の目を細め、妖魔達を女王のように見回した。

「あたし達もあの娘と踊りましょうよ、あんなに楽しそうなんだもの」

　妖魔達はその言葉にほっとして、顔を見合わせ笑顔を浮かべた。

「そうさエルルーン、おまえが踊らなきゃ本番じゃない」

　黒妖精が心底明るくエルルーンの肩を叩いた。エルルーンも笑って立ち上がり、シグルーンの元へ歩いて行った。妖魔達はうきうきしてついて来る、妖精はその手の杯にそっと唇を寄せてからシグルーンに差し出した。

「初めまして、ヴォルスングのお姫様。あたしの名はエルルーン、世界樹の滴から生まれた蜜酒の精霊よ。あたしが唇を寄せればどんな酒も芳かぐわしい名酒に変わる、妖精の酒をどうぞ、シグルーン」

　シグルーンは杯を受け取った。エルルーンは美しく微笑ほほえんでいたし、シグルーンは今心から海賊船の宴うたげを楽しんでいたので、全く疑いもせずにその酒を飲み干した。酒は甘く、香り高く、シグルーンは深く感動して杯を下ろした。

「素晴らしい酒だわ。ありがとう、エルルーンどの」

　エルルーンは微笑んだ。ガルフストリームもシャウラも他のばけもの達も、楽しそうに彼女らの親しん睦ぼくを見守っていた。ふと、エルルーンは蠍に目を向けた。蠍はどきりとして顔を上げる、エルルーンの目がひどく挑戦的で冷たかったからだ。シグルーンはもう酒が回って来て、頰ほおを赤くしていた。

「踊りましょう、シグルーン」

　エルルーンはその白い手を差し出した。シグルーンは酒のせいですっかり楽しい気分になって、エルルーンの手を取った。エルルーンはもう片方の手を妖魔達に差し出した。すると妖魔達は不思議な魔法にかけられてふわふわとした楽しい気分になり、輪になって踊り始めた。

　妖魔達の踊りの輪の中でシグルーンはエルルーンとくるくる回り合い、その踊りの美しさに海賊達は目を奪われた。エルルーンが離れると、他の妖魔がシグルーンと踊り、次々に交替しながらシグルーンは輪の中央でいつまでも踊っていた。美しい妖精は輪の周りを光のように踊り回りながら、悪魔めいた微笑をその美しい容よう貌ぼうに刻んでいた。

　はっとアスクは顔を上げた。賢い少年は、妖精のたくらみに気付いたのだ。

「やめろ、エルルーンの姐あね御ご！」

　少年は叫んだ。ばけもの達が眉まゆをしかめて、

「何で止めるんだ、楽しいところなのに」

「何が楽しいもんか、姐御の奴、妖精の輪の魔法をかけやがったんだ！」

　するとエルルーンはくすくすと笑って、踊りながらアスクに目を向けた。

「やめろと言うならシグルーンにお言いなさいよ、あたしは踊りに誘っただけ。せっかくシグルーンが楽しんでいるのに無ぶ粋すいはやめなさいよ」

「そうよアスク、あんたも来なさいよ、本当に楽しいわ」

　シグルーンは酔っぱらって気が大きくなり、けらけら笑っていた。アスクはぶるりと頭を振って、

「何でこんな事するんだよ姐御、シグルーンに何か恨うらみでもあるのかよ！」

「うるさいわねえ。あたしは自分の好きなようにするのよ、口出ししたらあんたも踊りの輪の中に引きずり込んでやるわよ」

「正気に戻もどれよ、シグルーン！　こいつは妖よう精せいの輪なんだ、疲れ果てて命が尽きるまで踊り続ける恐ろしい魔法なんだよ！」

　だがシグルーンは聞く耳を持たなかった。彼女は果てしなく踊り続け、陽気にくるくると舞った。妖精はその邪悪な本性を現して冷たく目を眇すがめ、冷酷な笑みを浮かべた。

「人間の娘なんて皆同じよ。この綺麗な男達はどう、甘いキスに苦い体臭、吸いつくような肌。しなやかな体の妖精達にうつつを抜かし、若い妖魔達に酔って家族も貞節も忘れ、身体が擦すり切れるまで踊り続けたものよ」

　エルルーンはそれきり無視して、また踊りの輪の中に入ってしまった。シグルーンは笑いながら更に激しく踊り、妖精の輪から出て来いと呼んでも、楽しい踊りをやめようとはしない。アスクははらはらして船長に訴えた。

「止めてくれよ、船長！　いくら姐御でも船長に魔法をかけたりしないだろ。おいらじゃ巻き込まれちまう、頼むよ！」

　だがガルフストリームは吞のん気きに笑って、

「野や暮ぼは言いっこなしだぜ、シグルーンの奴やつも楽しんでるんだから、のんびり遊ばせてやれよ」

「ばか言うなよ船長、このままじゃシグルーンは心臓が張り裂けて死んじまうよ！」

　アスクはおたおたしていたが、海賊船長はゆったりと構えて座っていた。彼が文句を言わないのでエルルーンはいい気になって、シグルーンと踊った。シグルーンはまだ笑って、更に早く回り更に激しく踊り続ける。妖魔達の交替の速度が上がった。彼らは息を切らせ、まだ息が整っていない内にまた順番が回って来る。妖精の酒を吞んだシグルーンは心が浮かれて踊らないではいられないので、例え相手が疲れ果てて倒れていようがお構いなしに引っ張り起こして踊るのである。

　心配していたアスク達は、やがて呆あきれ始めた。シグルーンはますます陽気、ますます元気、だが妖魔達はぐったりとして倒れ始めた。エルルーンの表情に焦りが浮かぶ。シグルーンは妖魔達が全滅すると今度はエルルーンを捕まえて、

「踊りましょうエルルーンどの、命果てるまで！」

「ち、ちょっと、あたしはまだ命果てたくないわよ」

　エルルーンはひきつった声で叫んだ。が、シグルーンはてんで無む頓とん着ちやくで、彼女の腕を摑つかみ嵐のようにぐるぐる回る。エルルーンは疲れ果てたが、既に妖魔達は全滅していて交替する事もできないし、見ていた海賊達が止めようとしても、シグルーンにあっさり振り払われてしまった。ふらふらに疲れてもシグルーンは決して放さないのだ。エルルーンは常じよう軌きを逸したシグルーンのばけものじみた体力に驚きよう愕がくした。ガルフストリーム船長はからからと可お笑かしそうに笑い、

「なるほど、こいつが妖精の輪か。確かに疲れ果てて命が尽きるまで踊り続ける恐ろしい魔法だな」

「ばか言ってないで助けてよ、船長！」

　エルルーンは叫んだが、シグルーンにぐいぐい引っ張られてそれ以上声を出す事もできなかった。アスクは笑って、

「シグルーンに魔法の酒を吞ませたのは姐あね御ごだぜ、自業自得だ！」

　だが蠍の方はまだ優しかったので、息も絶えだえなエルルーンに同情し船長に訴えた。

「船長、このままでは彼女は死んでしまう、助けないと」

「そうだな、薬も充分効いたろうから交代してやるか。どうせ魔法の酒もそろそろ解ける頃だがな」

　船長は微笑ほほえんで立ち上がり、シグルーンの前で一礼して大きな手を差し出した。シグルーンはエルルーンの手を離してその手を取った。エルルーンは疲労困こん憊ぱいして気を失い、倒れ込んだ。

「シグルーン、綺き麗れいな男達もいいけど他の奴らの相手もしてやれよ、俺だって寂しいじゃないか。おまえのファンは多いんだからな」

　ガルフストリームは、シグルーンの両頰を大きな手で包み込むようにして、軽く二回叩いた。するとシグルーンの頭は魔法が醒さめ正気に戻って、きょとんと海賊船長を見上げた。

「船長？　どうしてあたし、船長と？」

「憶えてないとはますますたちが悪いな」

「何の事？」

　シグルーンは尋たずねたが、ガルフストリームはただ笑って、

「いいさ、踊ろうぜシグルーン」

　と、妖精達に音楽の演奏を促うながした。

　こうして楽しい夜は更けて行った。小さな精霊達が輪舞すると誰もがうっとりとそれに見とれ、シグルーンはあのドレスのままでも勝ち抜きの角力すもう大会で一つ目巨人を投げ飛ばして優勝し、負けた相手達から莫ばく大だいな身代金を宝石だの腕輪だので手に入れた。美しい海の魔女達は真珠や貝で身を飾り、貝のカスタネットを打ち鳴らしながら輪になって歌い、踊った。可哀想なのはシグルーンによって踊り潰つぶされたエルルーンと彼女に巻き込まれた妖魔達で、意識は戻っても身体が疲れ果てて動かせなかったので、せっかくの楽しい宴だと言うのに船室に運ばれて休むしかなかったのだ。

　御馳走は次々運ばれ、台所では怪物オーガーの親方が、見習いコックに怒声を飛ばしていた。シグルーンはすっかり陽気で、おかげでばけものどもにすっかり慕われた。

「なに、角力は駄目でも大食い試合があるさ！　死闘デス・形式マツチにして、賞金を取り返すぞ！」

　とゴブリンどもが叫ぶと、ガルフストリームが諌いさめて、

「駄目だ駄目だ、勝負は判ってら。御飯を玩具おもちやにしちゃいけません」

「どういう意味よ」

　アスクと一緒に御馳走に舌した鼓つづみを打っていたシグルーンが睨にらんだので、ばけもの達は笑った。アスクはやけにシグルーンにまとわりついて、彼女の為に肉やハムを切り分けてやっていた。シグルーンは股もも肉にくを齧かじりながら、

「これは山や羊ぎね」

　アスクは、隙すきのないちびどもの手からシグルーンのスカートを守りながら、

「あ、そりゃちょっと尻尾しつぽに蛇のついてる方のやつだ」

　アスクの言葉にシグルーンは肉を口から離し、気味悪そうに眉まゆをしかめた。

「それって、もしかして、キメラとかいう……？」

「そうとも言うのかな、この頃は」

　アスクはとぼけて笑った。宴は段々佳境に入り、髭ひげも豊かなドワーフ達は酒に酔ってその高らかな美声を披ひ露ろうし、かと思えば若いばけものどもが恐ろし気な海賊の歌を合唱した。

「ヘイ、ホー、船乗りが死ねば骨は白い貝に変わるもの、港に待たせた女に届けよ、ヨー、ホー！」

　甲板にはいつしか歌と踊りが溢あふれ、それは禍まが々まがしくも恐ろしい途方もない大騒ぎで、黒い鳥女は鋭い鳴き声を上げながら飛び回って嵐を生み、シグルーンは唇の垂れたゴブリンどもの踊りの輪の中に引っ張り出されてぐるぐると踊り回った。

「まるでワルプルギスの夜みたいだわ」

　シグルーンは疲れを知らず踊り続けた。ばけものどもはすっかり喜んで太たい鼓こがわりの酒さか樽だるを叩き、櫛くしを吹いて陽気に歌った。蠍さそりは踊れない代わりに竪たて琴ごとを弾き、足並み揃えて踊るゴブリンの輪の中に船長も加わって賑にぎやかに踊った。こうして楽しい夜は更け、そのうち海賊達はひとりまたひとりと酔い潰つぶれて、甲板の上に大の字になり高鼾いびきをかき始めた。

　船長も美しい魔女達に囲まれて眠り、シグルーンはちびの妖怪どもと一緒に甲板の隅っこに群れて眠った。心地良い疲れが彼女を包み、海賊達の楽しい歌や踊りに満ち足りて、シグルーンは幸せな眠りに就いた。明後日、いやもう明日には、陸に着く。それから懐かしいゼーラントまで、トロンヘイムと言っていたからいくらでも船は出ているはずだ。シグルーンは眼を閉じて、美しい祖国と、光のように自分を照らした懐かしい王の姿を思い浮かべた。




　ゼーラントは美しい国だった。国土は豊かな四季と多彩な地形に恵まれ、王の城は岬みさきの上に美しく聳そびえ、海には魚が満ち、牧場には羊が満ち、万年雪を頂く山塊には熊と鷲わしが、そして森には鹿が満ちていた。

　城の馬ば膳ぜんの頭かみを務める騎き士し、ラグンヒルドの砦とりでは深い森の奥にあった。蔦つたの絡からまる砦の石壁は、古い時代の戦いの傷跡を残している。森の騎士は鹿のように美しい茶色い目でその古い石壁を見上げ、革のベストと毛織りのマントの旅たび装しよう束ぞくに身を包み、石壁の傷の一つ一つを指で辿たどっていた。ラグンヒルド侯の側にはもう一人、黒い鎧よろいの長身の騎士が立っていた。

「この傷を憶えているか、グラーシーザ侯」

　ラグンヒルドは淡々とした表情を向けた。黒い鎧のグラーシーザは、肩まで届く豊かなブロンドを微かに揺らせて小さく頷うなずいた。

「憶えているとも、俺が付けた傷だ。俺が父についてこの砦を攻めた時……もう十年も前か、お互いほんの子供だったな」

「恐ろしい時代だった。全土が戦乱に包まれ、諸外国の侵攻、諸侯のせめぎ合い、王の裏切り、民の苦しみ、押し寄せる飢うえ、国土には死臭が漂い、川には血と涙とが流れていた。ヘリアン王が玉座に就つき漸ようやく平和な時代が訪れたと思ったのに」

　森の騎士は深い緑のマントを固く身に巻きつけ、深い苦悩の溜ため息いきを漏もらした。グラーシーザ侯も表情を暗く俯うつむけた。

「もっと早くあの魔女の野心に気付いていれば良かった。突然一人で武者修行に出るなど不自然だと思ったのだ、武者修行という名目で諸国に根回しをし、ゼーラントを我が物とする算段なのだ」

「確かに武者修行に出る前からシグルーンどのはおかしかった、陛下をいつも避けて余よ所そ余所しい様子だった。今思えば邪心の為に、心明るい王を正視する事が恐ろしかったのだろう」

　ラグンヒルドは黒い騎士から王家の紋章の入った羊皮紙を受け取る。そこにはシグルーンを討とう伐ばつするよう王の名において命令が下されていた。ラグンヒルドは厳しい目で書状をあらためた。グラーシーザは念を押すように言った。

「この作戦は秘密裏に行って欲しい、民たみ草くさを不安に陥おとしいれたくはないと王はお考えだ。だから貴殿に頼んだのだ」

「解っている、この平和を守る為ならば命も惜しまぬ。もう二度とあのような恐ろしい時代は来てはならないのだ」

　騎士は、羊皮紙を固く巻いて懐に入れた。ラグンヒルドの扈こ従じゆうどもは十数人、馬を連れて中庭に出揃っていた。森の砦の扈従どもは数こそ少ないが音に聞こえた精鋭揃いで、首長に導かれた旅団は昔からその機動力と結束とを誇っていた。彼らの得意とするのは森に紛れた遊撃戦で、一夜に数十里を駆け抜けて敵を攻める事もあった。彼らの前を阻はばむ地形はなく、小豪族であるにも関わらず戦乱の時代には常に一勢力として他族の脅威となっていたのだった。グラーシーザはラグンヒルドに不安な目を向け、

「これで全員か、いくら秘密裏に行動する為と言ってもこの人数でどうやって、広大な北土からシグルーンを探し出すのだ」

「俺には俺のやり方がある。任せていろ」

　扈従どもとともに兄によく似たラグンヒルドの弟妹もいた。結束を誇る彼らは深い身内への愛に支えられていたので、冷たい印象を持つラグンヒルドの端正な容よう貌ぼうも弟妹達に対しては、兄らしい優しい色を帯びた。弟ラグナルは兄と揃そろいの旅装束に身を固め、妹ラグナの方はまだほんの少女だったが、女主人らしい気丈な様子で兄達の出立を見送りに来ていた。

「支度はできたか、ラグナル」

「はい、兄上」

　若い騎士は緊張した笑顔で応えた。それからラグンヒルド侯は妹の華きや奢しやな肩に優しく手を置いて、心配そうにじっと見つめた。

「ラグナ、おまえ一人残して行くのは気がかりだ。我ら兄弟の宝、優しい小鳩よ」

「ご心配なく、兄上。留守はお任せ下さい」

　少女は微笑ほほえみながらも、兄達への心配と留守の不安と近づく戦の気配への予感を隠し切れなかった。だが心細い泣き言は一言も言わず、兄達を心配させまいとするその健けな気げないじらしさと凛りんとした気品に、黒い鎧よろいのグラーシーザ侯もふと心を動かされ、しかしそれを恐れるように彼は純粋な光から目を背けた。美しい少女は森の騎士団の兵つわもの達一人一人の頰に高貴な口付けをした。

「兄上方、それに皆も、どうか気を付けて」

　黒い鎧の騎士は彼らの様子を美しい瞳ひとみで見守っていた。だが、ふとその口元に邪悪な微笑を浮かべたのだった。







　　四章　賞金首シグルーン







　故郷に不穏な気配が流れている事も知らずシグルーンはぐっすり眠っていた。昼頃漸ようやくのそのそ起き出すと、海賊達はもう起きていて大騒ぎをしながら甲板を掃除したり、美しい絨じゆう毯たんを敷いたり、海賊船の旗を並べたりして走り回っていた。何があったのかと、シグルーンは手近にいた山羊の脚をした精霊プーカを捕まえて尋たずねた。

「海賊ウーサーが来るんだよ、船長は見栄っ張りだから忙しいや」

　プーカは絨毯を持って落ち着かなげに、早口に答えた。

「突然なんで大変だよ、宴会の片付けもあるし、じゃあねシグルーン！」

　短く言って、妖魔は小走りに駆けて行った。シグルーンは皆があまり忙しそうなので所在なくて甲板をうろうろしていた。ふと舵かじ台だいを見上げると、ガルフストリーム船長が随分上等な美しい軍服を纏まとって、別べつ珍ちん張ぱりの豪ごう奢しやな椅子にふんぞり返っていた。

　シグルーンは船長に声を掛けようとしたのだが、ふと躊躇ためらった。船長は青いビロードの帽子を被かぶって、とても昨夜遊び回ってだらしなく寝入った男とは見えなかった。足を組み、腕組みをしてじっと水平線の彼方を見つめているガルフストリームの表情には気品があり、遠くを見つめる横顔には何かしら男らしいロマンティシズムが漂ただよっているようだった。

　それでシグルーンは声をかけ辛づらかったのだ。舵台の下でおどおどしていると、船長はその気配に気付いてシグルーンを見下ろした。シグルーンはどきりとしたが、その時にはもう彼はいつもの気さくな海賊の表情に戻っていた。

「よう、やっとお目覚めかい、眠り姫？　ジークフリートのキスが要いるのかと心配したぜ」

　シグルーンはほっとして、だがほっとしたのを気取られるのが恥ずかしくてわざと表情を固くした。

「海賊ウーサーが来るんですって？　ケルト語で恐るべき者なんて、おだやかじゃない名前ね。いったい何者なの？」

「奴とは古い付き合いでな。鳥女が朝のお散歩の時に見付けたんだが、近くの船団を襲撃した帰りらしい。トロンヘイムで糧食をととのえてから祖国アルビオンに凱がい旋せんと言うんで、ついでに寄って貰ってこちらの宣伝部隊を乗せてってくれたらと思ってな。入港許可ってのが面倒なんだよ」

　ガルフストリームは樽たるの上に留まっていた黒い鳥女の翼から黒い羽を一本引っこ抜くと、それをペンにしてサラサラと羊皮紙に文字を書き付け、鳥女の脚に括くくり着けた。

「じゃ、これ頼むぜ、アエロー」

　鳥女はギャアと一声鳴くと、風のようにウーサーの船を目指して飛んで行った。ガルフストリームはそれを見送りながら、

「奴の軍バトル艦シツプは腹が立つほど船足が遅いからな、まだ少し合流には時間が掛かりそうだ」

「シグルーン、そんな所にいたのか、探したぞ！」

　忙しそうに走り回っていたドワーフ達が、ばたばたと慌あわただしくシグルーンの元に走って来た。彼らはシグルーンに小さな行こう李りを差し出して、

「没収してたおまえさんの毛皮鎧や兜かぶとを返すよ、忘れ物のないようにな」

　行李を開けると、熊の毛皮や骨の兜の上に、素晴らしい煌きらめきを放つ手て斧おのがひとつ横たえられていた。シグルーンは驚いて手斧を取り上げた。緻ち密みつな鋼はがねを丹念に鍛たん造ぞうした斧は大きさの割にずっしりと重く、その刃先にはシグルーンを象徴する勝利シギルの呪符ルーンが刻まれていた。シグルーンはその灰色の目をきらきらと輝かせ、素晴らしい名鍛か冶じの作品に頰を染めた。

「素晴らしい斧だわ」

「気に入ったかい、シグルーン」

　ドワーフ達は照れ臭そうに赤い鼻をこすりながら笑った。シグルーンは大きく頷うなずいた。

「あたしが貰っていいの？」

「いいとも、おまえさんの為に昨夜宴にも出ず酒も吞まずに鍛きたえた手斧だ。おまえさんの斧は壊れちまったし、わしらも天下のシグルーンの武器を鍛えたとなれば鍛冶屋仲間に自慢もできる」

　ガルフストリーム船長がそれを聞いて笑い、

「何より若い娘に喜んで欲しかったんだろう、助平爺じじいどもめ」

　ドワーフ達は真っ赤になって恥ずかしそうに俯うつむいた。シグルーンは斧を大切に腰の革帯に挟み、毛皮を着始めた。甲板の上の忙しさは更に激しくなり、何もかもが目まぐるしく動き回っていた。木鬼のアスクも忙しく走り回っていた、彼はまるでどこぞの公子のような美しい出で立ちで、裏地の付いたマントには刺し繡しゆうまでされている。ガルフストリームは大きな声で彼を呼んだ。

「おい、アスク！　何じたばたしてるんだよ！」

　アスクは慌あわてて走って来た。小さな王子のようなその愛らしさに、シグルーンは思わず頰が緩ゆるんだ。

「素敵ねアスク、よく似合ってるわ」

「よ、よせやい」

　アスクは真っ赤になった。ガルフストリームは腕を組んで頷きながら、

「うん、なかなかだな。だが前のおきゃんなお姫様の扮装の方が俺は気に入ってたんだがな」

「もうこりごりだよ、皆でおいらを騙だましやがって！」

「何でえ、せっかく可愛かったのに」

　海賊船長はけらけら笑い、アスクは怒って真っ赤になる。

「何の用だよ船長、おいら忙しいんだよ、宣伝部隊を集めなきゃ。突然な上、綺き麗れいな妖よう魔まどもは皆筋肉痛で動けなくて、なかなか頭数が揃わないんだよ」

「筋肉痛だと？　情けない奴らだ、あれしきのダンスで。て事はエルルーンも？」

　海賊船長は呆あきれて言った。それに答えたのは、丁度甲板に上がって来た黒妖精だ。彼は銀の鎧よろいを纏まとって美しい騎士の扮装をしていた。

「ああ、もうすっかりダウンしてたぜ。これじゃどっちが悪者か判らねえな」

　黒妖精は肩を竦すくめ、

「仕方ねえから、本当はあまり人間の街に行くのは好きじゃねえんだがお手伝いしようと思ってよ」

「そうかい、そりゃ気を遣わせたな。だがよく似合うぜ、妖精だけあってなかなかの男振りじゃねえか。人間や妖精の娘っ子誑たぶらかしたりしないでさっさと帰って来るんだぜ」

　ガルフストリームは笑った。黒妖精はその言葉に赤くなり、不ふ貞て腐くされたように顔を背けた。

「船長に誉められるのはあんまり好きじゃねえな、何だか本気で照れちまうからよ」

　シグルーンもそれは同感だった。続いて幾人か、同じように変装して船長の元にやってくる。ガルフストリームは感心して一人一人を見回した。

「おう、おまえらも準備が済んだかい、皆結構いい感じだな」

「おかしくないかね船長、こんなもんで」

　長い上着を纏って占い師の扮装をしたドワーフが、子供のように服の袖を引っ張ってくるりと一回りした。シグルーンが気付いて、

「占い師ならちゃんと呪ル文ー板ンを持った？」

「勿もち論ろんでさ、鳥占いのために怪鶏フイアラルもここに連れてある。ルーンを振って、するとこの鳥肉かしわめがわざと不吉な兆しるしを見せる。そしてわしは叫ぶのさ、『ああ災いなるかな、汚れた船、呪のろわれし魂、残忍無比な海賊ガルフストリームに出会ったものは災いだ！』」

　奇妙な長い衣装を引きずった年寄りの肩で、赤い鶏がギャアギャア叫んでいた。船長はその大仰さに笑い、シグルーンとアスクは悪乗りに呆あきれて顔を見合わせ苦笑した。その時、見張り台の上にいた小さな妖精達が叫んだ。

「船長、何か飛んで来る！」

「アエローか？　幾らあいつでも速すぎるな」

「違うよ、何か白い鳥だ」

　妖精達は不穏にざわめきながら、ひらひらと羽虫のように舞い飛ぶ。シグルーンの目にもやがて、鳩ほどの大きさの美しい鳥の姿が見えた。鳥はひらりと甲板の上に舞い降りると、次の瞬間には見るも美しい妖精族の男の姿に変わっていた。妖精は瀟しよう洒しやな礼服を纏まとい、海賊の前で恭うやうやしく頭を下げた。物腰は慇いん懃ぎんだったが、彼の目は冷たかった。少年アスクはかすれた恐怖の悲鳴を上げ、船長の腰にしがみつくようにして背後に隠れた。

「妖精アールヴ国ヘイムの奴だよ、またエルルーンの姐あね御ごを……」

「大丈夫だ、下がってな」

　ガルフストリームは震えるアスクのみどりの髪を大きな手で優しく撫なで、シグルーンの方へ押した。ふらふらしている少年を、シグルーンは支えてやった。甲板の上のばけものどもは男を見て真っ青になり、ある者は恐怖にとらわれて動けなくなり、ある者は憎しみに駆られて武器を抜いた。

　ガルフストリームはそれら物騒な輩やからをひと睨にらみして制止した。妖精は緑色に煌きらめく美しい目に邪悪な敵意を含め、その口元に歪ゆがんだ笑みを浮かべて船長を見つめる。

「お久し振りですね、ガルフストリーム船長」

　妖精の声は高く、嫌な声だとシグルーンは思った。ガルフストリームも彼には好意を持っていないらしく、にこりともせずに言った。

「毎度毎度よくもおいでなさる事だな、その綺麗なおべべが血で汚れる前に帰った方が身の為だぜ、別べつ嬪ぴんさん」

　妖精は微笑んで目を細め、

「帰れと言うなら仰せの通り帰りますよ、どうも私はあなたに好かれていないようですからね。エルルーン様さえ返して下さるのならすぐにでも帰って、二度とこんな薄汚い海賊船になど足を運びませんとも」

　ガルフストリームはその時、物もの凄すごい目で妖精を睨んだ。シグルーンはどきりとした。海賊船長は妖精を睨んだまま言った。

「ちっと失礼するぜ、この綺麗な兄ちゃんと話がある。エルルーンが起き出したら引き留めとけ」

　彼の厳しい威圧感に、海賊達はしんと黙った。船長と妖精は舵台の後ろの船長室に入って鍵をかけてしまった。アスクはシグルーンの胸にしがみついてまだ震えていた。シグルーンは彼の肩を抱きながら、

「どうしてそんなに震えているの、アスク。あの男は何者？」

「恐ろしい奴だよ。妖精アールヴ国ヘイムの騎士、人を殺す事など屁へとも思わない奴らだ」

「エルルーンを返せってどういう事なの。船長のあんな顔、初めて見たわ」

　海賊達は気にかかって船長室を取り囲み、ざわざわ心配そうにささやきあっていた。低い話し声が暫しばらく聞こえていたが、やがて激しい物音がして船長室の壁が軋きしんだ。海賊達はさっと退き遠巻きにした。アスクは青あお褪ざめ、シグルーンの腕を強く摑つかんで揺する。

「船長が殺されちまう！」

　シグルーンは思わず飛び出しかけた。その時、一ひと際きわ大きな音が炸さく裂れつしたかと思うと、船長室の扉を叩たたき破って妖精が吹っ飛ばされ、ごろごろと転がった。男は身を起こしたが、その頰には殴なぐられた痕あとがあり鼻血が滔とう々とうと流れ出していた。ガルフストリームは砕くだけた扉から出て来て、憮ぶ然ぜんとして妖精を見下ろす。妖精は船長を睨にらみつけ、怒りの余り興奮して裏返った声で叫んだ。

「こんな事をしてただで済むと思うな、王子は貴様らなどひとひねりにしてしまうぞ！」

「この俺様にはったりが効くか、こちとらはったりで飯を食ってるんだ。全面戦争を仕掛けるつもりならエルルーンがこの船に逃げて来た時にとっくに仕掛けているはずだろうが」

　ガルフストリームは倒れた妖精の胸ぐらを更に摑つかみ上げ、顔を近づけて言った。

「王子様に伝えな、エルルーンは絶対に渡さねえ。脅おどされようが、殺されると判ってる女を差し出すような腐れた根性の奴はこの船には乗っちゃいねえんだ。解ったか！」

　船長が手を離すと、妖精はふらふらと退いた。

「もう容よう赦しやせんぞ！　待っていろガルフストリーム、妖精国に楯たて突ついた事を後悔させてやる」

　妖精はそう捨て台詞ぜりふを残すとひらりと身を翻し、魔法の力で再び白い小さな鳥の姿に変化すると、風を切って飛び去った。海賊達は安あん堵どして笑い、船長を取り囲んで喝かつ釆さいした。

「さすが船長だ、あの野郎のざまときたらなかったぜ」

「船長は凄すごいぜ、奴ら偉そうに言うけど結局船長が怖くて手を出せないんだ。船長がいる限りエルルーンどのも船も安泰だ」

　アスクも笑って船長の腕に抱きつき、笑って彼を見上げて言った。

「やっぱり船長は怖いんだよ、何たって悪名轟とどろくコルガック船長だもんな」

　ガルフストリームはその言葉に過敏に反応してきつくアスクを睨にらんだ。アスクはびくっとして、口を噤つぐんで俯うつむく。

「昔の事はいいさ。皆、準備を続けろ」

「船長、何か厄介な事なの？　穏やかじゃないわね」

　シグルーンは心配して言った。だがガルフストリームはけろりとして微笑ほほえみ、

「厄介はいつもの事さ、ベニスのゴンドラみたいに穏やかな海賊船なんて気味が悪いだろうぜ。それよりそろそろ合流する頃だ、支度はいいか？」

　鳥女アエローがその時、疾しつ風ぷうのように飛んで来て海賊船の上空で弧こを描き鋭い声で鳴いた。水平線から無骨な黒い船が近付いて来る。その帆も黒く、白い骸がい骨こつの模様が大きく染め抜かれていた。海賊船ウーサー号だ。ウーサー号からは小さなボートが下ろされ、櫂かいを漕こいでやって来た。羽虫のような妖精達がくるくると舞いながら可愛い声で叫んだ。

「海賊ウーサーが来るよ！」

「じゃあばけものども、暫く下りて隠れててくれ。ウーサーは豪ごう胆たんだがそれだって程度ってものがあるからな」

　ガルフストリーム船長は軽くウィンクした。海賊達はぞろぞろすっ込んで、今甲板の上には着飾った美しい魔女達に、豪華な敷物、そしてシグルーン達渡航者だけが残ってそれを待っていた。

　十人余りの水夫が船腹の梯子はしごを伝って乗り込んで来たが、一番最初に甲板の上に降り立った一際巨大な船乗りこそ、恐るべきものの名を持つウーサー船長だった。

　彼は見上げるばかりの大男だった。分厚い胸板にもじゃもじゃ金の胸毛を繁らせて、その上に不釣り合いなほど小さく華きや奢しやな銀の十字架を下げていた。太い腕に、彫りの深い魁かい偉いな容貌をしていて、豊かなブロンドを肩の下まで伸ばしている。その体の全てを一いつ張ちよう羅らの豪華な礼服に包んでいたが、ボタンは留まっていなかったし、胸囲りや肩はぴちぴちに張り詰めていた。

　ウーサーは鋭い目で甲板の上を一いち瞥べつした。海賊達はその恐ろしさに竦すくみ上がったが、ガルフストリームはてんで平静で、

「よう、ウーサー。久し振りだな！」

　と片手を上げて挨あい拶さつした。ウーサーは金色の不ぶ精しよう髭ひげにまみれた恐ろしげな顔をガルフストリームに向けると、突然喜色満面、身振りも大きく、

「きゃああ、また男振りが上がったわねえ！　相変わらずガルフったら、す・て・き」

　頭のてっぺんから甲高い声を出し、岩のように巨大な大男が小娘のように顔を赤らめてもじもじと身をくねらせる様に、シグルーンは度ど肝ぎもを抜かれて蒼そう白はくとなった。

「いつもながら美人を揃えて、憎い男ひとだわ。アタシの気持ちは判ってる癖に、意地悪」
















「ガ。ガルフストリーム……」

　シグルーンが震えながら船長に恐る恐る声を掛ける。アスクも震えながら船長に囁ささやき掛けた。

「何だよ船長、このでっかいオカマ」

　船長は笑って、そっと耳打ちする。

「ああ、こちら海賊ウーサー。昔、呪のろわれる前はよくこいつと海賊同士剣の光を交えたもんさ。悪い奴じゃねえんだ、ただ骨の髄までオカマなだけ」

「なんでオカマの癖にこんなにごついんだよ」

「今は強い女の時代らしい」

　ひそひそ話をするガルフストリームに気を悪くして、ウーサー船長は空から咳せきをした。

「何の話かしら、ガルフ？」

「おまえさんの事さ、ガキどもにはオカマが珍しいらしい」

「オカマだなんて酷ひどいわ！」

　ウーサーは身をよじって叫んだ。

「アタシは身も心も女よ、特に貴男あなたの前では！　ガルフ、アタシはただ一人の平凡な女でいたいの。貴男にだけはそんな風に呼ばれたくない」

　シグルーンは恐ろしくなって仲間達を見回す。皆、顔が蒼白だ。船長は苦笑しながら彼のヒステリーを宥なだめた。

「ああ、悪かった、ウーサー」

「ガルフ、アタシの思いを受け止めてもくれない冷たい男ひと、でもいつか必ず貴男はアタシの港に帰ってくるの、アタシはその日を信じて待ち続けるわ。こんな魔女どもに誑たぶらかされて淫いん蕩とうな生活を送る貴男にも、いつか本当の愛に気付く日が来るとアタシは信じて待っている」

「いい台詞せりふだ」

　アスクが呟つぶやいた。

「よりによってあいつの口から出さえしなけりゃな」

　ガルフストリームは愛想良く笑いながら、海の彼方に遠い目を向けた。

「港に着く日など来はしねえだろうよ。呪いは固く、それにこれはこれで波の間に間に気楽な生活さ。女はどれも三国一、海の宝は鷲わし摑づかみ。がんじがらめの陸に比べりゃあ天国みたいなものさ」

　ガルフストリームの飄ひよう々ひようとした言葉にウーサーはますますその顔を苦々しくした。ガルフストリームは両手を広げながら、

「最近陸じゃあ何かいい儲もうけ話はあったかい、レイディ？」

「別に。賞金首も相変わらず安いものよ、駆け出しの若造どもが手柄にして騎士にして貰おうかという程度で、アタシの仕事には役不足だわ」

「見せてくれよ、懸賞のカタログを」

　ガルフストリームは蠟ろうを塗って印刷された木の板を受け取り、上から下へと目で追って行く。

「ほう、確かにこりゃ大安売りだ、このガルフストリームの首が二百金とは買い叩かれたもんだ。それから、えーと……おう、ウーサー、てめえもまた首に掛かった札が増えたじゃねえか。最近は懸賞仲介所にも匿とく名めいで出す奴が増えて肝の小さい奴が多いこった。それから、これは……」

　ふと船長の表情が固まり、凍り付いたようになった。シグルーンは驚いた、彼自身の賞金首ですら笑い飛ばした船長が何を見たのかと。ガルフストリームの顔色は青あお褪ざめ、微かに震えてすらいた。彼は一度シグルーンに目を向け、またウーサーに目を移して、震える指で懸賞の板を叩いた。

「こいつは間違いないんだろうな」

「そりゃあ、アタシだって美お味いしそうな物件は仲介所でチェックしたもの」

「何かあったのかい、船長」

　アスクが見上げる。ガルフストリームは唇を嚙かみシグルーンの肩を抱き寄せた。

「シグルーン、驚くなよ」

「何の事……？」

「おまえの首に賞金がかかってる。五百金」

「初めてだわ！　武者修行に行ったから、悪党どもにでも？」

　何かしら触れてはならないようなガルフストリームの様子に、シグルーンはぞっとした。恐ろしい予感が胸に迫った。ガルフストリームは無言で、シグルーンに、裏に座ギルドの模様を彫ったその木板を手渡した。

　シグルーンの顔が見るみる青褪めた。アスク達がびっくりしてそれを取り囲んだ。

「ゼーラント王ヘリアン？　こ、これってシグルーンの王様じゃないか、どうして！」

　ガルフストリームは辛つらそうに顔を歪ゆがめて、ウーサーを見上げた。ウーサーは髭ひげ面づらを傾げて、

「もしかしてその娘この事？　じゃ殺しちゃ駄目……？」

「殺してみるがいいさ。貴様などの手に負える相手でない事だけは忠告しといてやる」

「嫌だ、ガルフ。そんな怖い顔しないで」

　ウーサーは両の拳こぶしを顎あごに当てて身を捩ねじった。アスクはすっかり怒って、

「何だこれ、生け捕りはなし、ちゃんと首を斬きって持って来いだって？　そりゃ確かにシグルーンを殺すのは難しいさ、だけど何で。何か悪い事でもしたのかよ？」

　シグルーンの唇は血の気が失せ、細かく震えていた。

「こんなの、噓うそよ」

　澄みきった声がそう言った。ガルフストリームも妖魔達も、彼女に注目した。

「どんな巧みな噓だって、あたしの心をヘリアン様から離す事などできはしないわ、ましてこんな見えすいた事」

　シグルーンは木板をウーサーに返しながら、

「あたしをヘリアン様から引き離そうとして陰口をきくのが沢山いたわ、でもあたしは惑まどわされない。その手に掛かってなるものですか、ゼーラントはあたしが護ると、戦士の神チュールに懸けて、二十七人の戦ヴアル乙女キユーレに懸けて、そして父と母の名に懸けて、あたしはそう誓ったのだから」

　シグルーンははっきりと言い切った。ガルフストリームは彼女を見つめ、頼もしい微笑を湛たたえてシグルーンの灰色の頭に手を伸ばし何度も撫なでながら、

「おまえはいい子だ、シグルーン」

　シグルーンは真っ赤になった。ウーサーが怒り狂って、

「ちょっと何よガルフ、この浮気者！　何だってアタシばっかり恨うらまれなきゃいけないのよ！」

　ガルフストリームはウーサーにもその笑顔を向けて、

「レイディ、手間を取らせて悪かったな。今日はおまえさんの方が忙しかろう、この礼はいつかまた懇ねんごろにさせて貰うよ」

「やだ、ガルフったら、皆が聞いてるわ」

　ウーサーは分厚い手で頰を押さえてまたもじもじした。ガルフストリームは慌あわてて、

「お、おい、勘違いするなよ？　俺の言ってるのはつまり、酒とかそういうもので……」

「いいわ、ガルフ、解ってるから」

「全然解ってねえな」

　アスクが冷たく目を眇すがめた。ガルフストリームは頭を搔かきながら苦笑いして、

「じゃあこいつら乗せてって、おまえらが引き上げる時に一緒に連れて戻ってくれるかい」

「任せてちょうだい、じゃあまた戻って来た時にゆっくり……」

「ああ、そのうちな」

　ガルフストリームが力なく手を振り、シグルーン達は縄梯子を伝って次々下りた。最後にウーサーが下りる時ふと振り向き、

「あ、ガルフ」

「ん？」

「あ・い・し・て・る。きゃ」

　ガルフストリーム船長はずるずると床に座り込んだ。ボートは去り、魔女達は座り込んだまま立ち上がれない船長を抱えて風を送ったり額を冷やしたりして介抱してやった。

「大丈夫ですか、船長」

「だ、大丈夫、大丈夫……あんまり奴が魅力的だったんでな、クラクラ来た」

　ガルフストリームは苦く笑ってそう言った。




　シグルーンはいつまでも甲板に立ち、ガルフストリーム号に目を向けていた。港には翌日の朝には着く予定だった。シグルーンの胸には恐ろしい不安が渦巻いていた。王を信じてはいたが真実を確かめるのが怖かった。海の風は冷たく、体は凍えていた。分厚い毛皮を固く身に巻き付けても、細かい震えは止まらなかった。

　ふと、暖かなショールがシグルーンの肩を包んだ。香水の良い匂いがする。振り向くと、ウーサー船長が優しく微笑んで立っていた。シグルーンは一瞬ぎょっとしたが、ウーサーは気さくに小さな杯を差し出した。

「熱い蜂蜜ワインよ、体が温ぬくもるわ。死にそうな顔してるじゃない」

「ありがとう」

　シグルーンはどぎまぎしながら杯に唇を付けた。ワインは甘く、温かかった。ウーサー船長はじっとシグルーンを眺めている。何だか落ち着かない。ウーサーはふと大きな手をシグルーンの肩に置いた。シグルーンは警戒して身を強こわ張ばらせる。ウーサーは少女の緊張に気付いて笑い、

「そんな顔しないで、レズじゃないわよ」

「レ、レズ？」

「何か心配事があるならアタシに話してみない？　女は女同士、何か力になれるかも知れないわよ」

　ウーサーは軽くウィンクをした。シグルーンは呆あきれてむくつけき無精髭の顔をじっと見つめていたが、やがて小さな溜ため息いきをつき、灰色の目を暗く伏せて船ふな縁べりに乗せた腕に頰を埋うめた。

「ヘリアン様はまるで太陽のよう。誰にでも優しくて、あの方を見ているだけで幸せな気分になる。だのにこの頃おかしくなったの、あんなに好きだったのに急に苦しくなって、好きなのにあの方を見るのも見られるのも怖くなって、武者修行に出るって言って逃げ出して来た」

　シグルーンは長い溜息をついた。ウーサーはじっとシグルーンを見守るように聞いている。

「それなのにたった半年で会いたくて会いたくてたまらなくなって、でもやっぱりまだ怖くて」

「それは恋だわね、シグルーン」

　ウーサーはブロンドを搔き上げて艶あでやかに微笑んだ。シグルーンは驚いて顔を上げ、

「恋。ガルフストリーム達も言ってたけど、やっぱりこれって、これが、恋というものなの？」

　と苦しげに胸を押さえた。

「それじゃ恋なんてちっともいいものじゃないじゃない。こんなに苦しいだけなんて」

「恋は苦しいわ、まして叶かなわない恋ならね。でもそれでも恋せずにいられないのは、人があまりにも美しく、アタシの心を揺すぶるからよ」

　ウーサーは船ふな縁べりに腕をかけ、水平線の彼方に遠い目を向けた。シグルーンは怪け訝げんそうにウーサーを見つめる。

「恋って……ガルフストリームの事？」

「他に誰がいるのよ、あれだけいい男滅多といないわ。そう思わない？」

「だって、男でしょ。そんなのいくら好きになったって苦しんだって、幸せになんてなれないのに」

「そういうところがまだまだ酸すいも甘いも嚙み分けてない小娘ね。いい事、幸せになる為に愛するんじゃ無いわ。愛する事が幸せなのよ」

　ウーサーは潮風に髪をなびかせながら言った。その言葉を聞いてシグルーンははっとウーサー船長を見上げた。目の前が開けたような気がした。

「ん？」

　ウーサーは軽く首を傾げた。シグルーンは明るく微笑み、

「あんたはいい女ね」

　と言った。ウーサーは髭ひげ面つらをぽっと赤くした。







　　五章　光の王







　トロンヘイムに入港したのは次の日の早朝で、シグルーンはウーサー船長や懐かしい海賊どもと暫しばらく別れを惜しんだが、お互いに時間に迫られていたので早々に別れた。

　トロンヘイムは山が迫った狭い港で、シグルーンはここでまず懸賞仲介所へ向かった。あの懸賞の出所を確めたいと思ったのだ。懸賞仲介所は宿屋と兼業で、シグルーンは奥の部屋に通された。木の柱の間を土で固め、壁掛け布で覆おおった貧しくいかがわしい造りの部屋で、薄暗く、明かり取りの窓がひとつあるだけで、ランプは点いていなかった。暫くして髭ひげの生えた老婆が現れ、

「仕事の斡あつ旋せんをして欲しいてのはあんたかい、とんだ小娘じゃないか。紹介料は三銀、前払いだよ」

「あたしが賞金稼ぎするんじゃないわ、懸賞を出した人を知りたいのだけど」

「そいつは駄目だよ、匿とく名めいは守るのが協会の決まりだからね」

「名前は判ってるわ、ただそれが本人でなかったらどうなるの？　第三者が争い合わせるために仕組むって事もあるはずでしょう？」

「ああ、そんな事も聞くね」

　老婆は素っ気なく横を向く。シグルーンは海賊船の試合でボロ儲もうけした宝の袋を開いて見せ、真珠をひとつ渡した。老婆は笑う。

「どれを知りたいんだ？」

「ゼーラントの王ヘリアンが出した懸賞、賞金首はヴォルスング一族のシグルーン」

「ああ、あれだね。ゼーラントの店で申込みのあったやつらしいけれど？」

「誰が懸賞を掛けに来たのか判るでしょ、ちゃんと別に調べてあるはずよ。だってあんた達はそういうところを抜け目なくやって、懸賞を出した人間を教えたり偽物を立てたりと、裏稼か業ぎようの上前をはねてると聞くわよ？」

「ずいぶんすれっからした小娘だね」

　老婆はガマのような笑みを浮かべて、

「判った、ちょっとここで待っといで。今台帳を取ってくるよ、新しく配付されたやつが有ったはずだ。ついでに今出ている最新の懸賞の表を見せてやろう、他に知りたいのがあるかどうか探しなよ」

　とウーサーが持っていたのと同じ木板をシグルーンの前に出し、部屋が暗かったので蠟ろう燭そくを持って来てランプに明かりを点けてから、台帳を取りに小走りに部屋を出た。

　シグルーンはどきどきして待っていた。もし本当にヘリアン王自身が懸賞を出したのだとしたらどうしよう？　信じていても不安を拭ぬぐいきれない。老婆はなかなか帰ってこなかった。彼女は気が気でなく、ランプの前で嘗なめるように懸賞表を見た。何度見ても、シグルーンの賞金の欄は、決して見間違いではなかった。余りの絶望と不安に、頭がぐらぐらし気が遠くなりそうだった。

　いや。

　絶望なんかではない。シグルーンは立ち上がった。すると、頭からさっと血が退いて、目眩めまいと吐き気を感じた。まっすぐ立とうとするのだが、足元がふらつく。机に手をつこうとしたが、目測を誤りそのまま倒れてしまった。その姿勢から起き上がろうとするとものすごい力が必要で、そうしているうちにも吐き気は強まり、意識は曇った。

　そして今、この小さな部屋に五、六人の男どもが踏み込んできて、そのどれもが剣と楯たてで武装しているのを見た時、シグルーンはやられた、と思った。シグルーンは必死に身を起こす。男達は遠巻きにして、様子をうかがっているようだった。

「確かに、シグルーンどのだ」

　ひとりが言った。シグルーンは暗い中で、曇りはじめた目で何とか彼らの顔を見分けようとし、そして、うっと呻うめいた。

「ラグンヒルド侯……！」

　栗色の髪を美しくなびかせ、森の騎士は冷たい目でシグルーンを見下ろしていた。

「ランプを消します、兄上」

　若い声が言って、明かりが消えた。シグルーンは苦しげに声を絞しぼり出す。

「そうか、その油に何か……ラグンヒルド侯、これはどういう……」

「今はこういう仕事もあるそうだ、懸賞を掛けた相手を探し返り討うちにしようとして仲介所を訪れる輩やからを、罠わなに嵌はめて賞金稼ぎどもに売り渡すというのが。広大な北土から貴殿を捜すのは骨が折れるが、懸賞を懸けておけばきっと確認に来るだろうと思っていた」

　若い騎士ラグンヒルドは、感情を殺した声でそう言った。

「あたしをおびき寄せたという事なの、どうして？」

　シグルーンの声が上ずる。森の騎士らは気の毒そうに彼女を見つめて、

「ヘリアン陛へい下かのご命令です、あなたを滅ぼし、しかる後のち、ヴォルスング一族を殲せん滅めつせよと」

「何な故ぜ！　ラグンヒルド、あたし達はゼーラントの平和の為にずっと力を合わせて戦って来たわ。だのに戦友を、しかも騙だまし討ちにしようというの？　騎士の風かざ上かみにも置けない卑ひ怯きよう者もの！」

　シグルーンはふらふら、壁を背にして立った。ラグンヒルド侯は溜め息を吐つき、

「それを言われると辛つらい。だが、そもそも貴殿が悪いのだシグルーンどの、ヘリアン王に反旗を翻ひるがえそうとするから。ゼーラントに災い成すものは殲せん滅めつ、とは貴殿の言葉。そして貴殿は強すぎる。ゼーラントを守る為ならば名を汚す事も仕方あるまい、これが我らの戦い方だ」

「待って、反旗ですって、あたしが？」

「この半年、武者修行といつわって貴殿が国を空け、諸侯らの助力を求め回っていた事が王に知れなかったと思うのか」

「ばかな！」

　シグルーンは叫んだ。目が霞かすんだのは、薬の為ではなく涙の為だった。

「あたしはいつも王の事を……王の事だけを……！」

「だが命令なのだ、シグルーンどの。ここに書状もある、貴殿を討とう伐ばつせよと王の署名が入っている」

　ラグンヒルドは懐から羊皮紙を取り出した。だがシグルーンは手て斧おのを一いつ閃せんするやそれを斬り捨ててしまった。

「何をする！」

「あたしは信じないわ！」

　シグルーンは叫んだ。騎士達がたじろぐ。白い魔女が怒りに燃えて睨にらみつけていた。

「あなた達は知らない、初めてあたしがヘリアン様と出会った日の事、まだゼーラントが不幸だった時代、両親が死んで独りぼっちになったあたしをあの方は優しく抱きしめてくれた。あたしよりもヘリアン様の方が泣いて、あの方のせいじゃないのに何度も何度も謝っていた。あなた達は知らない、幼いあたしが胸に誓ったひとつの誓いを、変わらぬあたしの誓いの事を。二度と王の涙を流すまいと、あの方を全ての悲しみから守ろうと、強くなろうとあたしは誓った。今もう一度お聞き、忘れたのなら。あたしは誓った、もう十年よりもっと変わらぬ誓い。あたしの名はシグルーン、王に勝利をもたらす呪じゆ文もん！」

「殺せ、白い魔女を！　ぐずぐずするな、薬が恢かい復ふくして来ている！」

　ラグンヒルドが叫び、若い騎士達が一いつ斉せいに襲いかかる。

「卑怯者ども、王の名を汚けがそうというのか！　シグルーンは王の名を守り、その敵を滅ぼす。シグルーンはその為に生まれて来たのだ！」

　手斧が閃ひらめき、狭い部屋で机が割れ、壁が倒れるほどの乱戦が起こった。シグルーンは弱っていても、恐ろしい戦闘力を持っていた。騎士達は狭い部屋の中で慌あわてふためいた。中でも一番若い騎士が、シグルーンの攻撃を避けた拍子に、後ろにいた別の騎士の剣に自らを刺し通してしまったのだ。

　恐ろしい悲鳴が起こった。それで、全てが一瞬にして冷静になった。シグルーンは汗にまみれた顔を強張らせた。目の前で若い騎士が棒立ちとなり、長く尾を引いた悲鳴を上げ、やがてその声が止まったかと思うと口からどっと血を噴ふき上げた。シグルーンの白い衣にもその飛沫しぶきがかかった。空を見ていた彼の目が急に濁ったのをシグルーンは見た。

　ゆっくりと彼は倒れた、伐り倒された樫かしの木のように。その背には剣が刺さったままで、手足の先の小さな痙けい攣れんもすぐに止まった。シグルーンは呆ぼう然ぜんとしていた。彼を刺してしまった騎士はラグンヒルド侯だった、血相を変えて激しくすがりつき、若者を抱き起こして叫ぶ。

「ラグナル、ラグナル！」

　シグルーンは手斧を取り落とした。若い騎士はまだほんの少年だった、長細い手足をして、それが今は力なくだらりと大地に伸びていた。シグルーンは震えた。身体中が震えて止まらなかった。

「ラグナル。死ぬな、ラグナル、目を開けろ！」

　もはや戦いを忘れ、ラグンヒルドは身も世もなく泣き叫ぶ。騎士達は仲間の仇を討とうとするのだが、同じ目に遭あうのを恐れて遠巻きにするだけで、どうしても攻撃をかけられなかった。シグルーンはうろたえ、か細い声でラグンヒルドに声をかけた。

「ラグンヒルド、医者へ……。今手当てすればまだ間に合うかも……」

「黙れ、魔女！」

　ラグンヒルド侯は恐しい声でシグルーンを怒鳴りつけ、ラグナルを横たえて立ち上がった。シグルーンは、彼の目を見る事が出来なかった。胸が張り裂けそうで、恐ろしくて、彼女は目を逸そらした。

「もう手遅れだ」

　ラグンヒルドは叫んだ。

「これが最初か、これが最初の犠牲か！　そして、これを皮切りに、貴様はゼーラントを滅ぼすのか！」

「落ち着いて、ラグンヒルド！」

「やってみろ、俺も殺してみろ、弟殺しの汚れた魂だ。俺に、これから貴様が陛下と祖国にしようとしていると同じ事をするがいい！」

　剣を振り上げ攻撃して来る。シグルーンは避けながら、左の拳こぶしを深々と彼の腹に埋うめた。ラグンヒルドの息が一瞬つまりびしゃびしゃと胃の中の物を吐き出した。ラグンヒルド侯はその場にくずおれ、シグルーンは暫く呆然として立っていたが、やがて汗に貼はり付いた髪もそのままに騎士達に目を向けた。彼らは恐怖にとらわれ先を争って逃げ出した。

　シグルーンは床にひざまづいた。疲れと薬と、そして何よりも絶望の為に。若いラグナルがぐったりと倒れている。そしてラグンヒルドも。この兄弟の幸せをたった今奪ったのだ。これでもう言い訳はできなくなった。自分はゼーラントの敵なのだ。もう、戻れなくなったのだ。

　騎士達が騒ぎながら戻って来た。たくさんの助っ人を宿屋でかき集めて、敵かなわぬと知って皆弓や石弓を手にしていた。シグルーンはまだ部屋の中にいたが、人の気配を察して立ち上がった。弓矢が一斉に彼女を狙ねらっていた。

「抵抗しても、もう終わりだ、いくらあなたでもこの矢の包囲からは逃げられまい！」

　騎士らは震えながら叫んだ。シグルーンの白い頰ほおに、空虚な微笑が浮かんだ。

「抵抗……？　フ」

　よろよろと前に歩き出て、大きく腕を広げる。

「あたしが抵抗すればするほど、ゼーラントの戦士は死に、あたしは反逆者と呼ばれる。抵抗しなけりゃ殺される」

　シグルーンは高らかに笑い、

「射て、射ちなさい！　このシグルーンの心臓を射抜き、そこから流れる血の色をとくとごらん、汚れない赤い血が迸ほとばしるのを見て、貴様らが正しい者を殺したのだという事を思い知れ。さあ、射たぬか！」

　横殴りの雨のように、一斉に矢が放たれた。

　だが矢はシグルーンには届かなかった、恐ろしい風が巻き起こったからだ。シグルーンは驚いて空を仰ぐ。宿屋の天井はすっかり吹き飛ばされて、上空を輪になって飛び回るのは一羽の鳥女と巨大な飛竜どもの姿だった。

「アエロー……！」

　シグルーンは小さくその名を口にした。すると鳥女は甲高い鳴き声を上げて地上に舞い降り、凄すさまじい嵐を起こして人々の目を眩くらませ、その隙すきに飛竜が一頭、シグルーンの両肩を足指で摑つかんで高空に連れ去ってしまった。呆あつ気けに取られる者達に黒い翼つばさの鳥女は散々暴ぼう威いを振ふるった後、倒れている美しい若者を見つけて嬉うれしそうに鳴いた。

「ラグナルどのが！」

　騎士らが止めようとする前に、鳥女はラグナルを摑んで高々と舞い上がり飛び去った。そして嵐の後には、倒壊した建物と、恐ろしさで失神寸前になった兵つわものどもだけが残されたのだ。




　シグルーンは、恐ろしい高さと距離とをひとっ飛び、海賊船の甲板の上に放り出された。ガルフストリーム船長はそこに待っていて、シグルーンが落ちて来るとすぐに駆け寄った。

「大丈夫か、シグルーン？」

「どうなってるの……？」

　シグルーンは、まだ呆然とした目で船長を見つめる。船長は思いやり深く言った。

「胸騒ぎがしたもんで鳥女の奴に尾つ行けさせたんだよ、何かあったら連れ戻せと。アエローの奴あんなでかいトカゲどもを飼っていやがったんだな。ご本人が戻って来んじゃねえか、何やってやがる。鳥目だからここに戻って来る前に日が沈んで海にでも落っこちてなきゃいいけど」

　シグルーンは黄昏たそがれの黄金に燃える空に照らされた、海賊の陽に焼けた額と秀ひいでた眉まゆ、その下の琥こ珀はくに輝く優しい目を見る。弱気になりたくはなかった。だのに、気が緩ゆるんで、涙がぼろぼろと零こぼれた。

「何があった……？」

　優しい声だった。座り込んだシグルーンの前に膝をつき、震える肩を支えてくれる。

「ラグナルが」
















　シグルーンの目からどっと涙が溢れる。

「帰れない、あたし、もう」

「落ち着きな、シグルーン」

「帰ろうとすればゼーラントの騎士を殺すはめになるわ、そうなればますます帰れなくなる。ああ、あたしは帰れない。ガルフストリーム、これがあなたの気持ち？　いつもあんなに陽気なのは噓よ、船長。こんな苦しいのに、こんなに……悲しいのに」

　シグルーンは船長の逞たくましい胸に抱きついた。涙が止まらず、子供みたいに泣きわめいた。

「ここにいな、シグルーン」

　海の男の声は凪なぎのように穏やかで、その胸は海のように広かった。ガルフストリームは、彼女の肩をその長い腕で完全に包むように抱きしめてくれた。

「ここは大丈夫だ」

　暖かなぬくもりが傷ついた少女の神経を安らわせ、シグルーンはいつの間にか彼の胸の中で眠っていた。やがて空に闇やみが訪れ、月は高天の寒冷の中で震えるように光り始めた。




　月が、光っていた。

　ゼーラントの城に、月はその白銀の震える影を投げかけていた。岩山の上に聳そびえ立つ石積みの砦とりでの、矢や狭はざ間まを穿うがった壁の上に、光の王ヘリアンは立ち尽くしていた。

　肌を刺す寒気を、彼は大きく呼吸していた。清浄な冷気が肺を潤うるおし、若殿は全てに満足した様子で月の光にその体を広げて晒さらした。彼の髪は淡い光のように輝き、彼の肌はあまりに白く透明なので、月の光に透けて食べられて行くように見えた。美しい若殿は漆しつ黒こくの夜空と白銀の天体を見上げた。優しい目が、何か速いものを追っていた。

　月に照らされた影が動いた。黒い鎧に身を包んだ騎士、グラーシーザだ。ひざまづいていたのが立ち上がると長身の若殿よりも更に頭一つ高く、その肩はあくまで広く、豊かなブロンドと毒を含むほどの美び貌ぼうが月の光に冷たく照らされていた。

「そろそろお寝みになられませんと、殿」

「ああ」

　ヘリアンは穏やかに微笑んで応えた。黒い騎士は眉を顰しかめて、

「何を御覧になっていたのですか」

「月さ」

　美しく善良なヘリアン王は、その天空の色をした目を幸せそうに細める。

「月の夜にはヴァルキューレ達が天馬に跨またがり天駆けるというからね、年取った老婆の迷信と笑われるかも知れないけれど」

「シグルーンは、戻ってはまいりません」

　黒い騎士は低い声で言った。美しい王は目を上げた。

「あの女は国を捨てて造反を企くわだてているのです。でなければ無断でこんなに長い間国を空あける訳がありません」

「シグルーンは、いつも私の事を思いやってくれている」

　ヘリアンは優しい声で言った。

「彼女は私の勝利だ」

　王の微笑みは不変だった。騎士はその輝きから目を背けながら言った。

「シグルーンがいくら強くとも、あれは女で、ベルセルクです。あんな女の忠誠など信じられません、造反の意思があるのです」

「グラーシーザ、私は無力な王だ。この国の今の平和は諸侯らの力の微妙な均きん衡こうの上に成り立っている。だから諸侯全員の友情と協力が、鋼鉄グラーの刃シーザには勝シ利グのル呪ー文ン、ゼーラントにはその両方が必要なんだ」

　ヘリアンは優しい声で言って、また月を見上げた。

「シグルーンは帰ってくる。ヴァルキューレ達は、今こ宵よいはどんな勇者の魂を手に入れたのだろう。いつか私も彼女らに抱かれて、栄光のヴァルハラへ行くのだろうか……すごい月だ……身体中が何もかも、溶とかされて飲み込まれてしまいそうな……」

　若い王はその黄金の睫まつ毛げを静かに閉じて、月の光に酔うように身を浸していた。黒い騎士はその時、マントを広げて彼の王の体をすっかり包み込んだ。

「あまり月を御覧になってはいけません」

　深い苦悩に眉をしかめながら、黒い騎士は言った。

「あれは狂った女です。白い魔女に魅入られては命が縮みます」

「美しい夢だ」

　ヘリアンは安らかに眼を閉じた。

「だが、今日はもう寝るよ、君の言いつけだから。お寝み、グラーシーザ」

　王は彼の腕からすり抜けて、優しく微笑んだ。まだ月の光は彼を消化しようとしているように見えた。

「お寝みなさいませ、殿」

　王は去った。だが、黒い騎士はいつまでも彼が去った方を見送って、それから月を見上げた。月は冷たく輝いていた。

「俺には貴様の狂気など効きはせんぞ」

　グラーシーザは低い声で、自じ嘲ちようを含んで、

「俺はもう狂っているのだからな。この国の平和は微妙な均衡の上に成り立っている、確かにそうだとも、賢く優しい王よ。シグルーンは民に好かれ、ヴォルスング一族の強さはややもすれば戦乱の時代に戻ろうとする豪族どもを抑制して来た。あの女さえいなければゼーラントは自然に崩ほう壊かいする。全てが破滅したその上に、この俺の王国が築かれるのだ。血塗られた王座に俺は座る、錫しやく杖じようの代わりに剣を手にして」

　ふと、夜風に乗って甘い花の香りが漂って来た。僅わずかに香るのは清らかな娘を象徴するミルテの花の匂いだった。一瞬、騎士の心の中にラグンヒルドの末の妹の姿が浮かんだ。兄達を案じ、少女の身で一人砦を守る稚いとけないラグナの事を思うと、グラーシーザの良心は痛む。平和の誓いの陰に隠れて奸かん策さくを企て、ラグンヒルド兄弟を騙しておのが野心の道具とした。幼い少女はひとり、あの古い戦の砦の中で兄の為に祈っているのだろうか、月夜に駆ける戦士の守護神、一族の祖母やその祖母の霊デイース達に戦士の無事を祈っているのだろうか。

　グラーシーザは頭を振った。野望を持つ者に惰だ弱じやくな良心は無用だ、大いなる野心の前にはちっぽけな小娘など取るに足らないつまらないものなのだ。気にしてはならないとグラーシーザは自分自身に言い聞かせた。

「破滅か……それ以外には在りはしない。破滅だ」

　美しく波打つブロンドが肩を撫なでていた。騎士は自じ虐ぎやく的な笑みを浮かべ、いつまでも天を仰いでいた。ヴァルハラへ向かう美しい死神達の姿が見える、この世で最も美しい体を……若殿ヘリアンの血の気の失せた骸むくろを馬の背に引っ掛けて駆けて行く、壮絶なまでに美しいその姿が見えるような気がした。

　それが、彼の見る最も美しい夢……破滅の夢だった。







　　六章　妖精の酒







　目が覚めると、いつもと変わらない朝だと思った。海賊船長がベッドの上にうつ伏せ、蠍さそりが竪たて琴ごとを抱いて座っているような朝だったのに、シグルーンは何故だかとても懐かしいような気がした。

　体を起こすと、船長はシグルーンの丁度太ふと腿ももの上に頭を置いていたので、動くと目を覚ましてしまうかも知れなかった。蠍がゆっくりと静かに近づいて来て、優しい紅の隻せき眼がんで彼女を見つめる。

「気分は悪くないか？」

「ええ」

　シグルーンは応えた。だがその頰には悲しみの影が貼りついている。蠍は心配そうに美しい眉まゆ根ねを寄せ、

「何があったのか……大体のところは聞いた。船長は、寝ている間ずっと付き添うつもりだったんだが、一昨日の宴会がたたって眠ってしまった」

　シグルーンは船長の麻のような髪をそっと撫でた。その髪には塩が結晶を作っていて、深い潮の匂いがした。

「あたし皆に世話をかけたのね、たった一日いただけなのに」

「たった一日でも、皆がおまえを心配したよ。この船に乗っている者は皆、おまえを愛している」

　蠍は優しい声で言った。

「船長は、このままゼーラントへ船を向かわせるつもりだ」

　シグルーンは驚いて蠍を見つめる。

「なぜ、ゼーラントヘ……？」

「陸路では、おまえは仲間の屍しかばねを越えてでしか帰れまい。ゼーラントへ向かって、それから恐ろしい奴らを選えりすぐってお得意のはったりだ。そんなお供がついていればまさかおまえを攻撃する奴はいないだろう、まっすぐ王の所へ行って、無駄な戦いをする事なく無実を訴えに行けると言っていた」

　シグルーンは大きく瞬まばたきしながら、船長の少年のような寝顔を見つめた。

「不思議な人……」

　シグルーンの瞳には深い愛が溢あふれ、慈いつくしみに満ちて美しい。

「この胸の中に心臓は無いはずなのに、船長の胸は暖かい。本当に、不思議な人……」

　蠍も微笑んで、船長に目を向けた。シグルーンは船長の頰や、美しい形をした鼻など嬉しくなってあちこち触ったので、遂に船長は目を覚ました。薄茶色の明るい目が真っ先に、シグルーンの目を覗のぞき込んでいた。優しい微笑みがあった。

「元気そうだな」

「おはよう、船長」

「寝込んじまったか、済まねえ、足痺しびれたんじゃないか？」

　ガルフストリームは体を起こす。いつも穏やかなその笑顔を見ていると、シグルーンはふと涙が滲にじんで来た。シグルーンの脳裏にはまだ鮮やかに、若い騎士ラグナルの口から噴ふき上げた血、あの恐ろしい悲鳴と兄ラグンヒルドの逆上とが焼きついている。ガルフストリームは驚いて、

「どうしたシグルーン、どこか痛いのか」

「ラグナルは本当に死んでしまったのかしら。ガルフストリーム。あたし、どうしたらいいの？」

　涙を止めようとしても止まらなかった。涙は拭いても後から後から湧わき出して来た。船長は優しい溜息をつくと、陽気な微笑を浮かべて言った。

「とにかくいいもの食ってよく寝て、面白可笑しく毎日を過ごす事さ」

「冗談はやめて」

「冗談なんかじゃあないぜ」

　ガルフストリームは心外そうに口を尖とがらす。

「考えたって悩んだって、この船に乗った以上ゼーラントに着くまで、半月はどうにもならないのさ。考えても何もできやしない。ばか野郎は布団の中で夜じゅうああでもないこうでもないと考えて、結局朝になっても何も変わっちゃいない、睡眠不足になるだけだ。賢い奴はそういう時にはぐっすり眠るのさ、その方がいざ大事な時の為の備えになるからな」

　シグルーンはそれを聞いて驚いた。彼の心の奥底には誰も知らない箴しん言げんが内在しているのかも知れないと思った。

「それにおまえさんが落ち込みたいと思ったところで、奴らが放っといちゃくれねえだろうよ」

　ガルフストリームは目を細め、立ち上がって部屋の扉をぐいと開いた。途端に、ちびのばけものどもがどっさり部屋の中に転がり込んで来た。シグルーンは驚いて目をまるくし、ガルフストリームはシグルーンに軽くウィンクした。子供達は恥ずかしそうに笑っていたが、シグルーンを見るなり何十もの目がきらきら輝いて、

「シグルーン！」

　可愛かわいい声が合唱した。

「シグルーン、ずっといるのね、嬉しい」

　灰色トロルの小娘が毬まりのように跳ねてシグルーンの首に抱きつけば、ゴブリンや妖精の男の子達も負けじと、

「シグルーン、角力すもうだ角力だ！」

　と抱きつき、木鬼のアスクもつい一緒になって抱きつきかけてはっと我に返り、赤くなって頭を搔かいた。ガルフストリームは声を立てて笑った。

「ようアスク、宣伝部隊の方はどうだったい」

　蠍は遠慮して部屋の隅に寄った。ちびどもは更にきゃあきゃあ騒いで船長にもまとわりつき、アスクは渋い顔をして答えた。

「ウーサー船長が船長に会えなくてがっかりしてた」

「何て顔してるんだよ」

「おいら、ばけものはいいけどゲテモノは苦手なんだよ」

　アスクは苦々しく眉まゆをしかめた。シグルーンが反論して、

「悪口言っちゃ駄目よ、ウーサー船長はいい人だわ」

「シグルーンはいつもそうさ、ばけものとかゲテモノと気が合うんだ」

　アスクは口を尖とがらせた。ゴブリンの少年達がシグルーンの腕をしきりに引っ張って、

「シグルーン、行こうよ、海賊船の中案内してやる」

「おいおい、疲れさせちゃ駄目だぜ」

　ガルフストリームが止める間もなく、シグルーンはぐんぐん引きずられて行った。船長は笑って、

「はしゃぎやがって、本当にのんびり落ち込ませても貰もらえねえな。人気者は辛つらいなあ」

　振り向くと蠍も微笑んでいた。




　シグルーンは船中を連れ回された。台所ではオーガーのコックが相変わらず怒鳴っていたし、船倉では力持ちのゴブリン達が貨物の整理をしていた。ドワーフ達は武器を磨き修理し、いたずらな妖精レプラコーン達が柄えにする樫かしの木を削けずって手伝っていた。

　海の妖精達は頭を突き合わせて海図を補正し、白い翼の妖魔達が煌きらめく銀の鉾ほこを手に周囲を哨しよう戒かいして戻って来る。魔女達は蜘く蛛もの糸で魔法の布を織っていた。船の帆を張り替える為だった。

「帆柱をもう一本増やそうよ！」

　若い魔女らは、帆を縫いながら歌を歌っていた。

「千枚も二千枚も帆を張ろう、どんな風も受けとめて飛ぶように船が走るように」

　その側では物思わしげな老マンティゴラが樽の上に座って、先に炭を括くくり着けた長い棒で白い帆に幾何学の絵を書きつけながら行き交うばけもの達に向かって声高に説法していた。

「皆の者、聞くが良い。世界は何より大きな船だ、大地の甲板、世界樹の帆柱、皆がその上に暮らす船なのだ」

　話している途中で、魔女らが怒って水をぶっ掛ける。

「何て事するんだい、織りたての帆に落書きしやがって！」

「落書きではない、これは三角法といってどんな遠い物への距離も導き出せる魔法の三角だ。わしはこれで地球の大きさを決め、それを元にして太陽や月までの距離を求め、また地球の軌道半径を元にしていくつもの星への距離を決めたのだ。娘達よ、下らぬ恋の物語より自然の真理を聞くがよい、ユークリッドの公理を学び偉大な先達の学者らの歴史を学ぶがよい」

　水浸しになっても老人は動じずに説法を続けたのでシグルーン達は思わず声を立てて笑ってしまい、老妖よう怪かいが怒って棒を振り上げたので慌あわてて逃げ出した。

　翼の生えた吸血鬼ブルーカ達は、鎖くさりに繫つないだ妖よう獣じゆうの脇に椅子を置いて仕事をしていた。乳を絞っているのかと思ったら血を絞っているらしくて、ミルクと混ぜたのをどうぞと差し出されたので、断るのは失礼だったからシグルーンは嫌々飲んだ。後で気分が悪くなった。

　妖魔の乙女達は薬草をすり潰つぶしたりイモリの黒焼き粉を作ったり、麻布を織って仲間達の服をこしらえ、若者達は革をなめして靴やベルトやポケットを作っていた。

　子供達は掃除をしたり、また網を張った巣箱を作ってここで卵を取っていた。シグルーンにまとわりついていた子供達も仕事に戻り、巣箱を開いてシグルーンに見せてくれた。中を覗のぞくと、翼つばさの生えた蛇や化鶏がうじゃうじゃしていた。シグルーンは真っ青になって巣箱の蓋ふたを閉めた。

「この卵だったの！　よく皆平気ね」

　シグルーンは気味悪そうに顔をしかめた。アスクは笑って、

「実はおいら、卵嫌いなんだ」

「やっぱりね」

「でも船長は生のを毎日二、三個コップに割って飲んでるぜ」

　卵と聞いてシグルーンはふと鳥女の事を思い出した。

「そうだわ、あたしアエローにお礼を言わなくちゃ」

「あの鳥女は帰って来てねえよ」

　アスクの答えにシグルーンはびっくりして、

「何ですって、まさか事故にでも……」

「気にするこたないさ、もとが旋風つむじかぜを卵に生まれた鳥だ、気紛れなんだよ。旨うまい死肉でも見つけて鴉からすに混じって漁あさっていやがるのかも知れない。そら、ここが貯蔵庫だぜ」

　アスクは気楽に、船倉の底のひんやりした一室の扉を開けた。そこには様々な妖獣の肉が干したり燻くん製せいになって吊るされ、人参や芋いもや干しキャベツ、人参に似たマンドラゴラなどの野菜が木箱に入って積まれていた。アスクはシグルーンを導いて肉の森をかき分けた。シグルーンは気味悪そうな顔をしていた。

「あれっ、奥に明かりが点ついてら。エルルーンの姐あね御ごが仕事中かな」

「仕事中って？」

「酒の管理さ。毒麦が混じってるのや悪い醱はつ酵こうしてるのや酢になりかけたのをいちいち確かめて、毒は漉こし悪くなったのは良くする、酒から生まれた酒の妖精だからね。ただ、吞んじまう方が多いんだよ」

　奥は酒の貯蔵庫で、巨大な樽の中では麦酒ビヨールやワインが醸か造もされ、また壁面の棚には世界中の酒が並んでいた。

「何、これは」

「この辺の棚は薬用酒だよ、シグルーンの顔に炸さく裂れつしたのはこのトビガエルの酒だろ？」

　蝙蝠こうもりの翼の生えたガマガエルは、まだ漬つかりが浅いのか酒の中で動いていた。シグルーンはぞっとしてまた卒倒しそうになったが、アスクはてんで平気で、

「ほれ、マムシ酒、ガマ酒、化けトカゲ酒、生しよう姜が酒、イチゴ酒、蠍酒、クモ酒、竜酒……このへんはよく漬かってら」

「まるで見せ物小屋だわね、この東洋の壺つぼは？」

　白はく磁じの壺をシグルーンは珍しがって取る。中は濁にごった紅茶色だ。アスクは笑って、

「そいつは中国セリカの胎盤酒さ、勿もち論ろん人間の。滋養強壮に効果抜群と言うぜ」

　シグルーンは慌てて蓋ふたを閉め、気味悪そうにアスクを見た。アスクは肩を竦すくめて、

「船長がトルコの商船から面白がって貰って来たんだけどさ、皆気持ち悪がってだーれも吞まねえ」

「でしょうね」

　シグルーンは、頭がくらくらして熱が出そうだった。奥の明かりの下にはエルルーンがいて、彼女はすっかりぐったり酔っぱらって酒さか樽だるにもたれていた。アスクは呆あきれて、

「ありゃりゃあ、筋肉痛が治ったらすぐこれかい。この姉ちゃんはいつもこうさ、酒好き男好き喧けん嘩か好き」

「船長室にもひとり、似たようなのがいたわね」

　シグルーンも呆れて呟つぶやいた。エルルーンは目を細めて、その手の酒さか瓶びんをアスクに差し出した。

「あらぁ、ボウヤ、何か用？　一緒に吞まない？」

「遠慮しとくよ、子供に酒は良くないってケンタウロスの爺じいさんが昔言ってたから。おいらシグルーンを案内してたのさ」

「シ、グルーン？」

　エルルーンはすっかり据った眼でシグルーンを探し、どっかと胡座あぐらに足を組み直して、

「あんた、トロンヘイムで下りたんじゃないの？　ま、いいわ。シグルーン、おいで」

　来い来いと手招きした。呂ろ律れつが回っていない。

「おいでったら、吞みましょ、女同士！　さっ、座るの！」

「酔っぱらいを相手にしちゃいけねえよ、妖精の踊りの輪よりもたちが悪いぜ。シグルーン、行こう」

　アスクが気を遣ったが、その時もうシグルーンは捕まって座らされていた。エルルーンは新しい瓶の口を叩き折り、

「そら、魂に火を点ける蒸留酒スピリツト。ダンスでは恥をかかされたけれど酒では負けないわ。さ、ぐっと行って、ぐっと！」

「やめなよシグルーン、こいつ八十度あるぜ、本当に火が点いちまうよ！」

　止めようとしたアスクはエルルーンに突き飛ばされてしまった。シグルーンは瓶とエルルーンを見比べながら、

「あの、杯か何かは……？」

「小分けに吞もうが一本は一本、みみっちい事言わずに、一気に吞め吞めー！」

「ちょっと……知らねえよ、おいら」

　アスクは怖くなって逃げ出した。シグルーンは完全にペースに嵌はめられてしまって一気に半分ほど飲み干したので、エルルーンは酔っぱらいながら驚いて、

「やるわねえ、このあたしと張れるなんてガルフだけだったわ」

「ベルセルクの砦とりででは……でっかい大釜で麦酒ビヨールを百斗も醸か造もして……一升入りの角杯なら一息で吞めるのがいける口、三息なら下げ戸こと呼ばれたものよ」

　シグルーンは胃がかっかと熱くなるのを感じた。血液が熱くなって、新しい力が流れ込んだようだった。

「あたしの名は酒の呪文、エルルーン。酒はあらゆる力の源、愛の泉。噓つきの本性に一時の正直をくれる」

　エルルーンは背を向けて樽の栓を捻ひねり、そこから溢あふれる葡萄ぶどう酒に直接唇くちびるをつけて飲んだ。酒の精霊が唇をつければ、その酒はたちまち芳かぐわしい銘酒に変わった。

「で、酒の席で分を失って刃にん傷じよう沙ざ汰た。楽しかったわ、そいつを肴さかなにまた吞むの」

　シグルーンは手近の小さい樽を両手に抱いてその天板を拳骨で叩き割り、まるでコップの水を吞んでいるかのようにぐいぐい底を上げた。エルルーンは彼女の吞みっぷりに呆あきれ、酒の妖精と銘打っている手前負ける訳にもいかなくてむきになってどんどん吞んだ。

　やがて一斗入りの空き樽が十個もごろごろし始める頃、エルルーンは急に泣き出した。シグルーンの方は絡からみ上じよう戸ごだったので立て膝に座り、濁にごった眼で横様に睨にらんで肩を叩たたいた。

「何よう、湿ってんじゃあないわよ！」

「あー、初めてだわ、ここまで吞んだの」

「まだまだ喉のどが湿った程度よ、そら、吞んで吞んで！」

　シグルーンはすっかり出来上がりながらエルルーンに樽をひとつ叩き割って渡す。

「酒が、正直にすると……シグルーン、何だと思う、本当の恋って」

　エルルーンはぐすぐす泣き、シグルーンは管くだを巻いて、

「恋！　そうよ、あたしはヘリアン様が大好きよ、他の女になんか渡したくない！　世界の王の姫が相手だって、ヘリアン様が泣いて嫌がったって、あの方をこの腕に背骨も折れよと抱きしめ、あの唇に接せつ吻ぷんを、そう、接吻！　嫌がっても、組み伏せて、あの方の花を手折り、この腕の中に散らせ、愛の泉を飲み干してしまう、閉じ込めて、あたしだけのものにして、接吻して……！」

　言いながらシグルーンは更に一樽空けてしまった。エルルーンは泣きながら、

「シグルーン、本当の愛とは何かしら。あたしは妖精。妖精には魂が無いとあなた達は言う、でも本当に魂の無いものなら何な故ぜこんなに苦しいの、どうしてこんなに恋しいの？　ああ、愛。終わりある全ての中でただひとつの、永遠なるもの」

「愛！　一瞬の光こう芒ぼうの中に住む永遠！」

　シグルーンは高々と樽を差し上げ、また一気に吞んだ。

「何が苦しいってのよ、あんたはそんなに綺き麗れいで、望んで叶かなわない恋なんてない癖くせに」

　シグルーンは絡からんで言った。だがエルルーンは泣きながら酒をあおって、

「叶わない恋がないですって？　あんたに何が解るっていうの」

　エルルーンは真っ赤な目でシグルーンを睨にらんだ。その目からはぽろぽろと涙がこぼれていた。

「美しさなんて皮一枚の物よ、誰もあたしを愛してなんかくれない。船長や仲間達はとても優しくしてくれるけど、あの人にだけは、あの人を包む障壁には近づけない。だのにあんたはあっと言う間にあの人の心を奪ってしまった。あんたなんかにあたしの気持ちが解るもんですか。誰とでもすぐ仲良くなって、誰にでも好かれて」

「ちょっと、誰の事を言ってるのよ」

　エルルーンは酒の勢いに任せてシグルーンを屹きつと睨にらみ、言った。

「シャウラよ」

「シャウラですって！」

　シグルーンは驚いて、酔いが一気に覚めたように思った。

「でもあんたは……あたし、あんたはあの人を嫌ってるんだと思ってた」

「だってあの人はいつも静かで独りで、あたしなんかが近付いたら嫌な顔をするかも知れない、好きだなんて言ったら軽けい蔑べつされるかも知れない」

　エルルーンは顔を覆おおって泣く。

「最初は気味の悪い蠍さそりだと思ってた。でも皆が彼を気味悪がっていると、今度は彼が気になって目が離せなくなってた。彼の種族は全てに憎まれ滅ぼされた、それが他人のように思えなかったのかも知れない。言い出せない分思いは募つのって、恋しくて、言えなくて、でも恋しくて……」

　シグルーンは、しくしくと泣く妖精を呆ぼう然ぜんと見つめていた。

「だから宴会の時あんたを妖精の輪に誘い込んで、殺そうだなんて思ってなかったけど、あんたがシャウラに幻滅されたらいいと思って、だのにあんたときたら体力はばけものだし……案外いい奴だしさ」

　エルルーンはしきりに泣きじゃくった。シグルーンは赤くなって照れ、だが彼女の誤解は解かねばと思って、

「違うわエルルーンどの、仲良しだけどそんなのじゃない」

「それじゃやはりあの人は誰も愛しはしないのよ、全てに憎まれた忌いまわしい種族の生き残りだから。そして、だからあたしは彼を愛してる」

　エルルーンはやけになって酒樽を一斗、一気に吞み干した。

「ああ、切ないわねえ」

「切なくたって構わないのよ、幸せになる為に愛するんじゃなくて愛する事が幸せ、それが恋なんだから」

　シグルーンもどんどん吞んだ。エルルーンはふと吞むのを止めて顔を向け、

「いい台詞せりふね」

「ウーサー船長が言ってたのよ」

　シグルーンは言った。エルルーンは呆あきれて、

「よりにもよって……」

　女二人はお互い酌をしながら果てしもなく吞み続け、気だるい吐息は酔気を含んで、やがて酔うだけ酔うと大の字になって眠ってしまったのだ。




　夕方になってもシグルーンが出てこないので、アスクは船長に訴えて、二人で船倉を見に行った。すると、途方もない数の酒樽が空っぽになって散らばる中に女ふたり高たか鼾いびきをかいているのを見て、アスクは呆れ、ガルフストリームは小気味良さそうに笑い出した。

「おっそろしいあまっこどもだ！」

「笑いごとじゃないよ、船長」

「成程、精霊スピリツトの蒸留酒スピリツトか。エルルーンがこんなに酔うほど吞むなんて、それなら俺も誘ってくれりゃ良かったのに。それともこいつは女の酒かな？」

「そんな色っぽいものかい、この有り様が！」

　アスクは叫ぶ。ガルフストリームは笑って、
















「ま、ベッドに運んでやるさ。アスク、おまえにはシグルーンを抱っこさせてやるよ」

「なっ。何で俺が……」

「引きずれば運べるだろ。何か御ご褒ほう美び出るかも知れねえしな」

「御褒美？」

　ガルフストリームはさっさとエルルーンの方を抱き上げた。彼女の服は寝乱れて白い胸がはだけ、微かに眼を開く。

「あ、船長」

「相当吞んだな。ベッドに運ぶぜ」

　船長は笑う。エルルーンはじっと船長を見つめていたが、ふとその首に白い腕を絡からめて、広い胸に頰を寄せた。

「船長、あたしの事好き？」

　ガルフストリームは笑って、

「当たり前さ、可愛い俺の妖精」

「じゃ、キスして」

　我わが儘ままな子供のような、傲ごう岸がんだが純粋な瞳ひとみがじっと見つめた。ガルフストリームは優しく微笑ほほえんで、腕の中の妖精に軽く接せつ吻ぷんしてやった。硬直するアスクに船長はウィンクして見せ、

「ほら、御褒美が出たろ？」

　と笑い、エルルーンを運んで行ってしまった。

　アスクはどきどきして眠っているシグルーンのもとに這はって行く。シグルーンの頰は酒で赤く、どんな夢を見ているのだろう、涙が流れていた。

　少年の姿をしたものはそっと震える手で彼女の涙に触れてみたが、目を覚まさなかった。それで今度は唇でその涙にそっと触れてみたが、やはり目を覚まさなかった。

「シグルーン……？」

　アスクは小さな声で呼んだが反応はない。そっと、手の平で頰に触れてみた。少年の胸は燃えるようになり、恐る恐る彼女の唇に唇で触れようとした時。

　大騒ぎの物音と一緒に、いぼだらけのゴブリンだの一つ目巨人だのがどたばた下りて来た。アスクは慌あわててシグルーンから離れる。シグルーンも眼を覚ましてしまった。先頭に来たのがドワーフどもで、彼らは笑って手に手に杯を取り出し、

「シグルーン、ああ、いたいた！」

「何の騒ぎだい、こりゃあ」

　アスクはじりじりして言った。若い美男のグールが陽気に笑う。

「いや、船長に会ったら、シグルーンが下で吞んでると言うんで」

「何だって！　畜生、船長の奴、自分ばっかりで……おいらをからかいやがったな！」

　アスクは小さく舌打ちした。

「あたしに何か用？」

　シグルーンが尋ねると、ゴブリンどもが一斉に彼女を取り囲んで、

「シグルーン、角力すもうのリターンマッチを酒で晴らすぞ！　さあ、吞もう吞もう！」

　アスクはびっくりして彼らをとどめた。

「待てよ、シグルーンはさんざん吞んだところだぜ」

　アスクがわめくが、シグルーンは笑って、

「一寝入りしたら醒さめちゃった」

「さ。醒めちゃったって量か？」

「ようし！　さあ、吞もう吞もう！」

　ドワーフどもが叫ぶと、シグルーンはからから笑って、

「おおう、吞め吞めぇ！」

　アスクはよろよろ後ずさる。シグルーンは浴びるように吞み、注ぎ、若いグールなどがちょっと休ませてくれとでも言おうものなら、

「何ぃ？　あたしの酒が吞めないですってぇ？」

「ち、ちょっと休みを……」

「甘あい！　おら吞め、そら行け、一気に吞めー！」

「やめてやりなシグルーン、死んじまうよ」

「死んでも吞めえ！」

「た。たち悪ぃー」

　アスクはぞっとして、巻き込まれる前に慌てて逃げ出した。

「何でおいらって奴は、あんな女に……」

　でも。『あんな女』の涙に接吻した時、甘くて苦くてしょっぱいあの味……。アスクは立ち止まって、

「やっぱ、惚ほれてんのかなあ」

　大きく溜め息をついた。







　　七章　運命の石







　その夜、シグルーンはばけものどもの騒乱の嵐の中にいて、暴れる、物を壊す、その挙げ句喧けん嘩かして投げ飛ばす、一暴れして酒が醒さめたらまた吞む……翌朝、酔い潰つぶされた累るい々るいたる惨さん状じようを後にしてシグルーンはすっきり目覚め、顔を洗いに船ふな縁べりに出た。

　天気がいい。まるで、トロンヘイムから始まった悲しみが噓うそのようだった。海賊船がゼーラントの港に入ったら実は全て夢で国は平和で、ヘリアンはにこにこしてお帰りを言ってくれるような気がした。だが若いラグナルの悲鳴がそのたびに心に蘇よみがえるのだ。振り払おうとしてシグルーンは頭を振った。

「おはよう、シグルーン」

　明るい声が帆柱の上から聞こえた。小さな妖精達が笑いさざめきながら飛び回っている。早起きした海賊達も、シグルーンの姿を見掛けるたびにおはようと挨あい拶さつをした。シグルーンは彼らの明るさや優しさに救われる思いがした。アスクもシグルーンを見つけると駆けて来た。

「おはようシグルーン、あれだけ吞んだのに全然平気なのかい？　今日は人魚達が真珠採りに行くらしい、それとも竜に乗ろうか、何して遊ぶ？」

　アスクはしきりにシグルーンに構った。シグルーンは可愛らしい少年を見つめて笑った。

「あんたって、毎日本当に賑にぎやかね、退屈しないわ。そう言えば船長は？」

「あれっ、船長はまだ起きてないのかい？」

　アスクは素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「おかしいなあ、いつも元気で鳥みたいに早起きなのに」

　その時、引き裂くような凄すさまじい悲鳴が轟とどろいた。シグルーンは驚き、海賊達もざわめいた。悲鳴は暫しばらく治まって、また響き渡った。甲板の上から聞こえて来るのだ。

「船長の声じゃないか？」

　アスクは真っ青になって駆け出した。シグルーンは追いかけたが、いつも遊楽としたガルフストリーム船長がこんな獣のような悲痛な悲鳴を上げるとは信じられなかった。アスクは舵かじ取とり台に駆け上がると、妖精が来た時に扉を壊したままの船長室に飛び込んだ。呻うめき声は奥の寝室から聞こえて来る。アスクは扉を開こうとしたが鍵が掛かっていた。少年は小さな拳こぶしで分厚い樫かしの扉を叩いた。

「船長、船長、どうしたんだい！」

「どいて、アスク！」

　シグルーンは助走をつけると樫の扉に体当たりをかました。鍵と蝶ちよう番つがいが砕け散って、重い扉はバタンと倒れる。寝室は広く殺風景で窓も無く、壁際の大きなベッドの上ではガルフストリーム船長が激しく身み悶もだえし、獣のような苦痛の声を漏もらし、全身を貫く恐ろしい疼とう痛つうにその胸を搔かき毟むしっていたのだ。

「船長、ガルフストリーム！」

　シグルーンは海賊を正気付かせようと抱き起こしたが、船長は狂ったように暴れて口から泡を飛ばし、息を荒げてのたうち回った。アスクはベッドの枕元にある小さなテーブルの上の、作りかけの毛針だのナイフだの古い羊皮紙だのを引っ繰り返し、青あお褪ざめた目を上げた。

「指環がない、シグルーン」

「指環って」

「船長の指環だよ、眠る前には外して必ずここに置くんだ！」

「シグルーン、シグルーン！」

　正気を失った船長は激しく叫んだ。シグルーンは船長の手を取り、彼を黄よ泉みから呼び戻そうとするかのように切実な力を込める。

「船長、ここよ、あたしはここよ」

　だが船長の目は高く天空を見上げ、焦点の定まらないまま、悲鳴の合間に狂ったように叫ぶのだ。

「シグルーン。殺してくれ、死なせてくれ、ああ、シグルーン！」

　引き裂くような甲高い悲鳴を最後に、船長は苦痛のあまり気絶してしまった。ぐったりとした船長をそっとベッドに寝かせた時、シグルーンは初めて自分が震えているのに気付いた。

　寝室の窓は閉じていたが、伝声管は船長の枕元に数本繫つながっていた。そしてその一本の口元にひとひらの白い羽毛が引っ掛かっているのに賢い少年は気付いた。アスクは羽毛を取り、緊張して唇を嚙かむ。その時海かい賊ぞくどもが船長を案じて、船長室の前に集まり、わいわい言いながら中を覗のぞいた。

「おい、静かになったが一体どうしたんだ？」

　はっとアスクは立ち上がり、海賊達を押し退けて寝室から追い出した。

「ちょっと出て行ってくれ、邪魔だよ！」

　少年は壊れた扉を入口に立てかけ、海賊達が入って来ないように念を入れて椅子や文机をその前に積んだ。シグルーンはアスクの行動を訝いぶかしく感じた、少年はひきつるほど緊張してシグルーンの袖そでにしがみつき、焦ってはいたが外に聞こえないように声を潜ひそめて、

「あいつだシグルーン、妖精国の手先だよ。あの妖精が盗んだんだ」

「どうして解るの？」

「扉は閉まってるし窓もないから安心してたのに、あの狡ずる賢がしこいオカマ野郎め、鳥の姿に化けて伝声管を伝って来やがったんだ！　普通の鳥に入り組んだ伝声管を行ったり来たりできるはずがない」

　アスクは白い羽毛を差し出し、悔くやしそうに拳こぶしを握にぎった。シグルーンは伝声管に耳をつけたが、何の物音も聞こえなかった。

「何もいないみたいよ」

「当たり前だよ、指環を盗んでとっくに王子様の所に戻ってやがるはずだ。畜生め！」

「指環って、船長の心臓の……？」

「奴ら、船長を恐れて今まで攻撃して来なかったんだ。本気で決戦を仕し掛かけて来る気だよ、だから先に船長を押さえやがったんだ」

　アスクは緑の髪を搔かき毟むしった。シグルーンは眉まゆを顰しかめる。

「妖精達の襲撃の前兆という事？　それで海賊達を追い出したのね、混乱するから。あんたって本当に抜け目がないわね」

「妖精族の戦士は恐ろしい奴らだ、船長がいなきゃおいら達だけじゃ倒底勝ち目はないよ」

　少年はシグルーンにすがりつくような目を向け、言った。

「シグルーン、お願いだ、海賊どもを指揮しておくれよ。皆喧嘩は得意だが戦争をした事はないんだ」

「指揮ですって、あたしが海賊を？」

　シグルーンは驚いて聞き直した。アスクは真剣だった。その時、ガルフストリームがまた小さな声で呻うめいた。シグルーンはそれを見ていられなくて、

「それよりも船長を放っておくつもりなの、アスク？　あのままじゃ死んでしまうわ！」

　思わず叫んでから、ふと、シグルーンは恐ろしい事実に気付いた。シグルーンの顔から血の気が引いた事に、アスクも気付いた。

「そうだよシグルーン、船長は死なないんだ。指環は決して砕くだけない」

「こんな状態で船長は生き続けなければならないの……何て、何て恐ろしい呪のろいなの」

　シグルーンは胸にこみ上げる恐怖と憤ふん怒ぬに耐えかねて、微かに涙を滲にじませた。

「お願いアスク、あたしに何ができるの、船長の為に？　あんたはいろいろ知っているんでしょう、教えて、教えてちょうだい」

「何な故ぜそんなに？」

　アスクは少し辛つらそうにシグルーンの灰色の目を見つめた。シグルーンは躊躇ためらいがちに答えた。

「船長はあたしに一晩中ついててくれた事もあった。あたしは、多分、この男が好きになったんだと思う」

　少年はその言葉に、暫しぼらくショックを受けて何も言えなかった。だがシグルーンがすがる思いで自分を頼りにしていると思うと、少年の姿をしたものはその表情を微かに動かして軽く頭を搔いた。

「たまらねえな、船長ばっかりどうしてもてるんだ。おいらだって後もう百年も経てば船長になんか負けやしない」

　アスクはシグルーンを見上げ、寂しそうに微笑んだ。

「話してやるよ、船長にかけられた恐ろしい呪いとその経緯いきさつを」

　シグルーンは息を吞み、語る少年の唇を凝視した、一言も聞き漏らすまいとして。

　本当の、『ガルフストリームのサガ』を。




「昔、アルスターと呼ばれた地方に一人の強力な水軍大将がいた。その名はコナン・コルガック。輪を連ねた船団を率ひきいて嵐の海を越え、敵を殲せん滅めつし、海岸の集落を襲い、また怪物や妖魔の村を滅ぼしては手柄とその強さを誇る、容よう赦しやなく荒れ狂う嵐だった。

　アルスターの戦士は北土ノルドの島を襲撃した。ニザヴェリルは異教徒どもの国、彼は地下の異教徒の黄金と、異形の者らへの嫌悪に駆り立てられて百の船団を率いて攻撃した。異教の戦士は防戦したがたちまち敗れ、悪党どもは上陸し、崖がけの上に聳そびえ立つ砦とりでに攻め込み、皆殺しにした。国は滅び、砦の広間はくるぶしまで異教徒の血で埋うまった。

　大将コナンは神殿に攻め込み、美しい一人の巫み女こが残された、彼女は神官らの頂点であり、その名はフレイディース、世界で最も美しい処女。コナンはこの神聖な場所で、神々の像に抱きついて助けを請う彼女を無理矢理に引き剝はがして捕らえた。彼は美しい異教の巫女を、凱がい旋せん行進の時に略奪物とともに晒さらし者にしようと考えたのだ。

　彼らは略奪した、ニザヴェリルは全滅し、彼らは黄金の夢に酔い、汚れた広間は赤く血に染まり、揚々と凱旋しようと船に乗った。その時である、海はどよもし、天空に目を刺す閃せん光こうが走った。二十七人の戦いくさ乙女おとめが鎧の輝きも眩まぶしく馬を駆けらせ、その先頭は最も偉大なシグルーンだった。

『罪深き者よ、貴様は巫女を辱はずかしめた時偉大な神々をも辱めたのだ。そして罪深き者どもよ、大地の生命を冒ぼう瀆とくした者どもよ、今こそ裁きの時は来たのだ』

　もはやどのような助命も聞き入れられなかった。彼らが異教徒にしたのと同じ仕打ちが彼らの上に下されたのだ。戦士でありながらその邪悪な心の為に彼らは戦いくさ乙女おとめに憎まれたばかりか、栄光のヴァルハラに行く代わりに海に叩き込まれてミッドガルドを囲む蛇の餌え食じきとなった。

　船は沈み、コナンだけは必死に抵抗していた。その前にシグルーンが降り立つと他のヴァルキューレは道を空けた、彼女は船から巫女を救い出してその手に抱いていた。

『処女よ、見るが良い。正しき神の裁きは必ず下る、邪悪な者の栄える験ためしは無いのだという事を。おまえの信頼と恥辱とに報いるために我々は来たのだ』

　コナンはシグルーンに斬きりかかったが、最強の乙女シグルーンの前にはかないもしなかった。シグルーンは彼の胸に深々とその煌きらめく槍やりを突き立てた。恐ろしい悲鳴が上がり、コナンの心臓から槍を伝って流れ落ちた血は忽たちまち固まった。

　コナンは倒れたが死ななかった。シグルーンは槍を抜いてその赤い石を拾うと、手の平の中で赤く輝く不吉な指環の姿にして巫女の手に渡した。

『処女よ、裁きは其方の手に。この石は運命リア・の石ヴアイル、コナンの心臓だ。何者もこの石を砕くだく事はできぬ、神の正義のように石は永遠に砕けず、それをどうするも其方の望みのまま。蛇の毒液に漬つけても良し、燃え盛る火に投げ込むも良し。これから先この男は永遠に死ねぬ、永遠に彷徨さまよわねばならぬ。その上に世界のどこにいようが、コナンの心臓を責める限りこの男の上に苦しみは降りかかるのだ。世界が終わるまで。それが生命の冒瀆者への裁きなのだ』

　コナンはもはや助けを請こわなかった。巫女に対してした事が赦ゆるされざる物である事を彼は判っていて覚悟を決めていたのだ。しかし美しいフレイディースは石を受け取ると、戦乙女の足元に身を投げ出して涙ながら訴えた。

『どうかこの男の罪をお許しください。永遠の放浪、永遠の苦しみとは余りに恐ろしい罰』

『優しき処女よ、しかし罪は裁かれねばならぬ、それは誰が祈っても同じ事なのだ。神の裁きには誰も逆らえぬ、その男も其方もそれは同じ事、それが公正というものだ』

『それでは私は神の許しが出るまでこの男のために祈り続けます、どうかその時まで私に祈りの時間を下さい、私の神殿で私はこの男が赦される日まで祈り続けます』

『処女よ、其方は罪人ではないのだ、永遠の罪の恐ろしさを何な故ぜ被かぶろうというのか。憎むべき忌いむべき悪人の為に、一族を滅ぼした男の為に』

『私は神々の公正を知っています、祈りは全ての人の為に向けられるべきもの、この男が特別にそれから除外されてはなりません。私は罪深きものの為に祈ります』

　コナンがそれを聞いて叫んだのは、

『ならない、おまえが犠牲になる必要はない』

『罪人よ、貴様に発言権はないのだ、我々はこの女の望みのままにしなければならぬ。フレイディースよ、其方にも呪いをかけよう。この男の罪が晴れるまで永遠にあの神殿に拘束され、其方は祈り続けねばならない』

『ああ、処女よ、何故』

　コナンが泣くと、巫女は微笑んで、

『今流されたあなたの涙の為に。あなたの涙は充分の代償となりました。そしてこの指環も私には無用の物、あなたに返します』

『覚えておけ、貴様の罪が一つ増える度に貴様の放浪は長引き、よって巫み女こが自由を取り戻す時も長引くのだと』

　こうして戦乙女は去り、気がつくとコナンは一いつ隻せきだけ残された船の上で何処とも知れぬ遠い海域に流されて、友も無く、港に入る事も赦されずに彷徨さまよった。

　その船の名はガルフストリーム、世界が終わるまで、いつか罪が赦されて陸と海に分かたれた処女に再会する日まで、海を彷徨い続けている」




　シグルーンは涙を流しているのにも気付かなかった。アスクは辛つらそうに俯うつむいた。

「妖精どもはこの事を知っていやがるんだ。船長を裁いた戦乙女の名もシグルーン、何者よりも正しく冷徹な運命の裁き手。相手は神様なんだから誰にもどうにもできないんだよ、指環を取り戻さない限り」

「何て酷むごい運命、ああ、それで全てが解ったわ。死なせてくれと懇こん願がんしたシグルーンは、ヴァルキューレのシグルーンの事なのね」

　その時、ガルフストリームが喘あえぎながらその手を虚空に揺らし、うわ言めいてまた何度もシグルーンの名を呼んだ。シグルーンは思わず彼の手を取って自分の頰に当てていた、とめどなく涙を流しながら少女は言った。

「船長、違う。あたしは違う。ガルフストリーム、あたしの名はシグルーン、愛するものに勝利を与える呪文。あたしはあなたを救う、あたしがあなたを守る、必ず」

　船長はまた、昏こん々こんと夢の無い眠りの中に落ち込んだようだった。シグルーンは立ち上がり、凛りんとした瞳ひとみでまっすぐにアスクを見つめた。

「アスク、そこを開けて。エルルーンどのもここに連れて来てかくまいましょう、あんたはここで二人を守るのよ」

　アスクは目を輝かせ、シグルーンを見上げた。

「船を助けてくれるのかい、シグルーン！」

「当たり前でしょ、仲間なんだもの」

　アスクは歓声を上げるや、椅子や机を退けて扉を開放した。扉の前にはばけものどもが十と重え二は十た重えの壁となり、皆心もとなさそうにざわついていたが、シグルーンが現れると彼らは一いつ斉せいにその顔を輝かせた。

　シグルーンは舵取り台に出た。海賊達は彼女を取り囲み、甲板の上にも海賊達が集まって心配そうにざわめいていた。海の風が少女の髪を軽くなびかせ、明るい陽の光はその後れ毛を銀色に輝かせていた。

　白い衣の裾すそがはたはたと風に煽あおられ、彼女の表情は不思議な緊張感を湛たたえて崇すう高こうな威い厳げんすら秘めていた。愛するものを守る為に戦う事を誓った時、少女の体の中には不思議な力が湧わき出して来る。それは言い表しようのない、だが確かな強さを持った力なのだ。

　海賊達は彼女を呆ぼう然ぜんと見つめていた。ヴォルスングの気高い娘の威風堂々とした様子に、誰も声を出せなかった。シグルーンは冷静な指揮官として、不動の戦士として、頼もしいリーダーとして海賊達に呼びかけた。

「皆、すぐに完全武装を整えて甲板に整列するのよ。妖精国の攻撃がもうすぐ始まるわ、船長は指環を盗まれて動けない。だけど心配しないで、あたしがいるわ。あたしの名はシグルーン、誇り高きヴォルスングの娘。戦士の神チュールに懸かけて、エルルーンどのを守り抜き船長の指環を取り戻す、恐るべき敵から海賊船を守り抜いてみせる。戦いましょう、皆。勝利を誓って！」

　シグルーンの堂々とした言葉は、圧倒的な力を持っていた。海賊達は、まるで遥かな昔からそうであったかのように彼女を最ドウ高クス指・ペ揮ロー官ルムとして自然に受け入れていた。シグルーンは強く優しく知恵も働く。荒々しい野性の猛たけ々だけしさと同時に、娘らしい心の優しさを持っている。それが彼女に統率する為の魅力を与えたのだ。

　戦いくさに長たけた長い髭ひげのドワーフどもは、既に心をはやらせて戦いの楯バルデイ歌トウスを歌い始めていた。勇壮な歌は海賊達の間にたちまち広がり、誰もがあらゆる神に懸けて勝利を誓い、勇気と指揮官への信頼とを胸に立ち上がった。

「勝利の呪文、シグルーン！」

　海賊達は船を揺るがす大声で叫んだ。シグルーンの頰に赤い輝きが宿った。彼らはひたむきな信頼を少女に向けている。自分はかけがえのない仲間達に信じられているのだ。最初は忌いまわしいと思い、彼らを憎んで戦った。だが今は彼らを守りたい。

　アスクはエルルーンを連れて来た。彼女は青あお褪ざめて激しく震え、シグルーンを見上げると必死になって訴えた。

「シグルーン、奴らの目的はあたしなのよ。あたしは香り高い神々の蜜酒、ヴァルハラの死せる戦士らに再び命を与えるヘイズルーンの蜜酒の化身。妖精国が打ち続く戦乱に滅びかけた時、アルベリッヒは蜜酒の力で国土を救おうとした。だからあたしは逃げ出した、でもそれは死ぬ事を恐れたからじゃないわ」

　エルルーンは刺すような瞳をシグルーンに向けて言った。

「あたし達は本当に愛し合っていたのよ、だのに彼は剣を取った。あたしは寂しかった、誰もあたしを愛してくれない、誰にも愛されないままひとりで死んで行くのは悲しかった。妖精国の皆が苦しんでいたのは重々承知していたわ、でもあたしは船長の優しさに甘えてここに匿かくまわれていた。皆が危険なのに、ガルフが苦しんでいるのに、ひとりで助かろうとは思わないわ。あたしを差し出して、シグルーン。海賊の仲間達は皆優しくしてくれた、皆のおかげであたしは幸せだったわ」

「ばかを言うな、エルルーン！」

　海賊達は頼もしく怒鳴った。

「わしらは仲間だ、この船には卑ひ怯きよう者など乗ってはおらんぞ！」

「それにおまえを手渡したからって解決する問題じゃあなさそうだ」

　黒妖精が顎あごをひねり、真剣に考え込んで言った。

「妖精族は誇り高い血筋、国を救う為とは言えおまえを犠牲にしたと知れば王の名は汚れるし、民草は仲間を犠牲にするような卑怯者を王だとは認めないだろう。訳を知ってる俺達は皆殺しにするつもりだ、さもなければ王子直じき々じき出るはずがない」

　海賊達も頷うなずいて同意した。シグルーンはエルルーンの手をそっと強い力で握った。

「あたし達の事は気にしないで、これはあんたの為じゃない、海賊船の誇りを懸かけた戦だわ」

「妖精国の事だって気にするこたないさ、姐あね御ご」

　賢い少年アスクは言った。

「神々の蜜酒がなきゃ救えないような国なんて最初から望みなしだぜ。それにおいらだって、姐御が死ななきゃならないような、そんな国ならおいらは要らねえよ」

「という事よ、エルルーンどの。納得したら船長の部屋で匿かくまわれててちょうだい。アスク、レプラコーン達に言って船長室と寝室の扉を修繕して」

「合点だ！」

　少年は駆け出す、海賊達は活気付き、シグルーンは微笑んで心明るく底意の無い声でエルルーンに言った。

「大丈夫よ、あたしの得意はダンスだけじゃないんだから」

「……シグルーン！」

　美しい妖精女は感極まって、涙を流してシグルーンに抱きついた。女同士と言えど、だから余計に、美しい妖精に縋すがられ抱きつかれると妙に照れ臭くて、シグルーンは赤くなった。

　海賊達は武装を整え、いつでもシグルーンの命令に従えるように万全の体勢を整えた。シグルーンは翼を持つ妖魔には哨しよう戒かいを命じ、特に強いゴブリン達にはエルルーン達のこもる船長室の警護を命じた。

「扉は俺が守ろう、シグルーン」

　シャウラは自らそう名乗りを上げた。海賊達は意外そうに彼に目を向けた。蠍さそりはいつもどんな時でも仲間外れで、また彼自身もあまり仲間達に頓とん着ちやくしていないとばかり思っていたからだ。シグルーンは頷いて、

「危険を解っているわね、シャウラ？」

「ああ。近づく者の命を絶つこの毒が初めて役に立ちそうだ」

　エルルーンは心配そうな目を蠍に向けた。愛する男が守ってくれると言う喜びよりも、彼を案ずる気持ちの方が大きかったのだ。自分のせいでもし蠍が殺されてしまったら？　でなくても、蠍に毒を使わせたくなかった。蠍は自分自身の毒を忌まわしく思っている事をエルルーンは知っていた、その為に彼の一族は滅ぼされ、蠍は孤独を強いられているのだから、例え有用であっても蠍の毒を利用するような事はしたくなかった。

　だから彼女は、船長がシグルーンの見張りをシャウラに命じた時にも反対したのだ。勿論シャウラに若い娘を近づけたくなかった事もあったがそれよりも、彼の傷に塩を塗るような事をしたくなかった。大抵エルルーンは蠍に対して敵対的だったが、それでも心の底では彼を守りたい気持ちでいっぱいだった。

　シグルーンは全ての海賊達を配置し終え、完全武装を整えた。臨戦態勢を整えた海賊船に向け、やがて風を切って一隻の空飛ぶ船がやって来た。それは一枚横帆の帆はん船せんで、十人乗り程度の小型ではあったが、その帆と船体は水すい晶しようでできており、太陽の光を背に受けて虹色に輝いていた。やがて帆に描かれた壮そう麗れいな妖精族の紋章がはっきりと見えると、シグルーンと海賊達は、黙ってただごくりと一度息を飲んだ。

　妖精王子アルベリッヒが、遂に攻め込んで来たのだ。







　　八章　神々の蜜酒







　船は美しく輝きながら空を飛んでやって来た。哨戒に出ていた小さな妖魔達は金切り声を上げ、シグルーンは煌きらめく手斧を固く握って堂々と甲板に立ち、彼らを迎えた。海賊どもは緊張で張り詰め静まり返っていた。

　船は音も無く甲板の上に滑り降りた。その上から美しい完全武装の騎士達が続々と三十人あまりも降り立った。中でも最も気高い風ふう貌ぼうを持っているのが王子アルベリッヒだった。戦士らが全て下船すると王子は船を折り畳んで兜かぶとの中にしまった。妖精の王子はその口元に冷酷な微笑を浮かべていた。

　彼は見るも美しい若者だった。兜の下の短い金髪は輝くようで、その瞳は恐るべき殺意の輝きを放っている。その長身を神聖な銀でできた鎧に包み、彼の剣に秘められた恐るべき魔法の波動を離れていても感じた。シグルーンは激しい怒りに燃えて彼を睨にらみつけた。

「船長の指環を奪いエルルーンを犠牲に国を救おうとする卑怯な王子ってのはあんたね」

「何者だ、貴様は」
















「あたしはヴォルスング一族のシグルーン。何者にもガルフストリームを苦しめさせはしない、エルルーンどのを守り抜き、船長の指環は取り戻すわ」

　シグルーンは戦いの手斧を構え、叫ぶ。若武者は残ざん虐ぎやくな目を向けて、

「指環か、それはこいつの事かな」

　妖精は冷たく煌めく高貴の目を細め、類たぐい稀まれなその美び貌ぼうに冷酷な微笑を刻んだ。彼はポケットから赤く煌めくあの美しい指環と、同時に小さな水晶の小瓶も取り出した。小瓶の中には毒々しい緑色をした液体が満ちていた。妖精は静かな表情を動かしもせずに瓶を開け、その中に指環を入れた。

　その瞬間、船長室から凄すさまじい悲鳴が上がった。ガルフストリームの声だ。怒号のように叫ぶその悲鳴にシグルーンは思わず耳を塞ふさぎ、激しい怒りの目を妖精の王子に向けた。

「その瓶の中に何が入っているの、それで船長を苦しめていたのね！」

「何をしても死なないというのは本当だったんだな、偉大な神トールの命すら奪うという、ミッドガルドを取り囲む邪悪な蛇ヨルムンのガンド毒液に浸しても溶けもしないじゃないか」

　船長の悲鳴は終わらなかった。あまりの苦痛にもう気を失う事すらできないのだ。シグルーンは辛つらいのと同時に、こんな残酷な事を平気でやってのけるこの妖精を恐ろしいと思った。王子は冷たい目をそっとシグルーンに向けて言った。

「解ったか、貴様らには選択権はないんだ。エルルーンを渡せ、そうすれば指環も返してやらないでもない。だがあくまで楯たて突つくというのなら、この石は永遠にムスペルの炎の中に放り込むぞ」

「それでも貴様は王子か、妖精アールヴ国ヘイムは卑怯者揃いか！」

　鋭く怒鳴ったのは黒妖精だった。海賊達も同意して騒いだ。妖精達は彼らに敵意の剣を向けた。

「黙れ、王子を愚ぐ弄ろうする者は許さぬぞ、黒シユバ妖ルトア精ールヴ国ヘイムの屑くずめ、神々の蜜酒が手に入れば真っ先に貴様らの国など滅ぼしてくれるわ！」

　その言葉に海賊達も怒り立って、一触即発、妖精らと睨にらみ合った。だがシグルーンはそれを冷静に制止した。

「退きなさい、海賊の喧けん嘩かじゃないのよ。王子アルベリッヒ、こんな奇襲めいたやり方は王の軍のする事ではないわ。戦闘の時間と場所を正式に決定するのが騎士のやり方よ」

　海賊達はシグルーンが意外に冷静なのに驚いた。アルベリッヒは微笑する。

「戦闘だと、ではやはりエルルーンは渡さないという事だな」

「渡さないわ」

　シグルーンは言って、堂々とアルベリッヒの前に歩み出した。その女王然とした威厳には妖精達すらたじろいだ。戦士の中の戦士、女王の中の女王として、シグルーンはアルベリッヒを間近でじっと見つめて言った。

「戦闘の場所と時間を決めましょう、いいわね」

「時間稼ぎのつもりか？　だが一日やそこら生き延びたところでどうなるものでもないぞ」

「そんなに待たせないわ。場所はここ」

　シグルーンは余裕がある。アルベリッヒも余裕の笑みを浮かべた。

「いつだ？」

　その瞬間、シグルーンの灰色の目が鋭い光を放った。

「今からよ！」

　シグルーンはアルベリッヒの間近にいたので簡単に水晶の瓶を奪い取った。アルベリッヒがはっとした瞬間、少女は回し蹴りを一度繰り出して妖精を吹っ飛ばし、水晶の瓶を天高く放った。羽虫のような妖精達が慌てて受け取る。シグルーンは叫んだ。

「すぐに指環を取り出して清浄な水で洗ってちょうだい、頼んだわよ！」

「ひ、卑怯な、このベルセルクめ！」

　アルベリッヒはしてやられた恥ずかしさと怒りにわなわなと震えた。シグルーンは微笑を浮かべ、挑戦的な視線を向けて言った。

「あんたは王子と名乗っていたわね。兜にはぴったり合ってるみたいだけど、王冠を乗っけるには随分と頼りない頭だわ」

「空言を抜かす！　ヨルムンガンドの毒液に侵されたものがすぐには回復するまい、その前に皆殺しにしてやるわ！」

　アルベリッヒ王子は銀の剣を振りかざし、真上からシグルーンに斬りつけた。鋼鉄の手斧が剣を受け止め、柄えを梃て子こにして強くひねるとアルベリッヒごと飛ばしてしまった。妖精達がシグルーンに殺到したが、海賊達がその前に立ちはだかった。シグルーンは戦いながら、鋭い声で指揮を下す。

「重装歩兵団、楯たての城の陣形を取って敵の群を崩して！」

　完全武装のドワーフ達はたちまち一団となって周囲を楯で張り巡らせて、頭上は兜で守った。妖精達の戦陣の中に彼らは強引に割り込んで行く。楯と楯の間から鋭い槍を突き出すドワーフ達はどんな攻撃も受け付けず、妖精達の梯子型の陣形は崩された。陣形を崩された妖精達は拡散し、その周囲を海賊達に取り囲まれた。

　妖精達は少数でも強力で、呪文を放っては海賊達を押し退けて再び陣形を作り直し、剣の火花と呪文の声が海賊船の上に交錯した。船は揺れ、激しく軋きしみ、火炎や氷雪、雷いか鎚づちと怒ど濤とうが甲板の上に吹き荒れた。だがシグルーンはあくまで無敵で、仲間達に向かって高らかに呼びかける。

「へこたれるな、必ず勝つ！　あたしがいるわ、決して負けはしない！」

「解っているとも、勝利の呪文、シグルーン！」

　ばけものどもは叫んで更に戦った。妖精らはシグルーンを中心に結束するばけものどもに圧倒され、気け圧おされて、戦況は徐々に悪化していった。妖精らがどんなに呪文を唱えても、恐れを忘れた戦士らは倒れては何度も立ち上がり、いつか低い声で戦いの楯バルデイ歌トウスを歌い始めた。

　海賊達の歌声は力強く、妖精達は徐々に怯ひるみ始めた。戦況は妖精達の不利に展開していた。アルベリッヒは素速く視線を戦場に走らせる。シグルーンがいたのは計算外だった。このままではガルフストリームまで回復してしまう。焦った妖精は近くにいた仲間二人に、

「先に船長室を攻めるぞ、ついて来い！」

　と船長室へと攻め込んだ。船長室を守るゴブリン達が怒号を上げてアルベリッヒ達に襲いかかるが、妖精の王子は凄すさまじい気迫と速度で進路を切り開き駆け抜ける。ゴブリン達は強力ではあるが愚ぐ鈍どんで、風よりも速い妖精の速度を追う事ができなかった。シグルーン達はアルベリッヒの不穏な行動に気付いて駆けつけようとした。しかしその前にアルベリッヒは銀の剣を一閃して、頑丈に修繕されていた船長室の扉を叩き斬っていた。

　船長の寝室の前を守る蠍は、飛び込んで来た妖精に驚いて顔を上げた。ゴブリン達は妖精を捕らえようとしたが、二人の部下がそれを阻はばんで入り口を守った。蠍は緊張して唇を嚙かむ。エルルーンは船長の寝室の扉を叩いた。

「シャウラ、どうしたの、今の物音は何？」

　その声に、王子は残忍な光をその目に宿し、冷たい微笑をゆっくりと浮かべた。

「エルルーンもいたのか。手間が省けた」

　エルルーンはその声に真っ青になった。蠍の胴をした隻せき眼がんの醜い妖怪は毒針を立ててアルベリッヒを睨にらみつけた。アルベリッヒはその禍まが々まがしい醜みにくさに嫌悪を催し、彼の瘴しよう気きに鼻を覆おおった。

「何という毒だ。そこを退け、醜いばけものめ」

「ここは通さない、俺の命にかけても」

　その声、静かでどこか悲しげな、不思議な声。エルルーンは扉に縋すがりついて叫ぶ。

「やめて、シャウラ！　アルベリッヒは恐ろしい男よ、殺されてしまうわ！」

　愛する者を案じるあまり叫んでいた。蠍は扉を庇かばって立つ。アルベリッヒは軽けい蔑べつした笑みを浮かべた。

「醜いばけものの中にも貴様ほどのは見た事がない。たかが海賊の癖になぜ敢あえてそこに立つのだ。海賊の分際で生意気に船長に忠誠か？　だがそんな毒でこの俺を阻はばめると思うのか！」

　妖精の王子は低い声で呪文を唱え、激しい衝撃が蠍を襲った。蠍は扉に叩きつけられ、そのまま扉ごと吹っ飛ばされて船長の寝室の壁にぶつかった。扉は砕け、蠍は壁に貼りついたようになっていたがやがてぐらりと倒れて床に落ちた。

「シャウラ！」

　エルルーンは鋭い悲鳴を上げて駆けつけようとした。だがアルベリッヒがゆっくりと部屋に入って来たのでエルルーンは退き、船長についていたアスクが庇かばって前に出た。ガルフストリームはまだぐったりして意識も戻っていなかった。

「出て行け、この野郎！」

　アスクは椅子だの机だのを投げつけたが、アルベリッヒは剣を振るってそれを斬り捨て、アスクの胸ぐらを摑むと壁に叩きつけた。

「やめてアルベリッヒ、あたしはあんたと行くわ、皆に手出しをしないで！」

　エルルーンは叫んだ。アルベリッヒは美しい目を細めてエルルーンの顎あごを摑み、その顔をじっと自分に向けさせた。エルルーンの目が怯おびえて見上げると、王子の頰には加虐的な微笑が浮かんだ。優しい声で、

「エルルーン。妖精国の王子の、このアルベリッヒの婚約者でありながら海賊どもに交わった汚い女」

　白い手がエルルーンの頰を激しく打った。エルルーンは倒れ、唇が切れて血が流れた。悪党は残忍な笑顔で彼女を見下ろし、銀の剣を固く握った。

「蜜酒を手に入れる前に、おまえにいいものを見せてやろう、エルルーン」

　王子は銀の剣を船長の喉元に当てた。そっと滑らせると赤い筋が入り、じわじわと血が流れ出す。エルルーンは驚いて彼を背中から羽交い締めにした。

「何をするの、アルベリッヒ！」

　王子は女の力を簡単に振り解き、悪魔のように笑った。

「ガルフストリームは死なない。指環はどんな事をしても砕けない、だが痛みは感じるし、生身の肉体は傷つきもする。興味はないか、この男を八つ裂きにしてやったらどうなるだろう。ミミズみたいに、バラバラの肉の塊にされてもぶざまに這はいずり回って永遠に生きるものなのか」

「何て恐ろしい事を……狂ってる、あんたは狂ってるわ！」

「黙れ、あばずれめ！　この俺を侮辱した罪を思い知らせてやる、自分のせいで海賊どもが全滅するのを見るがいい。これが罰だ、苦しみ後悔するがいい、絶望し泣き叫ぶがいい。おまえを殺すのは、たっぷり生き地獄を味わわせてからだ」

　剣が振り上げられた、エルルーンは悲鳴を上げた。

「やめて、アルベリッヒ！」

　その時である。激しく部屋が軋きしんだかと思うと寝室の壁を突き破って眩まぶしい光が差し込んだ。光は素晴らしい速度で馳はせ、アルベリッヒの前に飛び出した。シグルーンだ。妖精は慌てて彼女に剣を向けようと動いたが、その時にはもうシグルーンは彼の懐に入っていたのだ。北土の戦士の鋭い灰色の目が低く睨にらみ燃え、アルベリッヒの瞳が一瞬の驚きよう愕がくと恐怖に収縮する。微かにかすれて、

「は、速……」

「歯を食いしばりなさい、あんたは男だからグーでぶつわ」

　どんな防御も間に合わなかった。シグルーンの鉄拳は妖精の脆ぜい弱じやくな白い頰に埋まり、銀の鎧よろいに包まれた長身ですら軽々と弾き飛ばした。エルルーンはアスクを支えながら目を輝かせて、漸ようやく訪れた救いの戦士を見上げた。シグルーンは軽くウィンクする。船長室の入り口を守っていた妖精の戦士達が気を取られた瞬間、ゴブリン達が隙すきを逃さず攻撃を仕掛けたので彼らはたちまち捕ほ縛ばくされてしまった。妖精の王子は血の混じった唾つばを吐き捨てた。

「まさか壁から入って来るとは……」

「あんたの部下は全員捕らえたわ。降参しなさい、海賊船に手を出さないなら安全は保障するわ」

　海賊達も入り口と壁の穴の両方から入って来た。彼らは声を合わせて高らかな凱歌を歌いながら王子を包囲した。アルベリッヒは憎しみを込めて海賊達を睨にらんでいたが、やがて眉を下げ、俯うつむいてその銀の兜を外した。

「勝ち目はなさそうだな。解った、降参するから部下には手出しをするな」

　アルベリッヒはおとなしく言った。海賊達は歓声を上げ、シグルーンは微笑んで優しく言った。

「あんたにだって手出しはしないわ、戦士の誓いだもの」

　アルベリッヒも微笑んだ。そして兜の中に隠したあの折り畳んだ船を開いたのだ。

　船は一瞬にして開いた。船長室は木っ端微み塵じんに砕け散り、海賊達と妖精達は悲鳴を上げながら押し退けられて海に落とされた。船長も気を失ったまま海に落ち、アスクが泳ぎながら支えた。シグルーンは何とか船縁にしがみつき仲間に助け上げられた。アルベリッヒは今、美しい妖精の船の甲板に立ちその腕にエルルーンを捕らえている。シグルーンは怒りに燃えて叫んだ。

「卑怯者！」

「俺をばか呼ばわりするからだ、灰色熊め！」

　アルベリッヒは笑った。船はゆっくりと上がって行く。甲板で海賊達に縛り上げられていた妖精達が驚いて叫んだ。

「王子、どこへ！」

　ふとアルベリッヒは彼らに冷たい目を向けた。恐ろしい目だった。限りなく冷たく恐ろしい残ざん虐ぎやくな目をしていた。

「これしきのばけものどもに歯が立たぬ奴が俺の妖精国の役に立つか。神々の蜜酒さえ手に入れば貴様らのような役立たずは必要ない」

「アルベリッヒ王子！」

　妖精達は絶望して叫び、ある者は思わず涙に咽むせんだ。シグルーンは追おうとしたが届かず、妖精の船は高く上がり、エルルーンは仲間達の名を呼んで助けを求めた。翼を持った妖魔達が追ったが、船は不思議な魔法の力に包まれて彼らを寄せつけない。

　妖精の王子は高らかに笑い、彼の物となった美しい妖精を見つめた。エルルーンは彼を憎悪して目を背けた。だが王子は無理矢理彼女を自分の方に向かせ、冷たい猫撫で声で囁ささやいた。

「妖精国に戻ったら海賊船もろとも何もかも沈めてやる、おまえの蜜酒の力でな」

「あんたは変わったわ、どうして。昔はあんなに優しい人だったのに、誰よりも優しい人だった……あたしはだからあんたが好きだったのに」

　エルルーンは涙を流した。王子は美しい涙にも心を動かされず、冷酷に目を細めた。

「俺だっておまえが好きだったさ、エルルーン。蜜酒の中から生まれたばかりの幼いおまえはまるで暁あかつきに輝く虹にじのようだった。汚れを知らず純粋で、生業のしがらみも憂うれいも知らず、永遠に続く春の庭で花に囲まれて幸せだった。俺達の一番幸せな時代だった」

　アルベリッヒの目はふと暗い陰かげりを帯びた。妖精の王子はエルルーンに口付けをしようと彼女を抱き寄せた。エルルーンが離れようとすると腕に力を入れ、無理矢理彼女に口付けをしようとした。

　その時、白く輝く船の上を黒い影が動いた。アルベリッヒははっと顔を向けた、船縁を必死に乗り越えて来る姿がある。黒い髪と、それに続いて血のように赤黒い蠍さそりの姿が現れた。エルルーンは驚きに目を見開く。シャウラが傷ついた体を引きずって追って来たのだ。蠍は弱って体を支える事もままならない様子だった。だが彼は血ち塗まみれの顔を上げ、よろよろとアルベリッヒ目指して歩いて来たのだ。

　アルベリッヒは蠍に憎悪の目を向けた。

「貴様、どうやってここへ！」

「船が開いた瞬間、舵かじに取りついた。おまえが乗船し、魔法の障壁で船を包む前に」

　エルルーンは真っ青になって叫んだ。

「何な故ぜ来たの、シャウラ！　逃げて、逃げて！」

　もがくエルルーンをアルベリッヒは固く捕らえた。

「なるほど、抜け目の無い奴だ。たかがばけものと思って油断した。だがそんな状態で俺に勝てると思っているのか？　余程殺されたいらしいな」

「ああ、殺すがいい。エルルーンの為に死ねるなら本望だ」

　シャウラの声は限りなく静かだ。エルルーンは驚きのあまり震え出した。シャウラの青白い頰に微かな微笑が、愛に満ちて浮かんでいた。アルベリッヒは訝いぶかしく目を細める。

「俺は醜いばけものだ。自分の分を知っているから愛など最初から求めていない。だが、彼女は常に世界の中心に光輝き、その光は闇やみの底に沈んだ俺の魂にまで射し込んで来た。俺はその僅わずかに零こぼれた光を浴びるのが好きだった……それを失う事は耐え難い」

「エルルーンの為に死ぬだと。貴様が！」

　アルベリッヒは残酷に笑い出した。

「確かに分ぶ知らずにも程がある、最も醜い生き物が、最も美しい乙女の愛を求めるとは！　今まで黙っていたのが賢明だった、皆の笑いものになるのは必至だったろうからな。そうか、最後にエルルーンに殉じたいと言うのだな、まるで彼女の愛人のように！」

　エルルーンは震え涙を流した。シャウラ、焦こがれ続けたその男が今魂の愛に導かれ、愛に殉じてあらゆる恐怖を越えそこにいる。

「シャウラ、シャウラ！　あたしは……」

　エルルーンは涙を流し、叫んだ。秘めた思いを伝えたいのに胸が苦しくて言葉が詰まる。アルベリッヒは鋭く感づき、エルルーンを突き飛ばして剣を抜いた。

「この俺よりあのばけものを選ぶというのか、エルルーン」

　妖精の王子の目は激しい怒りと嫉しつ妬とに燃える。

「ならば見るがいい、おまえの愛する男が引き裂かれる姿を！」

　王子はシャウラに斬りかかる。エルルーンは顔を覆った。最初の一ひと太た刀ちを蠍はかわし、妖精の鎧よろいを摑んだ。蠍が触れた所は彼の血によって腐食し始めたが、怒り狂ったアルベリッヒは彼が毒の蠍であるという事も忘れて取っ組み合った。二人の腕力は均きん衡こうしていたが、弱った蠍はやがて組み敷かれて首を締め上げられた。蠍は呻うめき、王子は憎しみを込めて腕に力を入れた。

「やめて！」

　エルルーンは駆けつけたが、アルベリッヒはぎらりと一睨にらみして、

「どいていろ！」

　エルルーンは強い衝撃波に吹き飛ばされて舵輪にぶつかった。舵輪がぐるりと回って船は大きく傾かしいだ。

　反動がついて、アルベリッヒはシャウラもろとも落下した。短い叫びを上げて彼らは高空から落下し、海賊船の上甲板を突き破って第二甲板に叩きつけられた。

　海賊達はびっくりして駆けつけ、妖精の船を見上げる。エルルーンは必死に舵輪にしがみついていたがやがて手の力が抜けて落ちてしまった。その時翼を持つ妖魔達が間に合って彼女を抱き留めた。

「大丈夫か、エルルーン」

「シャウラは？」

　エルルーンは甲板に下ろされるとすぐにシャウラ達の元に駆けつけた。シグルーン達が取り巻く中にはシャウラが倒れ、その下敷きになってアルベリッヒがうつ伏せになっていた。二人はまるで死んでいるようだった、特にアルベリッヒはその体の下から夥おびただしい血を流して甲板を染めていた。だが蠍の毒の為に誰も近づけなかったのだ。

　シグルーンが海賊達を押し退けてやって来ると、エルルーンは立ち上がった。

「エルルーンどの！　無事で良かったわ」

　シグルーンは、恐ろしい戦いくさに憔しよう悴すいしながらも、心から喜んで微笑んだ。エルルーンはじっとシグルーンの瞳ひとみを見つめた。彼女は美しい微笑を浮かべる。ふとシグルーンは奇妙な予感に襲われた。エルルーンはそっとその白い腕をシグルーンに伸ばして抱き締めた。シグルーンは赤くなって焦あせり、

「エ、エルルーン……？」

「誰にでも好かれる優しい娘、本当にあんたに会えて良かったわ、シグルーン」

　エルルーンはそっと手を離し、そしてゆっくりとシャウラ達に歩み寄った。エルルーンは膝を屈かがめてたおやかな腕で蠍を抱き起こした。海賊達は驚く。

「何をするんだ、エルルーン！」

　だがエルルーンは聞かなかった。彼女を包む荘厳な気配に海賊達は静まり返った。アルベリッヒは瀕ひん死しで、微かに痙けい攣れんする他にはぴくりとも動かなかった。エルルーンは蠍をアルベリッヒの上から退け、血で固まった黒髪をそっと搔かき分けた。

　シャウラは小さく呻うめき、その隻せき眼がんを薄く開いた。エルルーンは優しく恋人を見つめる。蠍は弱々しく叫んだ。

「何をしているんだ、離れろ。俺に触れたら君は……」

　だがエルルーンは蠍の頰を優しく撫でると、その唇にそっと唇を重ねた。シャウラは驚いて大きく目を開く。エルルーンは唇を離し、じっと優しく蠍を見つめた。

「もういいのよ、愛を手に入れたから。愛しているわシャウラ、あなたを愛して幸せだった」

　エルルーンは言った。彼女の頰は幸福の色に輝き、その目は夢見るように潤んで静かに涙が流れた。蠍の頰に熱い涙が落ちた。蠍は震える手を伸ばし、美しい妖精の輝くような金髪をそっと撫でた。

「君はいつも俺を照らす。君は光だ、エルルーン」

「愛は光よ。世界を、全てをあまねく照らす光」

「愛している、エルルーン」

　恋人達は再び、長い口付けをかわした。海賊達はその神聖なまでの美しさに身動きすらできなかった。

　いつしかエルルーンの姿はこの世界から消え失せていた。蠍は隻眼から涙を流しながらただひとり残されていた。床に小さな黄金の小瓶が転がっている。それがエルルーンだった。妖精は蠍の毒の為に命を失ったのだ。

　海賊達は呆ぼう然ぜんとし、シグルーンは涙を流していた。シャウラは小瓶を取り上げると、シグルーンに手渡した。

「王子に飲ませてくれ、今なら間に合う」

　シグルーンは驚き、シャウラを見つめた。

「エルルーンがそう望んだんだ」

　シャウラはそのまま、弱って座り込んだ。シグルーンは言われた通り瀕ひん死しのアルベリッヒを抱き起こす。彼の顔には死の色が濃く、その体はもう冷たかった。だが抱き起こされた時アルベリッヒは僅わずかに意識を取り戻し、黄金の小瓶を見ると驚いて、

「それは……エルルーン……」

　シグルーンはアルベリッヒの口に蜜酒を注いだ。ひとしずくの蜜酒は甘く、その酒は喉のどから心臓へ熱い生命の力を満たし、アルベリッヒは身を起こした。

　妖精の王子は青褪め、震えながらシグルーンの手の小瓶に手を伸ばした。

「エルルーン……」

　王子は瓶を取り抱き締めた。だが瓶は光の粒子となって消え失せ、一筋の風となって王子の髪を吹きなぶると海の彼方かなたへと失せてしまった。

　絞り出すような呻うめきは、王子の泣き声だった。王子は目を押さえ、肩を震わせて泣いた。シグルーンは彼を見下ろす。アルベリッヒは泣きじゃくった。シグルーンは不思議に感じた、今の彼にはあの邪悪さや残忍さが感じられず、幼い子供のように見えた。

　ふと、暖かで大きな手がシグルーンの肩を叩いた。その指には赤く輝く黄金の指環がはめられていた。シグルーンは驚いて振り返る。優しく懐かしい瞳が見守っていた。

「ガルフストリーム！　もう大丈夫なの？」

「俺だってまだまだ若いって事さ」

　船長の髪は海水に濡ぬれ、その隣ではアスクがくしゃみをしていた。船長はアルベリッヒの前に屈む。アルベリッヒは涙に濡ぬれた顔を上げた。

「ガルフストリーム船長……」

「何も言うな。国へ帰れ、坊や。蜜酒よりもおまえさんの方が役に立つだろうからな」

　ガルフストリームの声は穏やかで、低く、強かった。いつも思っていた、全てを包むようなこの大きさを、乗組員たちに向ける笑顔の意味を。

　その時アスクが怒りに満ちて叫んだ。

「船長、そんな奴に何で優しくするんだよ！　そいつらが来なきゃエルルーンの姐あね御ごは死ななくて済んだんだぜ！」

「だがこいつらが来なきゃ、エルルーンは永遠に愛を手に入れられなかった」

　ガルフストリームは微笑み、

「そいつが人生、喜びと悲しみは双ふた子ごの兄弟みたいなものさ、いつも仲良く手をつないでやって来る」

　ガルフストリームは軽くウィンクをした。




　妖精の船は去って行く。シグルーンとガルフストリームはふたり、見張り台に上って見送っていた。甲板では海賊達が怪け我がの手当や修繕で忙しく働いていた。シグルーンはガルフストリームを見上げた。彼の横顔は精せい悍かんに引き締まり、シグルーンの視線に気付いて穏やかな目を向けた。

「ん？」

「あたしには解らないわ」

　シグルーンは言った。

「アルベリッヒは残忍な男だったはずだわ。指環を盗み、エルルーンどのを掠さらったのに、あの男、泣いてた。どうして？」

「シグルーン、もしおまえがお国の為にお袋を殺せと命令されたらどうする？」

　シグルーンはきょとんとして船長を見つめた。船長は高く空を見上げ、

「国を救う為に好きな女を殺せと言われたらどうする。あの王子様の一存じゃなかろう、王族、家臣、民草、皆の圧力が奴の肩に掛かってたんだ。そういう時は皆が正気を失っちまう。好きな女を殺せと言われたら、シグルーン、おかしくならなけりゃやり切れねえよ。特に心根の優しい奴ほどな」

　船長の麻色の髪が黄昏たそがれの光に美しく輝いていた。

「蜜酒が無いとなれば頭も冷えて、妖精どもも別の方法を考えるだろうよ。可哀想に、あの王子様にはエルルーンさえいれば国も何も要らなかったかも知れないのに、立場やしがらみってものはあんまり大きすぎる。考えなくちゃいけねえんだ、誰も死んだり泣いたりしないように。せっかく頭が有るんだからよ」

　シグルーンはいろいろな考えが複雑に交錯して、黙って俯いた。

「船長も昔、そうだったの？」

　シグルーンは尋ねた。船長は遠い目を動かさず、静かに微笑んだ。

「アスクの奴だな、お喋しやべり小僧め」

「だから船長には解ったのね。エルルーンも解っていたのかしら、だからシャウラは王子を救ったのかしら」

「海賊船は気楽なものさ。しがらみも何もない、ちっと不便は多いが、愛する者を自由に愛せる。立場も身分も種族も、動物も人間も男も女も、敵も味方も王も乞食もなく、誰の頭の上にも空が広がり、誰の足の下にも海が広がっていて、誰もが笑い、誰もが愛し合える」

「エルルーンも、幸せだったのね」

　シグルーンは言った。涙を浮かべ、潤うるんだ目でガルフストリームを見上げた。

「運命の女巨人どもの裁きは過酷だ。未来は既に決まっている。だがただひとつ言えることは、希望を持つのは自由だって事さ」

　シグルーンは彼の運命の物語を思い出していた。だから彼はこんな事を言えるのだ、と。海の風は優しく吹き、太陽はいつも誰かを連れて水平線の彼方に沈んで行く。だがしかし、日はまた昇る。その事を船長は誰よりも良く知っているのだ。

　ふとその時ガルフストリームの上体がふらりと揺れた。シグルーンは驚いて彼を支えた。

「どうしたの、船長！」

「まだちょっと、本調子じゃねえ」

　彼の顔色は失せ、体は熱を持って激しく喘あえいでいた。シグルーンは船長を肩に掛け、見張り台から下りて来た。ゴブリン達が心配して船長を取り囲んだ。

「船長、無理をしては駄目だ、ヨルムンガンドの毒に漬つけられたんだぜ？」

「一晩寝りゃ治るさ、気にするな」

　船長は苦しい息の下で笑い、ゴブリン達に抱きかかえられながら、

「俺の事より、てめえら、今夜はエルルーンの為に酒盛りをしてやりな。吞んで吞んで殴り合え、あの女の事を忘れねえように、お互い頭の中に叩き込んどくんだ」

　声はそれきり出なかった。ゴブリン達は心配そうに船長室に運んで行った。シグルーンも看病の為について行った。




　一晩中、蠍は傷ついた体を押して舳へ先さきに座り竪たて琴ごとを奏でていた。そして、エルルーンを愛した妖魔達は船底の酒蔵から酒樽を全部持って上がって来て、思うさま酒を吞んだ。それは悲しく辛い酒盛りだったが、やがて酒は彼らを陽気にさせ、あらゆる苦しみを喜びに変えた。すっかり陽気になった若い妖魔達は口々にエルルーンの名のもとに乾杯を繰り返し、その騒ぎの声はシグルーンのもとにまで聞こえて来た。

　眠る船長の額に濡ぬれた手拭いを置きながら、シグルーンは美しい曲に耳を傾けていた。一緒に看病していたアスクは、疲れてシグルーンにもたれ眠っていた。

　愛され、そして愛され続けるであろう美しい妖精を思い、蠍は竪琴に接吻をした。そして彼は初めて堅琴の音色に合わせて歌を歌った。深く玄妙な、愛の歌を。

　歌声は遠く流れて夜の静寂しじまに響き渡り、暗い水平線の彼方にはまだ見えぬゼーラントの岸辺が長々と横たわっていた。







　　九章　ゼーラント争乱







　ゼーラントの砦は海に望み、優しい波の音と白鳥の歌に包まれていた。

　夢見るような麗うららかさに溢れた港では、鯨くじらやセイウチ捕りの船が船出を待ち、海岸の村村では男達がヒラメ釣りの小舟を出す。女達はニシンの燻くん製せいを作り、子供達は海岸で藻を拾って畑の肥料にする。

　潮風に晒さらされたように白い肌と髪をした輝くばかりの美男子が、悲しげな目でその賑にぎやかな様子を城の上から見下ろしていた。黒い鎧の長身の騎士が上がって来る。若いヘリアン王は憂うれいを含んだ美しい瞳を騎士に向けた。

「殿、辺境騎士団に不穏な動きがあります。間かん諜ちように詳しく調査させますか」

「またか。シグルーンがいた頃はゼーラントは限りなく平和だったのに」

　ヘリアンは溜め息をつき、深い悲しみに顔を覆った。

「シグルーンさえいれば……」

　騎士の表情が残虐な嫉しつ妬とに歪ゆがむ。低い声で彼は言った。

「シグルーンが帰って来る時は、あの魔女が殿の首しゆ級きゆうを取りに来る時だけです」

「なぜ君は彼女を疑う？」

「あの女はヴォルスングとベルセルク、いずれも良くない血を引いています。ラグンヒルド侯の事をお聞きになったでしょう、ラグナルは殺されてその遺体はばけものに食われ、侯自身もすっかり弱って城で静養中です。あの事件には騎士達の証言があるのですよ？」

　ヘリアンは俯く。その白いうなじを淡い金の髪が優しく撫で、黄金の長い睫まつ毛げが憂いを含んで伏せられる。

「何な故ぜラグンヒルドはトロンヘイムへなど行ったのだろう。私の知らない所で何かが狂い始めている」

　ヘリアンは凛りんとした視線を黒い騎士に向けた。

「グラーシーザ、私はラグンヒルドの城へ行きたい。彼に話を聞きたい」

「今は侯の静養が大事、いずれ御供します。しかしその前に辺境騎士団の件を解決する事です……そんな御顔をなされますな、殿は光のようであらねばなりません、何があろうとこのグラーシーザがおります。殿は何も心を煩わずらわせる事はございません。さあ、元老達が待っております」

　グラーシーザに促されてヘリアンは渋々その場を離れた。

　黒い騎士も続こうとして、ふと城の中庭にひとりの少女を見つけた。ラグンヒルド兄弟の末の妹、ラグナだ。彼の目は獲物を狙ねらう隼はやぶさのように鋭く光り、その美貌の上に優しい微笑を作って砦の上から大きく手を振る。

「ラグナどの！」

　少女は顔を上げた。その腕に薬草を入れた籠かごを下げている。グラーシーザは早足に砦を降り、気品ある少女は丁寧にお辞儀をした。

「こんにちは、グラーシーザ侯」

「ラグンヒルド侯の薬草ですか？」

　長身のグラーシーザは少女の視界を支配し、長軀を屈かがめて籠を覗のぞくとその長いブロンドが流麗な音を立てた。少女は頷うなずく。

「ヘリアン王の薬草園は、王の人柄が草木にも通じるのか大変よく効くと言います」

　グラーシーザは何気なく小さな籠を取り上げ、薬草をあらためるようなふりをしながらこっそりと毒草をその中に忍ばせた。

「ラグンヒルド侯の容態はいかがですか」

　ラグナは花の顔かんばせを俯けた。

「良くありません。呪われたのです、我々は。ラグナル兄上は殺され、ヘリアン王の薬草を分けて頂いてもラグンヒルド兄上はどんどん悪くなるばかり。最近は床についたきり、起き上がる事もできません」

　少女の美しい顔に、暗い悲しみの影が走る。奸かん策さく者は何もなかったような顔をして籠を返し、少女の細い肩を、大きなその手ですっぽりと抱いた。

「嘆かれるな、ラグナどの。兄上らの犠牲は無駄にしない、ゼーラントの平和はこのグラーシーザが守り抜く。送りましょう、森の砦は余りに遠い」

　そう言ったのは、少女がヘリアン王に彼の奸策の事を話すのを恐れたからだ。だが気丈なラグナは首を横に振り、涙を恥じて無理に微笑んだ。

「心配なさらないで下さいグラーシーザ侯、あなたには大切な役目が沢山あるはずです。ひとりでも大丈夫です、どんな辛い運命にも耐え抜けますわ。私はラグナ、偉大な豪族ラグンヒルドの妹なのですから」

　少女は風のようにきびすを返し城門を駆け出て行った。

　兄譲りの栗色の髪をした少女は、待たせていた一頭立ての小さな馬車に鞭むちを当てるとまるで古い時代の若い女神のように駆け去った。グラーシーザは彼女を見送り、低く呟つぶやく。

「この国の平和は余りにも脆もろい。ほんの些さ細さいなきっかけさえあれば諸侯の勢力の均衡は乱れ、運命の輪は傾いて破滅の坂を転がり落ちる。小さな戦はやがて野火のように全土に広がるだろう。もうすぐだ、それまでは誰にも気付かれる訳にはいかない。例えあの気高い兄思いの娘を裏切ってでも」

　グラーシーザの野望は止められない、回り始めた運命の輪を止める事はできない。全ての人を巻き込んで、容赦なく運命はひとつの終局に向かって流れて行くのだから。




　海賊船の上は大騒ぎだった。シグルーンの入城の日がいよいよ来て、できるだけ恐ろしげなばけものを揃えようとしていたが、まあシグルーンより強い者はいないとしても我も我もとついて来たがって大おお童わらわだったのだ。ボートの数は限られているし、そう思うと半魚人どもがどこからか化け鯨やお化け蛸たこを捕まえて来て余った奴はこれに乗れと言う。子供達までついて行くついて行くと騒ぎ、老マンティゴラはまた声高に説教を始めていた。ガルフストリームはのんびり舵かじを取っていた。アスクがパタパタ走って来ると彼らは一斉に騒ぐのをやめ、階段に視線を集中させた。

　ゆっくりと白い姿が上がって来た。海賊達の間に驚きの声が上がり、そして口笛と嘆息と拍手と歓声が続いた。そこには輝くばかりの白い麻の衣を纏まとってシグルーンが立っていた。くすんだような灰色の髪すら白銀に煌きらめくようだった。銀の美しい飾りと面紗ヴエールを着け、あの宴の夜よりも遥かに美しい姿がそこにあった。船長はすっかり感嘆して、

「素晴らしい、こいつはたまげた、シグルーン！　だがやっぱり地味だな、ヘリアン王の前に出るのに正装をと思って俺がせっかく選んだやつはどうした、エジプトの船から貰った極楽鳥の羽みたいなドレスは？」

　またシグルーンは呆然とした。アスクは目をそらしてとぼけている。今回シグルーンを庇かぱってくれたのは彼のようだ。小さな妖精達が飛び回りながら叫んだ。

「ゼーラントまで一海里！」

「あらら。もうお別れか」

　ガルフストリームの一言がシグルーンの胸を深く抉えぐった。涙がじわっと溢れる、すると船長は驚いて、

「おい、シグルーン。頰っぺたに涙で黒い筋が出るぜ、せっかく化粧したのに！」

　と慌ててその麻のシャツの端っこでごしごし乱暴に涙を拭いた。シグルーンは船長のシャツを摑み、小さな声で言った。

「船長、あたし、行きたくない」

「何言ってんだ、王様に会って無実を証明するんだろ？　弱気になってどうする」

「弱気になんてなってない。ヘリアン様に会いたいわ。そう、だからお別れなのね」

　シグルーンはそれきり、シャツに顔を隠したまま静かになった。船長が怪け訝げんに感じて、

「どうした、シグル……」

　その時、やにわにシグルーンは船長の胸ぐらを摑つかみ引き倒した。流石さすがのガルフストリームも突然の出来事に何もできず、甲板に力ずくで押しつけられ、白い衣のシグルーンがその上に馬乗りになった途端に片手で船長の頭を鷲わし摑みに押さえつけて、それからそっとその顔を下げると船長の唇にキスをした。

　海賊どもはびっくりして声も出なかった、アスクとシャウラも呆あきれて見ていた。

　ガルフストリームはシグルーンの下で暫しばらく暴れていたが、その内静かになった。長い長い接吻だった。そして漸ようやくシグルーンは気が済んで顔を上げた。その目に涙が溢れて、憔しよう悴すいしきったガルフストリームの顔の上にもはたはた熱い雫しずくが落ちていた。ガルフストリームは大きく溜め息をついて、

「やられたなあ……」

「ごめんなさい、船長。でもあたし……でもあたし」

　シグルーンは退いて座り込んだ。船長は身を起こし、まだ呆然としている仲間達に向かい初う心ぶな少年のように真っ赤になって怒鳴った。

「ばか野郎、さっさと上陸の用意をしねえか、見世物じゃねえぞ！　シャウラ、てめえ何笑っていやがる、アスク貴様もだ、畜生、どいつもこいつもとっとと散りやがれ！」

　途端にどっと爆笑が起こった。船長はすっかり面目を失い、不ふ貞て腐くされて唇を尖とがらせた。シグルーンは気弱に俯いて、小さな声で尋たずねた。

「怒った……？」

「すごいキスだった」

「初めてだったのよ」

「俺なんかで良かったのか？」

「好きなの」

「多分、二番目だな」

「でも、好き」

　シグルーンは言って、初めてガルフストリームを見上げた。その顔は半べそと恥ずかしさで真っ赤だった。ガルフストリームはその頰にそっと触れた。

「林檎りんごみてえに真っ赤っかだな。こいつは女神イズンの林檎かい？　海賊ガルフストリーム様が小娘に手込めにされたとあっちゃあ聞こえが悪い。仕返しだ、ちょっぴりかじってやるか」

　ガルフストリームは軽くシグルーンの唇にキスをした。まるで父が娘にするような、何気無い、だが確かに優しいキスだった。シグルーンはガルフストリームを見上げる。

「さよなら、船長」

「さよなら、シグルーン。幸せにな」

「祈ってる、あたしも、夜も昼も、いつまでもあなたの為に。そしていつか呪いが解けたなら、お願い、きっと来て。そうしたらあたしヘリアン様にあなたを紹介する。あたしの一番のお友達、そして……二番目に好きになった人、と」

「行ったら、またキスしてくれる？」

「もっと美人になって待ってる」

「そいつは楽しみだ！」

　ガルフストリームは明るく笑った。ドワーフ達が忙しく走り回る。

「シグルーン、準備はできたか？」

「今行くわ！」

　シグルーンは駆け出す。一度振り向くと船長は投げキッスをしたのでシグルーンはちょっと赤くなったが、後は振り向かなかった。海上ではもう選りすぐりのばけもの達がひしめいていて、シグルーンを待っていた。ゴブリンが引き上げ機の脇で手を振って叫んだ。

「さあ乗れシグルーン、あんたで最後だ」

「おいらも行くぜ！」

「おまえが何の役に立つってんだ、アスク？」

　ボートの上から黒妖精が尋ねた。

「ヘリアン王とやらの面を拝みたいだけさ」

「ハ、大した焼き餅焼きだよ、おまえは」

　シグルーンはボートに乗ろうとしたが、その時シャウラがやって来た。蠍は恥ずかしそうに頰を赤らめながら笑って、

「おまえに会えて本当に良かった。シグルーン、握手をしてくれるか？」

　シャウラは手を出した。シグルーンは思わず握手をしてから息を飲み、

「あっ、毒……！」

「そんな事はしないよ」

　蠍は困ったように笑った、シグルーンは驚いて彼を見つめる。

「エルルーンのキスが毒の瘴しよう気きを浄化してくれたんだ」

「酢を酒にするのは知っていたけれど」

「酢に例えてはひどいよ、シグルーン。餞せん別べつがあるんだ、受け取ってくれ」

　蠍は笑って、小さな瓶を彼女に差し出した。中には黒い液体が満たされていた。

「これは何？」

「俺の毒針から染み出した蠍の毒液さ。こいつを武器に塗るんだ」

　シグルーンは驚いて、蠍を睨む。

「そんな卑ひ怯きような事はできないわ！」

「大丈夫、いいおまじないになるから」

　蠍は何か耳打ちする。ボートの上のアスクはそれをじりじりして見ていた。シグルーンの頰が赤く輝き、喜色を満面に浮かべると、ひしと蠍を抱き締めた。

「ああ、シャウラ、大切なあたしのお友達！　嬉しいわ、でも何が一番嬉しいと言って、嬉しい時にあんたに抱きつける事、感謝したい時に思うさまキスできる事！」

　シグルーンは嬉しさに任せて抱き締めたので蠍の殻がギシギシ軋きしみ、頰ほお擦ずりしては顔一面にキスを浴びせたので蠍は失神寸前になった。アスクはぞっと肩を竦すくめて呟つぶやく。

「いや、あれじゃあ羨うらやましいとは思わない」

　よろよろしたシャウラは仲間達に支えられた。シグルーン達の乗ったボートが下げられると子供も大人も船縁にしがみついたので船が傾いた。

「シグルーン、またね、頑張ってね、バイバイね！」

　子供達が叫ぶ。シグルーンが手を振り返すと、老マンティゴラが搔き分けて来て、

「いいか、女性というものはじゃな、本来親に孝、夫に忠、子に……」

　もう騒ぎの中で聞き取れない。シグルーンは全員に心から手を振った。大切な、大好きな友達だった。

　ボートが下りると力自慢のゴブリン達がぐんぐん漕こいで、化け鯨くじらなどに分乗した者達や、それから水のばけもの達は自力で泳いで、飛べる者達は飛んでついて来た。その姿を見上げながら、アスクが、

「アエローの奴結局帰って来なかった、さよなら言えなかったな」

　とシグルーンに何気なく声を掛けてはっと緊張した。シグルーンは張り詰めた表情で水平線の彼方を見つめている。別れを惜しんでいた少女はそこにはいない。彼女は誇りを懸けた戦いに臨もうとする一人の戦士だった。彼女にとってこれは全てを賭けた行軍なのだ。

　アスクはおとなしく黙った。だが、その目はじっとシグルーンの凛り々りしい横顔に向けられていた。

「決して攻撃しないでと、もう一度皆に確認しておいて」

　シグルーンは小さな妖精達に頼んだ。妖精達は蝶ちようのようにひらひらと、海賊達の間を飛び回った。

「見えて来たな」

　ゴブリン達が身を乗り出して目を凝こらす。シグルーンが息を飲んだのが、はっきりと聞こえた。




　シグルーン達がまだ沖にいるうちから、ゼーラントの砦とりででは怪あやしい一団が白波を蹴け立たてて殺到してくる姿を見つけて、緊急の防戦体制が取られていた。グラーシーザは直感した、シグルーンが遂に来たのだと。

　ヘリアン王は銀の鎧よろいに身を包みながら騎士達を呼び集めて駆け回っていた。グラーシーザが王を抱き留めるようにして捕まえた。

「落ち着かれませ、殿！　海賊船の進路はソルゲイル侯の領海、彼が扈こ従じゆうを率いてまず迎え討つはずです。その間にゆっくりと陣形を固める余裕はあります」

「戦ってはいけない、戦えばどちらにも犠牲が出る。話し合おう、船を出すんだ！」

「殿は行ってはなりません！　あれは殿が出ても名の上がらぬ汚れた者ども、悪名高い海賊船ガルフストリーム、ばけものの大群です」

「話し合うんだ、グラーシーザ！」

　叫んだ瞬間、天空の瞳ひとみがかすれて濁にごり収縮した。まだ鎧を留めていなかった腹にグラーシーザの鉄の手甲が深々と埋まっていたのだ。グラーシーザはくずおれる王を逞たくましい腕で抱き留めた。騎士らが驚いて非難の声を上げた。

「何をなさる、グラーシーザどの！」

「王は正気を失われていた、私が指揮を取る」

　彼は平然と王を抱き上げ王座に運んだ。騎士らは彼の強引さと傲ごう慢まんさにざわめいた。

「いかにそなたでも王を押し退けて我らに命令するなどという事は容よう赦しやできぬ！　正気を失っているのは王か、それとも」

　そう叫んだ老騎士の前に、グラーシーザは鋼鉄の刃をすらりと抜いて突きつけた。老騎士はぐっと黙り、グラーシーザは冷たく残忍な微笑を浮かべた。

「それとも……？　フ、それとも貴様か、老いぼれ？　そうだな、この私に楯たて突つこうなどと、正気の沙さ汰たとは思えぬ」

　老兵は激しく震えて腰を抜かした。戦士は彼らを恐怖で支配し、鋭く命じた。

「船を出せ、鉄の衝しよう角かくを誇るゼーラントの軍艦を出せ！　出撃だ、ばけものどもの船を殲せん滅めつせよ！」

　槍持つ戦士らは高らかに鬨ときの声を上げ、眼下の港へ下りようとする。が、港には北土のベルセルクや勇ゆう敢かんなヴァイキングどもが大挙して騎士らの船を全て占拠していたのだ。グラーシーザは驚き、鋼鉄の剣を抜いて怒声を上げる。

「何をしている、貴様ら！　卑いやしい船乗りが我らの船になぜ乗っているのだ」

「わしはスレイプニル号の船長、鮭のラクサー入り江ヴイクのキャラルだ。セイウチ漁師らが泡を食って戻って言った、海賊船に灰色の髪の娘が乗っていると、白い衣に身を包みまっすぐ港に向かっていると！　シグルーンに間違いない、ヴォルスングの娘が帰って来るのだ。なぜわしらの最も良き友人を鋼はがねの光で迎えようとするのだ！」

　むくつけきヴァイキング船長が一際大声で怒鳴った。彼は自分の船スレイプニル号に数十の軍艦を結び付けて戦士らが出航できないようにしていた。グラーシーザの美しい面めん貌ぼうが怒りに歪ゆがむ。港を封鎖しているのはいずれもシグルーンの敵であり友である命知らずの無法者どもだった。

　彼女は慕われている。それをまざまざと見せつけられた時、グラーシーザは醜い嫉妬にその容貌を歪めた。完全武装の戦士らは楯を叩き激しくおめき、恐ろしい声で怒鳴った。

「シグルーンが造反を企てているなどとは噓うそっ八ぱちだ、あの優しい娘が自ら命を懸けて守ったこの国の平和を乱そうなどと思うものか！」

「黙れ！　港を開けろ、さもないと貴様らから血祭りに上げるぞ！」

　グラーシーザは剣を向け恐ろしい声で怒鳴った。その言葉にヴァイキングどもは怒り、完全武装の戦士らは武器を取った。

「わしらを血祭りだと、面白い！　元々わしらはシグルーンの手前おとなしくしていただけだ、シグルーンの為なら王の軍だろうが構わん、相手をするぞ！」

　ヴァイキングどもは高らかな鬨の声を上げて一いつ斉せいに桟橋に飛び降り、騎士らに向かって攻撃を仕掛けた。今やゼーラント人同士が刃を交え、シグルーンひとりがいない為にゼーラントは狂い、平和な時代は忘れられ血が流れ、怪け我が人は港に倒れ伏して苦痛に呻うめいた。

　グラーシーザは容赦なくその鋼鉄の剣を同郷の民に向けて振るう。彼はただ破壊の衝動にのみ突き動かされて戦い続けた。王への不信が募つのれば、それが彼の目的とするところだった。ヘリアンは無力な王だ、王の資格も力量もなく、ただただ優しく弱いだけの王だ。だのに彼の元にゼーラントは平和の時代を迎え、せめぎ合う諸侯らは結託し、王は民に愛され騎士らに愛されている。

　グラーシーザには解らない、何故彼が名君と呼ばれるのか、何故全ての運命は彼を愛し栄光を与えるのか。グラーシーザは若く強く美しい、自分こそ王に相応ふさわしい器を備えているはずなのだ。だから滅ぼすのだ、その答えを出す為に、王者は自分であると証明する為に。

　その時、水平線の彼方から、飛ぶような速度で一隻の快速船が入港した。戦士らは一時戦を中断した。船はゼーラントの北の海を統すべるソルゲイル侯の旗印を持ち、大船団を誇る水軍大将ソルゲイルが転げるようにして船から下りて来た。彼はグラーシーザを見つけると、真っ青な顔をして叫んだ。

「あれは、あれはいかん、グラーシーザ侯！　和平を結べ、わしに言えるのはそれだけだ」

　戦士らはそのただならぬ様子にざわめき、グラーシーザの美しい眉根は険しく顰しかめられた。

「何だと、おめおめと逃げ帰って来たと言うのか？」

　黒髭ひげのソルゲイルはまだ心も落ち着かない様子で、口角に泡を飛ばしながら言った。

「貴殿が怒ろうとあの恐怖には敵わぬぞ、グラーシーザ侯。その目で見るがいいのだ、目も当てられぬばけものどもがどよもし、その先頭には白い衣を輝かせて乙女が立っている」

　グラーシーザはチッと舌を鳴らした。

「シグルーンか」

「そのようにも見えた、だがその途方もない威厳にわしらは女神かとも思った。指揮は乱れ兵士らは逃げ帰った。あれを恐ろしい死神、ヴァルキューレが連れに来たのかと思ったのだ。いくら戦いたくとも航海士が怯おびえれば船ごと帰って来ない訳にはいくまいが！」

「腰抜けめが」

　グラーシーザの青い目が冷たい炎を帯びた。ソルゲイル侯は興奮して、

「とにかくわしは降りる、あれは戦うべきでない敵だ。勝てぬという事だけでなく、我々に害意がないという事においてもな」

「害意がないなどとなぜ言える、ばけものどもを率いて現にこの港を目指しているのだろうが」

「だが少なくとも我々は見逃された。王がどうなろうと知った事か、貴様の命令でわしの一族に無駄な流血をさせるわけにはいかぬ」

「情けない臆病者め！」

「何とでも言え、せめてこうして忠告しに来てやっただけでも良しとするがいい！　一人で戦場を搔かき回すあの女も鬱うつ陶とうしかったがそれ以上に、何様のつもりか指揮官面づらする貴様がいけ好かなかった！」

「貴様、許さんぞ！　もう一度船団を出せ！」

「無駄だ、わしの一族はとっくに退却させた。愚かな貴様は和平など考えもせずわしの一族を滅ぼしてしまうだろうと判っていたからな。既に一族の船は港に入れ、戦士らはおのおのの家族を守りに行っておる。皆の衆も引き上げるなら今だ、奴らの姿を見てから思い直したのでは遅いかも知れんぞ」

　グラーシーザは激怒してわなわなと震えた。騎士らの中でも豪胆と忠誠と優秀な部下に恵まれていると言われていた黒髭のソルゲイルのこの様子に諸侯らは大きく動揺した。

　その時水平線の上に白い波頭が現れた。ヴァイキングらは目を凝らし、ソルゲイル侯は頭を抱えて遅かりしと叫んだ。シグルーンが来たのだ、まるで伝説のように、海の彼方から女王が渡って来たのだ。

　シグルーンは悠々と上陸した。グラーシーザの精鋭達は彼女を殺そうとして剣を手に駆け出したが、シグルーンに続いて上陸して来た恐るべきばけものどもの姿を見るなり足を竦すくめた。ゴブリンどもが面白がって大きく腕を振り上げ脅おどかすと、人の子らはすっかり肝きもを潰つぶして逃げ出してしまった。グラーシーザはその不甲斐なさに歯嚙みする。

「情けない奴らめ、ばけものが何だ！　殺せ、ゼーラントに災いをもたらした魔女を殺すのだ！」

　だが、百人にも及ぶばけものどもを率いた美しい女王の姿に恐れを感じない者はいなかった。戦いは水が引くように消え、戦士らは畏い怖ふに支配され遠巻きにしながら彼女の進軍を見守っている。グラーシーザは慌あわてて彼の馬に飛び乗り、鞭むちを当てた。

「グラーシーザどの、どこへ！」

　諸侯らがあたふたしながら叫ぶ。
















「奴らは城を目指している、王を守るのだ！」

　グラーシーザは鋭く叫び、逃げるように馬に鞭を当てた。

　シグルーンが本当に戻って来た。グラーシーザの思惑は外れたのだ。シグルーンに仕掛けた罠わなは功を奏さなかった。シグルーンは戻って来られないか、もし戻って来られるとしてもその時は味方殺しの汚名を被って、と思っていた。ところがシグルーンは海賊船に乗り、ばけものを従えて帰って来た。

　戦士らは恐れて誰も攻撃しようとはしない、シグルーンは誰とも争う事なく悠々と港に入ってしまった。このままでは、無血の入城を果たしてしまうだろう。そして王と膝ひざを突き合わせ話し合えば、裏切り者の名はすぐに出る。何としても阻そ止ししなければならない。騎士は呻うめいた。

　美しく紡つむがれたはずの野望が崩れて行く。暗い闇やみ夜よを月が切り拓ひらき旅人に光を与えるように、月夜に天を駆ける守護神フュルギヤがその手の槍で邪悪を打ち砕くように。

「これが破滅か、これが俺の顚てん末まつか。シグルーン、貴様が俺の死ヴアル神キユーレなのか」

　グラーシーザは暗い目で空を見上げる。破滅が、美しい少女の姿をして近づいている。風が茫ぼう々ぼうと黒い衣を吹き煽あおり、馬はまっすぐゼーラントの砦を目指した。







　　十章　シグルーンの行軍







　シグルーンは堂々と歩く。港町の人々が恐れて隠れながら様子をうかがっていたが、シグルーンはその一人一人に輝くような微笑みを向けた。すると子供達がそれに引きつけられて、

「女王様だ、女王様だ！」

　と飛び出した。母親らは悲鳴を上げたが、子供達はくるくると踊り回り、ゴブリン達を珍しがってまとわりついた。力自慢のゴブリン達が肩に十人も乗せてやると、子供らは喜んできゃっきゃと笑う。

　グラーシーザは孤立していた。彼自身の部下すらどさくさ紛れに逃げてしまい、諸侯らはひとりも王の為に恐ろしい海賊と戦おうとはしない。所詮は忠誠心に乏とぼしくまとまりの無い豪族どもの集まりなのだ。だが、たとえ自分ひとりでも、シグルーンを城に入れては破滅だった。がらんとしてしまった城の中、グラーシーザは楯たてを引き寄せ単身戦いに臨もうと城門を閉じようとした。

　その時一台の戦車が駆けつけた。ラグナが手綱を取り、後ろにはラグンヒルドが乗っていた。彼はグラーシーザの毒草のせいで青あお褪ざめ喘あえいでいたが、そんな体でも彼の目には激しい闘争心が燃えていた。完全武装の騎士は激しく息を荒げながら緊張して言った。

「間に合って良かった、グラーシーザ侯！　あの魔女がばけものどもを引き連れて来たと聞いて、敵わぬまでも一矢報いたい。ラグナルの仇かたき、そしてゼーラントの平和の為に。扈従どもは恐れて誰一人来なかった、だがこのラグンヒルドだけでもせめてもの助力にと駆けつけたのだ！」

　グラーシーザは、今や完全に運命は彼を見放した事を知った。たったひとり、だが恐らく非常に有用だったろう味方に自分はせっせと毒を盛っていたのだ。ラグンヒルドが健康体ならば、彼と二人ならばシグルーンを止める事もできたかも知れない。だのに自ら運命を破滅へ招いたのだ。

　グラーシーザは泣き笑いになりかけていた、だが最後の理性で狂気は抑えて冷静に若いラグンヒルド侯の手を固く握って言った。

「よく来てくれた、ラグンヒルド侯。こちらも私ひとりだが、騎士らしく勇ゆう敢かんに戦おう」

「ああ、グラーシーザ侯」

　ラグンヒルドは弱々しくも微笑み、それから彼の妹に優しく言った。

「御苦労ラグナ、おまえは早く城に戻れ」

「いいえ、兄上。ラグナも戦場へお伴します」

　少女ははっきりと言った。グラーシーザは驚き、ラグンヒルドも必死になって城へ戻るよう諭さとすが、少女は頑固に首を振った。

「ラグナル兄上はシグルーンのせいで命を落とし、死体すらばけものに奪われて食われてしまったのでしょう？　一族の名誉に懸けて復讐を、そしてヴァルハラで兄上達の角杯に酒を酌み、再び兄妹三人で仲良く暮らしましょう」

　少女の覚悟に、騎士達はもはや何も言えなかった。グラーシーザはその時、激しい罪悪感に駆られた。自分の野望は成就しなかったばかりか、この兄妹を不幸にした。自分が野望を抱いたが為に、この健けな気げで気高い少女はばけものどもの前にあたら幼い命を散らすのだ。

　グラーシーザは顔を覆った。何も知らずに死んで行く哀れな少女に許しを請いたくて、グラーシーザは彼女の細い肩をそっと抱き締めた。ラグナは驚き身を固くした。騎士の腕は逞たくましく、その力はひたむきで、彼の胸は暖かかったからだ。

「あなたは死ぬな、ラグナどの。このグラーシーザの為に」

「グラーシーザ侯、来るぞ！」

　ラグンヒルドが鋭く叫んだ。

　城に向かってまっすぐ大通りを行軍していたシグルーンは、騎士らの姿に気付いて停止を命じた。葦あし毛げの悍かん馬ばにグラーシーザ、栗毛の一頭立ての戦車にはラグンヒルドとその妹が乗っている。

　シグルーンは一歩前に出た。騎士らの馬が怯おびえたので彼らは強く手綱を引いた。さすがのグラーシーザもばけものどもを間近に見て恐怖を感じた様子だったが、復讐心に燃えるラグンヒルドの方はそれすら目に入らず、いきなり剣を抜き放つと戦車から飛び降りて斬きり掛かって来た。

「一騎討ちだ、魔女め、弟の仇を！」

　シグルーンは素早く飛びすさった。見るも恐ろしいゴブリン達が援護しようと動いた時、その前に見み目め麗うるわしいラグナが戦車を導いて来た。彼女は鎧も着ていないのに攻撃を恐れず、ゴブリンの群の中央を突破して敵を蹴散らした。

「兄上、ここはお任せを、お心おきなく！」

「すまぬ、ラグナ！」

　悲鳴を上げて逃げ惑う仲間達を救おうと一つ目巨人が飛び出し、暴れる悍馬を押さえつけて戦車を止めた。ラグナは必死に鞭を当てるが馬は巨人の力に太た刀ち打うちできず、泡を吹いて地を搔くばかりだ。ラグナの清せい楚そな面立ちが怒りに染まり、少女は戦車に収めた細い槍を手に取った。

「この、ばけもの！」

　少女は馬の背で一度踏み切って一つ目巨人に襲いかかった。巨人はびっくりして後ずさったが、少女は柔らかな衣の裾すそを閃ひらめかせて軽く着地すると、着地の反動から再び飛び出して巨人を攻撃した。ドワーフの戦士らが驚いてざわめく。

「この国のおなごどもは皆こんな調子か！」

「いや、今は強い女の時代だそうだ、海賊ウーサーはそう言ってた」

　ラグナの動きは素早かったので海賊達もかわすのが精一杯だった。その上御者を失った戦車を引いてラグナの馬が主人を助けようと暴れ出したので、海賊どもの陣形はすっかり混乱してしまった。

　恐るべきグラーシーザは馬上から膂りよ力りよくの全てを込めて剣を振るった。彼の鋼鉄の刃の前にはゴブリンの金棒も易やす々やすと折られ、力任せに剣を振れば岩すら砕けた。彼は一刻も早くシグルーンを亡き者にすべくラグンヒルドに加勢せねばならなかった。だが海賊達は徒党を組んで攻撃し、彼の前に決して道を開かなかった。

　ラグンヒルドは毒に侵された体を引きずってシグルーンに斬りつけた。勝ち目はないのに相討ちを狙ねらい、わざと隙すきを作ってシグルーンを誘う戦法を取っていた。シグルーンには彼が捨て身であると判る。シグルーンは彼を説得しようとして必死に叫んだ。

「ヘリアン様に話をさせて、ラグンヒルド侯！　あなたは病気でしょう、そんな体で戦ったら死んでしまうわ！」

「黙れ魔女、狼を城に入れるものか、王には指一本触れさせぬ！」

　弱っているはずなのに怒りに狂った戦士は命を惜しまないので、シグルーンは戦いにくかった。一歩深く踏み込めばもう彼を斬り殺してしまうような、嫌な間合いだった。普通なら取るはずのない相殺の間合いを取っている。

　いかにシグルーンといえど、彼を傷つけまいと力を抜けば逆に倒されるかも知れない。逃げるしかないのだが、何よりもラグンヒルドの体は弱りその命の火は細く消え行こうとしているのだ。

「ああ、ガルフストリーム、助けて！」

　シグルーンは思わず天を仰いで叫んだ。

　その時、突然激しい風が巻き起こった。全ての視界が砂さ塵じんで覆おおわれた。シグルーンは咄とつ嗟さにラグンヒルドから離れて逃げた。ゴブリン達は咳せき込こみ、グラーシーザはマントで口元を覆って薄目を開いた。

　砂塵が治まった時、シグルーンは顔を上げて驚いた。シグルーンの祈りが届いたのだろうか、嵐の娘、黒い鳥女がゆっくりと舞い降りて来たのだ。その黒い羽毛に包まれた胸には一人の若者がしがみついていた。

　鳥女は長らく行方知れずになっていたアエローだ、だがもう一人の若者は……？

　ラグンヒルドはシグルーンよりも早く、楯たても剣も矛ほこも捨てて、倒れるように若者に駆け寄っていた。

「ラグナル！」

「兄さん、兄さん！」

　若者も駆け寄り、兄弟は固く抱きしめ合った。

「生きていたのか、ラグナル！」

　グラーシーザは呆然とする。

「ラグナル……だと？」

「アエロー、これはどういう事？」

　シグルーンが尋ねても、鳥は軽く羽は繕づくろいをしてからギャアと嬉しげに鳴くだけだ。兄と何度もキスを交わしてから、涙ながらに若者ラグナルは言った。

「瀕ひん死しだった僕を彼女が助けてくれたんです。不思議な岩山の上で、彼女は様々な不思議な薬草と食べ物で、夜は一晩中看病をしてくれました」

「ばかな！　そいつは鳥だ、ばけものだ。第一そいつは海賊やシグルーンの仲間だぞ！」

　ラグンヒルドが叫んだが、ラグナルは優しく頭を振って、

「いいえ、兄さん。彼女は何も話せないけれど、彼女が僕を思いやってくれている優しい心は解りました。彼女はいい人です。現に僕はこんなに元気になったんです」

　ラグナルは両腕を広げて見せた。活き活きと血色が良く、その瞳は輝いていた。

　槍を持ったラグナが遅ればせながら駆けつけ、ゴブリン達は彼女がいなくなってほっとして座り込んでしまった。ラグナはひしと優しい兄を抱き締めた。

「良かった、生きていたのね、ラグナル兄様！」

「ラグナ！　おまえもいたのかい、槍まで持ち出して。やめて下さい、兄さん、ラグナも、シグルーンどのと争うのは。彼女の仲間ならシグルーンどのは悪い人ではありません」

　若いラグナルは、兄をまっすぐな瞳で見つめて訴えた。アエローは嬉しげに同意するようにギャアと鳴いた。シグルーンは思いも寄らなかった助け船の登場に頰を紅潮させた。ラグンヒルドは興奮して怒鳴った。

「何をばかな事を！　忘れたのかラグナル、シグルーンは造反者だ。その為に俺達はどんな目に遭ったか……！」

「あたしは何もしていない」

　シグルーンの静かな声が響いた。少女の瞳は深い威厳に満ちていた。アエローは彼女の頭上に飛び回り、ラグナルは親愛に満ちた表情でシグルーンの手を取った。

「シグルーンどの、以前の無礼を赦ゆるして下さい」

「私こそ。ラグナルどの、傷は大丈夫？」

「騙だまされるな！」

　悲鳴染みた鋭い叫びが上がった。グラーシーザだった。彼の目は血走り、その黄金の髪は狂気に逆立っていた。

「その女は魔女だ、造反者だ！　ラグナル、そこを退け、俺が斃たおす！」

「嫌です、シグルーンどのは何もしていない、信じて下さい！　あなたが彼女を斬るというのなら僕が相手だ！」

　ラグナルは震えながらも剣を抜いた。ラグンヒルドは鋭い悲鳴を上げた。

「ばか、ラグナル、やめろ！」

「貴様から地獄に堕おちろ、小僧め！」

　グラーシーザは鋼鉄の剣を袈け裟さ斬ぎりに振り下ろした。だがその瞬間ラグンヒルドが弟を庇かばいに入り、凶刃を楯で受け止めた。ラグナルは喜びに瞳を輝かせた。

「兄さん……！」

　グラーシーザの眉まゆが引きつり、ラグンヒルドの眼が激しい憤怒に燃え上がる。

「貴様は弟を本気で殺そうとした」

「生意気な……青二才め！」

「俺は貴様を信じられなくなった。弟を信じるだけ余計に。グラーシーザ、本当にシグルーンどのは造反したのか、そしてヘリアン様が本当に討とう伐ばつを命じられたのか？　それとも誰か邪悪な者の野心の為に正しき乙女が葬られようとしたものか？」

　ラグンヒルドとグラーシーザが激しく睨にらみ合った。その刹せつ那な、グラーシーザが奇声を発したかと思うと渾こん身しんの力を込めて剣を打ちつけた。ラグンヒルドの楯が割れ、次の一太刀が兜を叩き割っていた。ラグンヒルドは頭を割られて、血を吹き上げ倒れた。ラグナルが驚いて兄を抱き止めた。

「兄さん、兄さん！」

「逆らう者は滅ぼす、俺は王だ、従わぬ者は赦ゆるさぬ……」

　低い声でグラーシーザは言った。アスクがぞっとして呟つぶやく。

「狂った」

「よくも！」

　ラグナルが飛び掛かったが、彼も一太刀で斬り捨てられた。鳥女が鋭く怒りの声を上げて舞い上がった。狂った騎士はラグナルの髪を鷲わし摑づかみにしてその首を斬り落とそうとした。

　だが背後からラグンヒルドの最後の戦士、ラグナが飛び出し槍を振りかざした。少女は槍を騎士の背に突き立てたが、鋼鉄の鎧には傷ひとつもつけられずに槍は折れた。グラーシーザは狂った目をラグナに向けた。

　全てが自分の敵なのだ。何故だ、ヘリアン王は全ての者に愛され、シグルーンは荒くれ者どもにまるで母のように慕われている。自分の何が劣るというのだ。だから滅ぼす、自分の価値の解らない愚か者どもを滅ぼすのだ。ラグナは鋭い目でグラーシーザを睨みつけた。

「全てあなたのたくらみだったのね、グラーシーザ侯！　この国の平和は脆もろい、我々諸侯が協力し、特にシグルーン様が辺境の蛮族どもに睨みを利かせていたからこそ平和は保たれていた。そのシグルーン様を倒せば国は乱れ、人は憎しみ合い、戦が起こる」

「おまえになど解るまい、兄達に愛され扈こ従じゆうどもに慕われた気高いラグナ。力が有るのに誰にも認められない男の足搔あがききなど、誰にもおのが存在を認められない俺の気持ちなど！」

　グラーシーザは叫んだ。ラグナは驚いたようにグラーシーザを見上げる。狂った戦士は汗の浮かんだその顔をラグナに向ける。もう戦いたくは無かった。誰かに救って欲しかった。だが後戻りはできない、ここは戦場で、敵の真っ直ただ中なのだ。

　その時、早い馬の蹄ひづめの音が聞こえて来た。グラーシーザは遂に破局が訪れた事を知った。狂った戦士は一瞬にして蒼そう白はくとなり、恐怖に満ちて振り向いた。城門から駆け出して来たのは光のような白馬で、その背には白銀の鎧に身を包んだ美しい王が乗っていた。

　王は手綱を引き、グラーシーザと、彼の周囲に倒れたラグナル達の姿に目を向けた。半死半生のラグンヒルドが、喘あえぎながら必死に叫んだ。

「殿、逃げて下さい。その男が……何もかも……！」

　グラーシーザの顔がひきつった。ヘリアン王の裁きは不変だ。心正しい王の目は激しい非難の色に染まっていた。青あお褪ざめた唇が怒りに震えていた。

「グラーシーザ、これはどういう事だ……」

　その時黒い騎士の深い紺こん碧ぺきの目から涙が落ちた。全てが終わった虚無の涙だった。それから彼は高らかに笑った。甲高い女のような笑い声を立てたので、誰もがぞっとして立ちすくんだ。

「ああ、終わった！　終わった！」

　ラグンヒルドは必死に身を起こし、グラーシーザを睨にらみつけた。

「貴様の滅びる時が来たぞ、グラーシーザ！」

「黙れ、屑くずめ！　薬漬づけにした女ひとり殺せなかった役立たずめが！」

　グラーシーザは怒り狂ってラグンヒルドの頭を踏みつけた。うっと悲鳴を上げたきり彼は昏こん倒とうしてしまった。更に踏みつけようとしたグラーシーザの前に、アエローが黒い翼を大きく広げて立ちはだかった。鳥女はラグンヒルドを守ろうと、鋭い鳴き声を上げてグラーシーザを威い嚇かくし、高く舞い上がってその足の蹴け爪づめで攻撃を仕掛けた。グラーシーザは目を狙う鳥女の攻撃をマントでかわしながら、鳥女を振り払おうとして剣を振り回した。

　剣の切っ先がアエローの黒い風切羽根にかすり、羽毛が舞った。しかしアエローは、攻撃をやめようとはしなかった。

「このばけものが！」

　グラーシーザは鳥女を一刀両断にしようと、高く振りかぶった。その時、

「やめろ、グラーシーザ！」

　ヘリアンは悲痛に叫んだ。黒い騎士が一瞬気を取られた隙すきに、アエローは素速く倒れたラグナルを摑んで翼を広げた。ラグナははっと顔を上げた。鳥女はラグナの方を振り向き、ついて来いと言うように一度うなずいてから飛び立った。

　アエローは少し離れた菩ぼ提だい樹じゆの根元に傷ついたラグナルを横たえた。

　ラグナも、急いでラグンヒルドを安全な所へ避難させて傷の手当てをせねばと、気を失った兄の腕をその細い肩に掛け、必死に菩提樹のもとまで引きずってきた。黒い騎士は歪ゆがんだ笑みを口元に浮かべて、冷たい目をちらりと王に向けた。まるで蛇のような目だった。

「命令か、この俺に？　いったい何様のつもりだ、貴様は……？」

「グラーシーザ……！」

「嫌な目だ、蒸留水みたいな、いけ好かない目だ。俺が憎いか？　だが貴様がこの俺に勝てるのか？　勝てはすまい、だが俺は貴様を殺す。この力に服従せぬ者はいるまい。俺に服従せぬものは許さぬ……貴様を筆頭として」

「そんな事をしてどうなる、グラーシーザ！　力だけで人の心は扱えないとは君がいつも私に教えてくれた事ではないか、破滅を呼ぶだけだと！」

「破滅！　結構だ、それこそ俺の望むところ。そして、破滅するなら貴様諸もろ共ともだ！」

　狂った戦士はヘリアン王に斬りかかった。しかし剣が振り下ろされた瞬間、白い光条が走り火花が散った。グラーシーザの剣は煌きらめく手斧に止められていた。グラーシーザの顔が憎悪に歪むのと、ヘリアンの顔が輝くのとは同時だった。

「シグルーン！」

　彼らは同時に叫んだ。シグルーンはヘリアン王を振り向いて微笑んだ。

「只今帰ってまいりました、ヘリアン様。この男の相手は私に、沢山の仇かたきを取らなくてはなりません」

「魔女め」

　グラーシーザは恐ろしい声で呻うめく。シグルーンは彼を屹きつと睨みつけた。

「グラーシーザ、あなたは大切な友、あたし達はずっと協力してヘリアン様を守って来たのに、どうしてこんな事を！」

「黙れ、魔女！　死ぬがいい、貴様の腸はらわたを地にぶちまけてやる。誰が最も強いのか、愚か者どもよ、見るがいい！」

　グラーシーザは狂ったように攻撃した。だがシグルーンは光のように軽々と避けた。彼女が後ろに跳びすさると白い晴れ着はまるで翼のように風に翻ひるがえり、長い美しい髪は白銀の琴きん線せんのように輝いた。

　次の一打ちを踏み込むグラーシーザを、シグルーンは真っ向から手斧で受けた。ベルセルクの娘は鋭く、狂った戦士を睨みつけた。

「グラーシーザ、あなたは鋼鉄の刃、あたしは刃に刻まれた勝利の呪文。なぜそれでは駄目なの、なぜヘリアン様に害を成し、ゼーラントに争いをもたらそうとしたの」

「それが野望というものだ」

「平和を乱し幸せに背を向けて得るものなど何もありはしないわ！」

「所詮おなごには理解できぬ事か、いかに強い戦士といえどな」

　グラーシーザの剣が力でシグルーンを押し切ろうとした。シグルーンは力を力で返した。グラーシーザの足がずるずると後ずさった。

「力比べでシグルーンに勝てる者などいるものか！」

　海賊達が見守りながらやんやと喝かつ采さいを飛ばす。その外側には騒ぎに気付いた町民らが集まり、キャラル船長らヴァイキングもゼーラントの兵士らも、手出しできなくて、遠巻きにして戦況を見守っていた。

　グラーシーザは怒り狂って一度組み手を弾き返し、更に激しく斬りかかった。シグルーンの手斧の渾こん身しんの一打ちはグラーシーザの鋼鉄の剣を打ち欠いた。黒い鋼はがねが雲うん母ものように砕けると、観衆からどっと歓声が上がった。

　グラーシーザは怒り、今度は楯を振り上げてシグルーンに殴り掛かった。重い楯は風を切り、ぶんと一打ちすると地面が砕けた。

　ヴァイキングどもも海賊達も兵士達も、無論それぞれの応援する戦士に加勢したくはあった。だが彼らの想像を絶する強さがぶつかる中に入って行く事は不可能だった。

　菩ぼ提だい樹じゆの陰で、鳥女アエローはその翼で優しく若いラグナルの傷をさすり、ラグナはラグンヒルドの額ひたいの傷に衣ころもの裾すそを裂さいて押し当て、おびただしい出血を止めようとしていた。しばらくして、激しい合かつ戦せんの音にラグンヒルドは意識を取り戻し、薄く目を開いた。
















「兄上！　だいじょうぶですか」

　ラグナの言葉に、ラグンヒルドはゆっくりと視線をめぐらせ、うなずいた。

「頭をやられてめまいがしただけだ。それより、あの恐おそろしい鋼はがねの音はいったい……？」

「シグルーンどのとグラーシーザ侯です」

　アエローの翼に包まれたまま、ラグナルは弱々しく答えた。ラグンヒルドは身を起こし、苦しそうなラグナルに心配して声をかけた。

「だいじょうぶか、ラグナル。苦しそうだな」

「少し深手で、動けません。でも、彼女がこうして抱いてくれているから、だいぶ楽です」

　ラグナルはそう答え、青ざめた頰ほおにも優しい微笑を浮かべてアエローと見つめあった。ラグンヒルドは鋼の音ひらめく戦場に目を向け、顔をしかめた。

「遂に起こるべきでない戦いが起こってしまったのか。豪族どもを脅おびやかした強大な戦士がふたりながら戦いあうとは」

　ラグンヒルドは、兵士らが遠巻きに取り囲んだ中心で繰り広げられている嵐に目を向けた。その戦いの恐しさにラグナはきゅっと唇くちびるを結び、ラグナルも凍こおりついた絶望を浮かべてつぶやいた。

「まるで古い巫み女この予言に歌われた大いなる終末、神々の黄昏たそがれと呼ばれたラグナレクルの合戦みたいだ」

　ラグンヒルドはいてもたってもいられなくなり、ラグナに言った。

「ラグナ、あそこへ連れて行ってくれ。運命の裁きをこの目で見届けたいのだ」

　ラグナは緊張と恐怖に固まった表情を浮かべていたが、こくりと深くうなずき、肩を貸して立たせた。

　長い戦いの果て、グラーシーザの鎧よろいは既に姿をとどめず、楯も割れ、シグルーンの白い衣も鮮血に染まった。グラーシーザは疲れ果て、最後の力を賭けてふくらはぎに隠した鋭い匕首あいくちを抜き放ち、怒声を上げてシグルーンに襲いかかった。

　シグルーンは、ひらりと舞い上がった。グラーシーザははっと彼女を目で追う、だがそれより速く少女はその戦いの手斧を戦士の脳天に打ち下ろしていた。無残な血しぶきが飛び散った。グラーシーザの兜は砕け散り、ブロンドを赤い血が見るみる染めて、代わりに顔色はたちまち蒼白となった。

　グラーシーザにはまだ戦意は残っていたが、傷は深く、体は思うままにならなかった。かすむ目でシグルーンを追い匕首あいくちを向けるのだが、力が抜けてふらふらと倒れ込んだ。凄すさまじい出血の為だけではない、急に身体中が重くなり、痺しびれて、動けないのだ。グラーシーザは憎しみを込めてシグルーンを睨んだ。

「貴様、毒を……卑怯者め」

「あなたに言われる筋合いはない。足先の感覚はもうなくなっているでしょう？　それが心臓に達した時、あなたは死ぬのよ」

「シグルーン！」

　ヘリアン王が青褪めて彼女の腕を摑んだ。

「グラーシーザに毒を？　解毒剤は無いのか、シグルーン？」

「先にその若造の脳味噌に注ぎ込む為の解毒剤が要るんじゃねえか？」

　アスクが憎々しげに言う。シグルーンは王に冷たい目を向けた。

「グラーシーザはあなたとゼーラントを滅ぼそうとしました。私は勝利の呪文、シグルーン。裁きは公正でなくてはなりません、それは王も罪人も同じ事」

　彼女の姿はまるで本物の、心冷たい死神ヴァルキューレのようだった。ヘリアンは激しく頭を振ってひざまづき、シグルーンに縋すがりついて哀願した。

「彼を許してくれ、シグルーン！　誰にでも気の迷う時はある、たった一度の過ちで、命を懸かけて私に忠誠を誓い平和の為に戦ってくれた幾年月を忘れろと言うのか。私にはできない、彼は今もグラーシーザなんだ！」

　だがシグルーンは頑として聞き入れなかった。彼女の表情は氷のようで、その瞳はあまりにも冷酷だった。ヘリアンは何度も何度も頼み、遂にその白い額すら地に擦すりつけようとした。その時だ、

「おやめください、殿。私などの為に王者の額を汚してはなりません」

　静かで穏やかな声だった。瀕死のグラーシーザだ。シグルーンは彼に目を向け、ヘリアンは駆け寄って彼を抱き起こしていた。

「グラーシーザ！」

「自業自得というやつだ……殿、私はあなたが憎かった。何の力も無いくせに、民に愛され騎士らの忠誠を一身に受けるあなたが。シグルーンも憎かった。女の癖に、ベルセルクの癖に、誰にでも好かれていて。何故だ。俺は全てにおいて優れているのに、無力なあなたや女のシグルーンばかりが認められて、俺は誰にも認められない」

「グラーシーザとシグルーン、その両方が必要だと私は言ったじゃないか！」

「俺の不満は募った。民の尊敬もあなたの愛も、この俺が独占したかったのだ。そうだ、民の事などどうでもいい、俺はあなたに認められたかっただけなのかもしれない。何て事だ、これが俺の野心か。まるで誰が一番愛されているかと母に尋ねる愚かな子供のようだ。だが俺はそう言われたかった、あなたに俺だけを認めてほしかったのだ、ヘリアン様……」

　グラーシーザの目が涙を流して、やがて静かに閉じられた。ヘリアンは彼の白い頰に顔を埋うめて激しく泣いた。

「ああ、グラーシーザ、済まない、済まない！」

　シグルーンは氷のように表情を変えず、じっと立っていた。

　ばけもの達も、ラグナに支えられたラグンヒルドも、アエローの翼の中のラグナルも、騎士らも、民人も、皆彼女を心冷たい戦乙女だと思った。誰の心も凍りつき、彼女への恐怖だけが、彼らの心を支配した。キャラル船長は、辛つらそうに顔を背けた。

「むごい娘だ……何もああまでしなくとも」

　ヘリアンは一ひと頻しきり泣いてから、涙ながらにシグルーンを激しく叱しつ責せきした。

「シグルーン、あなたがそんなに心冷たい人だとは！　グラーシーザはあなたにとっても……」

「ヘリアン様、ちょっと、どいて」

　シグルーンは無表情のままあっさりヘリアン王を退けてしまって、倒れているグラーシーザの頭元に座り込んだ。人々は、何をする気かと怪け訝げんそうに彼女に注目した。

「おかしいなー、と、思い始めてるんじゃない？」

　シグルーンは死人の顔に向かって、静かに語りかけた。

「死なないなー、とか」

　グラーシーザは死んでいる。

「心臓に達すれば死ぬと言ったわよね。だけど、足先から段々痺しびれて来て、腰の辺りから今度は引き返して行ったんじゃなくて？」

　死体の顔が充血し、微かに震え、脂汗が滲にじむ。人々はざわめき、顔を見合わせる。シグルーンは低い声で、

「俺は誰にも認められない、愚かな子供のようだ。あなたの愛を独占したかった、ヘリアン様……」

「畜生おおおおおおおおおおおおぉ！」

　グラーシーザは飛び起きたが、その怒りの鉄てつ拳けんは軽々とシグルーンにねじり上げられた。人々は何が起こったのか理解できずに長らく呆ぼう然ぜんとしていたが、やがて爆発するようにどっと笑いが沸わき起こった。キャラル船長は涙を流しながら笑って拍手し、腹の底から小気味良く叫んだ。

「シグルーン！　なんというむごい娘だ！」

「殿っ……！　わ、私は、私は……」

　可哀相に、グラーシーザは既に半べそになっていた。だがその時、ヘリアン王は美しく微笑んだ。全てを赦ゆるす慈愛に満ちた優しい微笑みだ。シグルーンは懐かしそうにその笑顔を見つめた。

「グラーシーザ。私も君が好きだよ」

　優しい声がそう告げた。グラーシーザは涙を溢れさせ震えながら、信じ難い目で王を見つめた。ヘリアンは彼の首に腕を掛けて、その頰にそっと王者の接せつ吻ぷんをした。

「だからこれからも私の元にいて欲しい」

「何な故ぜです、私はゼーラントを破滅に導こうとした男、またしないとも限りません」

「だがその原因は私に在あった」

「私の逆さか恨うらみです。あなたはこんな男に気を許してはいけない」

「君が好きだ。それは理由にはならないか？」

　優しい目が見つめる。グラーシーザの歪ゆがんだ心にその透き通った輝きはどこまでも貫いて行って、彼は思わず王の手を取り何度も接吻をした。

「殿、私は命を懸けてこれからも、永遠に忠誠を誓います……！」

　そしてヘリアンとグラーシーザは同時にシグルーンを見上げた、優しく見守るゼーラントの守護戦士を。まずグラーシーザが立ち上がり、決まり悪そうに頭を下げた。

「いろいろ、すまなかった」

「あたしはいいの、あんたの野望とやらのおかげで海賊船でいろんな事を憶えたわ。悲しみは喜びの兄弟よ、厄介事も考えようによっちゃ大切な思い出だわ」

　シグルーンは、優しい瞳で古い戦友を見つめた。

「謝らなきゃならない相手はあっちよ、グラーシーザ」

　シグルーンはグラーシーザの背後を指し示した。美しい瞳がじっと見つめていた。清らかな汚れを知らぬラグナだ。ラグナは鋭い目でグラーシーザを睨にらんでいた。グラーシーザは自分の犯した罪をあらためて見せつけられる気がした。償わねばならないと覚悟を決め、彼は運命の法廷に出るような心持ちでラグナの前に出、ひざまづいた。

「気のすむようにしてくれ、ラグナどの」

「あなたの罪は決して消えない罪よ」

　ラグナは低く冷たい声でそう言った。グラーシーザは幼い少女の前に怯おびえ、緊張して身を小さくした。ラグンヒルドとラグナルが妹に声を掛ける。

「ラグナ、おまえの気持ちは解るが王が許したものを……」

「許されたと思うならグラーシーザ侯は私の前にひざまづいたりはしないはずです」

　ラグナは鋭く言った。幼い妹の鋭い気迫に兄と弟はびくりと竦すくみ、それ以上言わなくなった。

「あなたは罪の意識に苛さいなまれている。許される事はあまりにも優しすぎてあなたは自分自身が許せないのでしょう。だからあなたはもっと解り易いものが欲しいんだわ、罰を！」

　少女は鋭く平手を放った。激しい音がしてグラーシーザの白い頰が張られ、血が噴き出した。恐れ知らずのヴァイキング達すらその凄すさまじさに青あお褪ざめたのだが、その上まだ少女はグラーシーザの胸ぐらを摑つかみ上げるようにして往復びんたを二ダースも喰らわせたのだ。さすがに最後は皆恐ろしくなって、シグルーンが止めに入った。

「やめて、ラグナどの、もう充分よ！」

　グラーシーザはよろりと倒れ、咳せき込こんで血を吐いた。ラグナは、優しく美しい慈しみに満ちた瞳でじっと彼を見つめ、穏やかに語りかけた。

「これで気が済みましたか、グラーシーザ侯」

　少女の微笑みの美しさが逆に恐ろしかった。グラーシーザは痣あざと血に汚れた顔を上げて少女を見上げた。頰が赤いのは平手打ちのせいだけではなかった。

「少し楽になった、ありがとう」

「また苦しくなったら、いつでも引っ叩ぱたいて差し上げますわ」

「手が痛かったろう、ラグナどの」

　グラーシーザはラグナの小さな手をそっと取った。二人はじっと見つめ合った。グラーシーザは深い愛に動かされ、少女も真っ赤になって俯うつむいた。ヴァイキングどもは歓声を上げた。

「ほう、雨降って地固まる、恋人同士というのは初うい々ういしくていいものだな」

「おいら、これはちょっと違うと思うんだよ」

　アスクは訴えたが、海賊達も他の者らも誰も彼もが単純だったので手を叩たたいて喜び、新しい恋人達を祝福した。だがただひとり、火が点いたように怒り狂ったのはラグンヒルドである。剣を抜き放ち、シグルーンと戦った時の倍も怒って怒声を上げた。

「グラーシーザ、剣を抜け！」

「どうしたんだ、ラグンヒルド侯」

　ヘリアンはびっくりして、侯を止める。だが侯はそれを振り払い、

「野心の事は許せても、ラグナに懸け想そうするとは不ふ埒らちな奴！　抜けグラーシーザ、剣の露としてやるわ！」

「ラグンヒルド、落ち着いて！」

　ヘリアン王が必死に羽交い締めにするのだが、ズルズル引きずられたので、それを見たヴァイキングどもは豪快に笑った。ラグンヒルドは怒り狂い、グラーシーザは蒼そう白はくと化し、海賊と騎士達は肩を組み腹を抱えて笑った。ヴァイキング船長キャラルは、すっかり楽しくなって、高らかに怒鳴った。

「今日はいい日だ、シグルーンが戻り平和が守られた。野郎ども、キャラルの扈こ従じゆうよ、スレイプニル号の積み荷を降ろせ！　名高い酒を惜しみなく全て吐き出せ、来た者全てに振る舞うがいい、めでたい宴うたげだ！」

　すると諸侯や騎士らも楯たてを叩いて叫んだ。

「わしらも振る舞おう、大釜の麦酒ビヨール、あたたかなビョールと葡萄ぶどう酒しゆを！」

　またベルセルクどもは声を揃えてこう言った。

「ならばわしらは牛の肉を振る舞おう、戦車を引かせて来た牛どもを潰つぶして！　二頭引きが一頭引きになっても帰れなくなる事はあるまい」

　だが何も持たない海賊達は大いに困って、気まずそうにおろおろとした。

「わしらには何も振る舞う物がない、どうしようか、シグルーン」

　するとシグルーンは光のように微笑み、初めて出会ったあの日の言葉、ガルフストリームの言葉を高らかに叫んだ。

「客人の土産といえば決まっているわ、戦士に頼むのは試合とサガ！」

　ヴァイキングらは大いに沸いた。たちまち港は大宴会場と化し、溢れるような酒が運ばれ、御馳走は山積みになった。

　ヴァイキングどもは角杯になみなみと麦酒ビヨールを満たし、熱い酒の蒸気と肉の焼ける匂いとが漂い、家々の扉は叩かれ、恐る恐る人々は出て来たが、その腕をヴァイキングどもが引っ張り出し、子供らは祭の賑にぎわいに浮き立って飛び出して来た。

　少女らはむくつけきベルセルクや恐ろしげなばけものどもに怯おびえていたが、美しい妖魔の若者らがやって来て彼女らの手を取ると、たちまち恋に囚とらわれて彼らと楽しげに踊り始めた。するとそれを見た年老いた女達の心も若返り、彼女らがかつて心をときめかせた老船乗り達と手を取り合って踊った。戦士らは美声を競って歌い出す。

「今日はめでたい日だ、人は互いに愛し合い、酒を吞み、ともに歌おう。偉大なヴォルスングの娘の伝説を、海賊船の物語を歌おう、果てしなき愛の物語を」

　その声に合わせて踊りの輪は広がり、騎士は乙女おとめの手を取り、ヴァイキングどもは手と手を繫つないで踊り出す。

「畜生、ラグナはどこにもやらんぞ。文句がある奴は掛かって来い、片っ端から相手をしてやるぞ！」

　ラグンヒルドはいつの間にか海賊どもの輪の中に入って酒を吞んでいた。酔っぱらってまだ怒りながら、一気に大杯の底を上げるとゴブリンどもすら驚いて拍手をする。

　ラグンヒルドの目は既に据わって、浴びるように吞んでいた。黒髭のソルゲイル侯がラグンヒルドの隣に座っていて、百年の知己のように彼の肩を抱きながら酒を注いだ。

「よく解る！　よく解りますぞラグンヒルド侯、すかしたやな奴だと思っていたが、さあもっと吞んでくれ。わしの娘、見み目め麗うるわしいギューザの話を聞いてくれ、掌しよう中ちゆうの玉と育てた娘が訳の分からぬ田舎騎士と駆け落ちしおった。引き離せば泣くのだ、畜生、泣きたいのはわしの方だ！」

「わしにもよく解る、可愛い娘を持った者の宿命なのだ」

　そう言いながらラグンヒルドのもう片方の肩を抱いたのは大トロルだ。ラグンヒルドはかっと酒をあおり、

「ラグナは渡さん！」

「もっと吞め、友よ！」

　いつしか酒の輪は広がり、彼らは肩を組み吞み続けた。子供達はゴブリンの周りを踊り回り、腕にぶら下がってはくるくると回った。若いラグナルは傷が痛んでぐったりしていたが、優しい鳥女がいつも彼の側にいて気遣ったので嬉しそうだった。

　グラーシーザは、最初さすがに肩身が狭かったのだが、やがて宴が盛り上がり誰も彼も正体を失うほどに吞み始めると彼自身もすっかり乱れて、ベルセルクどもに挑まれるままに勝ち抜きに酒を吞み干した。

　彼は強かったが、それを負かしたのはシグルーンだ。グラーシーザはどうと倒れ、シグルーンが大杯を高く差し上げるとヴァイキングどもはすっかり勢いづいて誰もがシグルーンに挑みたがり、

「今度は一樽吞み比べだ！」

　と意気込む横からゴブリンどもが割って入って、

「酒なんか放っておけシグルーン、角力すもうだ！　いつか巻き上げられたわしの全財産、リターン・マッチで取り返すぞ！」

「望むところよ、かかって来い！」

　たちまち大乱闘が始まった。ヘリアンの微笑も青褪めて来て、ラグナもその隣ではらはらしながら破天荒なヴォルスングの娘を見守っていた。その時ふと王の元に灰色トロルがそろそろと現れた。ヘリアン王は首を傾げ、

「私に何か？」

「はい、大変申し上げにくい事なのですが、シグルーンが海賊船で酒に酔って暴れてぶっ壊した分の修理代だけは払って頂きたく……」

　ヘリアン王は呆れ、目をぱちくりとした。その時王の足元に這はいずって来た騎士がいる。今はすっかり正体を失い立つ事もできないグラーシーザだ。グラーシーザは呻うめいた。

「ラグナどの」

「グラーシーザ侯！　何て事、吞み過ぎですわ。シグルーン様と吞み比べたのでしょう、なんてばかな事を」

　ラグナがかいがいしくグラーシーザを抱き起こし、鎧よろいを緩ゆるめて風を送った。ヘリアンは灰色トロルの請求書を受け取りながら彼らの様子を見て優しく微笑む。黒い剣士のブロンドが少女の膝ひざに柔らかく広がり、ラグナは冷たく絞った手巾ハンカチをグラーシーザの白い額に当ててやった。

「こんなに酔って、気分が悪いでしょう、グラーシーザ侯」

「気分？」

　グラーシーザはからから笑う。

「最高だ！　いい酒に、歌に、ラグナどの。こんな気分は久し振りだ。悩みなど、取るに足りないものなのだ」

「悪酔いしているわね」

「気分はいい。ラグナどの、愛している」

　グラーシーザは仰向けに少女を見上げ、その頰にそっと触れた。少女は驚いて彼を見つめた。

「シグルーンは素晴らしい。あの女、皆の前で俺に恥をかかせたが、それは俺を救う為だったのだ。あの時俺は破滅に取り憑つかれていたが、ラグナどの、平和は素晴らしい、生きている事は素晴らしい。何よりも素晴らしい、生きている限り、世界は巡り、愛が芽生える」

　少女は、美しい騎士の真しん摯しな瞳に頰を赤らめた。グラーシーザは熱い視線をまっすぐに少女に向け、

「生きる限り愛し合える、今までどうして気付かなかったのか、世界は素晴らしい、ラグナどの！　愛している、こんなにも人生は楽しく、人を愛する事ができるとは知らなかった。教えてくれたのはシグルーン、そしてあなただ、ラグナどの。俺は弱く愚かな男だ。救って欲しい、俺を守って欲しい、ラグナどの」

　そっと少女の顔を引き寄せ、その花の唇に口付けをしようとする。少女も目を閉じて、血にまみれたグラーシーザの美しいブロンドを優しく搔かき分け、熱い唇に花の口付けを重ねようとした。

　その時、強い力がぐいとグラーシーザを引っぱった。片手に酒樽を抱え、すっかり酔って、ゴブリン達に取り囲まれたラグンヒルドだ。彼の据わった目は怒りに燃え、グラーシーザの襟えり首くびを摑んで立たせた。ラグナは驚き、顔を上げる。

「兄上！」

「ラグナから離れろ、グラーシーザ侯。吞め、この俺の酒を」

　拳こぶしで酒樽を叩き割り、グラーシーザに差し出した。黒い騎士は青褪めて、

「許してくれ、ラグンヒルド。俺はもう限界だ、ヴァルハラが見えて来た……」

「いい傾向だ！　もっと吞め、死ねばラグナにちょっかいをかける事も無かろうからな！」

　ラグンヒルドは怒鳴った。シグルーンは角力にも飽きてヘリアンの元へ戻って来る途中その様子を目にしてからからと笑った。

「ラグンヒルドは、酒は強いけどたちが悪いわね」

　グラーシーザは引きずられて行きながら、シグルーンに助けを求めた。

「助けてくれ、シグルーン！」

「骨は拾うわ」

　シグルーンは軽く手を振った。グラーシーザの悲鳴が上がり、やがて消えて行った。ヘリアンは困ったように呆あきれて笑いながらシグルーンに言った。

「皆悪酔いのしすぎだ、シグルーン」

　シグルーンは彼を見つめる。王は優しく微笑ほほえんで言った。

「シグルーン、許して欲しい。私は君を疑った」

「いいんです。皆が幸せになれて本当に良かった」

　シグルーンは美しく微笑んだ。若い王は澄みきった瞳ひとみで賑にぎやかな人々の様子を幸せそうに見つめた。満ち足りた幸せと明るい笑い声に、王は心から嬉しそうに微笑んだ。

「楽しい日だ。皆が一緒に酒を酌み交わし、歌い、笑っている。君は全てを照らす優しい光、闇の行く手を切り拓ひらく月、そして私の勝利だ、シグルーン」

「海賊船の話をいつかします、ヘリアン様。不思議な船長がいて、いろんな事がありました」

　シグルーンは、まっすぐにヘリアンを見つめた。ヘリアンは彼女の瞳を優しく見守る、もう何年もずっとそうして来たようにただひたすらに穏やかに、包み込むようなその愛で。シグルーンは導かれるように言った。

「大好きです、ヘリアン様」

「私はもっと好きだ」

　淡い春の光のように、自然な風のように、若い王は言った。シグルーンは驚いて大きく目を見開く。王はシグルーンの手を取り、晴れやかな瞳は天空の輝きをもって少女を優しく見つめた。

「愛している、シグルーン。心から、もう十何年も変わらぬ思い、そして変わらぬ誓い。シグルーン、愛している」

　シグルーンの頰が赤く染まった。ヴァイキングらは歓喜の声を上げ、むくつけき者どもは楯たてを叩き兜を叩いて喝かつ采さいした。

「案ずるよりも産むが易やすしだシグルーン、勇気は何ものにも勝る、両思いだったのではないか、おめでとう！」

「聞いたか、皆が公証人だ！　妃きさき無き王にようやく妃が、それも三国一の美女」

「美女かどうかはともかく、三国一の妃だ！　とにかくめでたい、これでゼーラントの平和は守られる」

　沸き上がる歓声の中、シグルーンは信じられなくてぼんやりとしていた。

「夢みたいだわ、ヘリアン様に再び、こうして会えただけで満足だったのに……」

　シグルーンは頰を押さえる。ばけものどもがシグルーンを取り囲み、高々と胴上げをした。
















「おめでとう、シグルーン！」

「良かったな、おまえの笑顔が何よりの褒ほう美びだ」

　諸侯もヴァイキングも海賊も、騎士も女子供も、皆シグルーンを讃え喜んだ。シグルーンは幸せいっぱいで胴上げされる。ふと、シグルーンはアスクひとりじっと泣きそうな目でこちらを見つめているのに気付いた。シグルーンは胴上げから下り、アスクに話し掛けた。

「どうしたの、アスク。元気がないわね」

「シグルーン」

　アスクは、みどりの目を少女に向けた。その瞳は潤うるみ、唇は震えている。

「綺麗だよ、シグルーン。ずっと言おうと思ってた。シグルーンは、本当に、綺麗だ」

　シグルーンは驚き、それから優しく微笑んだ。アスクの目にはじわっと涙が溢れて、顔が歪ゆがみ、

「キスしてくれるかい、シグルーン……？」

　それから顔が真っ赤になった。シグルーンも急に涙が出て、泣きじゃくっているアスクの額と頰とにキスをして、それからじっと涙顔を見合わせると、母親らしいキスを唇にしてやった。アスクはシグルーンに抱きついてわんわん泣き出し、なかなか離れなかった。ヘリアンは、優しくその様子を見守っていた。

　騒ぎはますます大きくなり、夜になってもなお終わらず、笑い声と歌声とダンスの音楽はいつまでも、ゼーラントの岸辺に響き渡っていた。







　　終章　海賊船ガルフストリーム







　宴は一晩続き、誰もが喜び、翌朝アスクらが戻って来るのを待ち構えて、海賊船は新たな旅に出た。黒い鳥女アエローも戻っていた、長らく船を離れたので恋しくなったのだ。

　ガルフストリームは、無事大団円となった顚てん末まつをアスクらから聞いても、何だか浮かない顔をしていた。シャウラが困ったように微笑んで、舵取り台でのたくっている船長に話し掛ける。

「シグルーンの事ですか？」

「ふん」

　船長は不ふ貞て腐くされてそっぽを向く。

「いい娘でしたね」

「ああ。あと二、三年もすりゃあ、さぞかしいい女になりやがったろうな」

　ガルフストリームは長く尾を引いた溜め息を漏らした。

「かっ掠さらわれた気分だ」

「え？　今、何か？」

　シャウラが首を傾げる。船長は更にどってりのびて、

「何でもねえ」

　と元気の無い声で応えた。

　海賊は歌い、子供は遊ぶ。真昼の海に波頭が砕け、その時波の向こうに小さな岬みさきが見えた。アスクが血相を変えて走って来て慌てて船長を揺すぶり起こす。

「船長、船長！」

「何でえ、アスク。今の俺は傷心なんだ、そっとしといてくれ」

「見てくれよ、ニザヴェリルが、ニザヴェリルの岬が見えるんだ！」

　途端にガルフストリームは跳ね起きて、見張りどもを蹴散らしながら中帆柱のてっぺんの見張り台に上がった。確かに見える、終わりなき呪いが彼の眼から隠しや蔽へいしたかの聖域が、美しい巫み女この待つ聖なる場所が。

　あらゆる罪を一手に受けて、海賊船の帆は膨ふくらみ走る。だが今、終わりの無い夜は無く、春の来ない冬は無いのだ。ガルフストリームは今にも見張り台から落ちそうになるほど身を乗り出した。

　呪いの赦ゆるした時間はほんの一瞬だった。だが彼は確かに見たのだ。あの岬の上の神殿の前に立っていた美しい乙女を。彼の罪を、全ての人の罪を一身に受けて祈り続ける乙女の姿と、そして彼女が沖を行く呪われた船の呪われた男に向かって、神聖なまでに清らかな笑顔で大きく手を振った姿まで。

「ひゃっほう！」

　船長は叫んで突然飛び降りた。びっくりして妖魔達が助けると、いきなりそれを捕まえて顔中キスを浴びせたものだから妖魔達は墜つい落らくし、それでも船長はまだ浮かれてそこらのばけものどもを捕まえては、踊ったりキスしたり笑ったりしていた。

　蠍とアスクは顔を見合わせ、海賊達は心配そうにおろおろするが、その時、ふと、船長の表情が精せい悍かんな喜びに引き締まり、強く輝く瞳が吸い寄せられるように水平線を見つめた。空はどこまでも高く風はどこまでも遠く、そして海には限りなく広がる水平線だけがどこまでも続いていた。

　船長は大きく深呼吸した。胸が歓喜に溢れて、弾け散りそうだった。腹の底から、彼は素晴らしい喜びとともに叫んだ。

「ああ！　潮ガルのフス流トリれームはとどまりゃしねえ、風が吹き、波が打ち、世界が回る限りはな」

　海賊どもはびっくりして船長を凝視した、だが幾人かは頰を紅潮させて輝く目で船長のこの歓喜を見つめていた。ガルフストリームは、仲間に言っているのか、それとも誰にも言っていないのか、高らかに、そして更に高らかに、海の王者は高らかに。




「風よ吹け、波よ漲みなぎれ、

　この俺を誘いざない、導け。

　ああ、世界よ、

　おまえはあまりにも美しい！」







　　あとがき







　私は子供時代を海で過ごしました。「母なる海」と言われますが、私にとって海はむしろ父性の感が強くあります。それは、海に関する私の記き憶おくが父や祖父と過ごした思い出とつながっているためかも知れません。

　祖父は魚釣りが好きでした。千年も昔の海賊の血を受け継ぎ、寡か黙もくでいささか人嫌いの気風のある祖父は、いつも板の間に座すわって細こま々ごまとした釣りの仕掛けを作っていました。祖父の膝ひざ元もとに置かれた釣り具箱の中は、色とりどりに塗られた浮う子きや小さな鉛玉の鍾おもりや金銀にぴかぴか光る華きや奢しやな針、ラメの入ったきらきら光る疑ぎ似じ餌えとか夕方のサビキ釣りに使う蓄光塗料のビーズ、貴婦人の帽子の飾りのようなキジの尾お羽ば根ねをつけた針などであふれ、まさに海賊の宝箱を開いたようでした。

　祖父はいつも家の窓から双眼鏡で海を見ていました。潮しおの調子が良くなると、私を連れて釣りに出るのです。父が一緒の時には、もっと面白い仕掛けをいろいろ作ってカニやタコを捕ったりもしました。

　釣りの間に海で泳いでいてフグの稚ち魚ぎよの回遊にぶつかると、その背の鱗うろこが銀色にぴかぴか光るのを見ることができました。海の中はいつも不思議な生き物でいっぱいで、座ざ布ぶ団とんほどもあるヒトデや、青白く浮かぶクラゲや、砂の中に潜もぐった魚の目玉がきょろきょろしている姿を見ることもできました。

　台風が来ると沖からも魚達が避難してきて、磯いそは魚でいっぱいになりました。満月の夜にはカニが産卵し、次の日にはアメフラシが十頭あまりもかたまって黄色い帯状の卵らん囊のうをまとっている姿をよく見ました。

　小さなフグは口から息を吹き込んで膨ふくらませ、そのまま天てん日ぴで乾かすと風船になりました。白蝶貝のかけらをつないだ首飾りは大人になった今でも、素晴らしい宝物です。海はいつも、幼い子供をあやす父親のような顔をして私に、不思議な生き物やきらきら光る貝殻を見せて喜ばせてくれました。




　土佐では昔、男の子の節せつ句くには鯉こい幟のぼりのかわりにフラフと呼ばれる大きな絵布が立てられ、潮風に任まかせて勇壮にはためいていました。フラフの語源はオランダ語の「旗」です。これはこの地が昔から異国の船を多く迎むかえ、異文化との交流が盛んであった事を示しています。

　土佐の海は荒く激しく、風はいつも強く吹いています。風はどこから来ているのか、潮はどこへ流れていくのか、船を出せばその先に新たな大陸が広がっている事を、島しま人びとたちはその本能で知っていたに違いありません。もしかしたらその本能が、土佐の地をして多くの開国の勇士を輩出せしめたのかも知れません。

　そして恐らく島人たちは、苛か酷こくな荒海を越えて訪れた勇敢な客人に対しては、最大の敬意と友愛とをもって歓迎したでしょう。国や姿、言葉や文化は違っても、彼らにはただひとつの海を共有する共同体としての思いがあったのではないかと思います。見慣れない人々を敵意で迎えるのではなく、まず互いに歩み寄り、お互いに知っている限りの言葉を駆く使しして意思の疎そ通つうをしようとしたのではないでしょうか。




　大島は、太平洋の波も荒い紀伊の沖に浮かぶ美しい島です。この島には、素晴らしい友情の記念碑が残されています。

　明治時代、トルコ皇太子オスマン＝パシャは軍艦エルトゥールル号で来日し、明治天皇を訪問しました。ところが帰途の航路を大時し化けが襲い、波はエルトゥールル号と皇太子と船員の半数を飲み込んでしまったのです。

　好運にも大島の浜に漂着した者達も、ほとんど力尽き、嵐の波に洗われて、瀬ひん死しの状態で倒れていました。この時、彼らを救ったのは大島の漁民たちでした。人々にとって、外国人を見るのは初めてだったでしょう。トルコという国名は、かつて漢字で「土耳鬼」とつづりました。巨大な体たい軀くと厳いかめしい髭ひげ面づらをし、大怪け我がを負い疲ひ労ろう困こん憊ぱいした悲ひ愴そうな形相の異国の兵士達は、本当に鬼のように見えたかも知れません。

　しかし、傷つき疲れた兵士達に漁民達は、当然のように救いの手を差しのべました。生き残った人々を彼らの家に運び、火を焚たき、食事を分け、濡ぬれた着物を着替えさせ、傷の手当てをしたのです。また船を出して行方不明者を捜索しました。

　どんな船乗りにとっても、いつか帰るべき場所は、陸にあります。陸には、荒々しい航海を終えた船乗りをいつも待っている、波は瀾らん万ばん丈じようを越えてもいつかは帰るべき優しい家族の確かさがあるのです。大島の人々はそうして難船者らを優しく包み込んだのでしょう。

　私が幼い頃、祖父らと魚釣りから戻るといつも、祖母と母が待っていました。飯めしが炊たけ、味噌汁が煮え、釣りたての魚を焼く匂いがしていました。陸には母性があります。漁民達は彼らと酒を酌くみ交かわし、違う言葉で笑いあったでしょう。村の子供達は、見た事もない大男達を最初は恐れたろうけど、やがて仲良しになったのでしょう。全く丈たけ足たらずでつんつるてんの着物を着た男達に、村の娘達はきっと笑いを誘われ、中には恋に落ちた者達もいたかも知れません。

　その後、水兵達は明治政府によって無ぶ事じ故郷に送り届けられましたが、それからも、エルトゥールル号のサルベージ計画などに日本は助力し、死んだ皇太子と水兵達への敬意を表しました。日本国内ではこのエルトゥールル号難破事件はあまり知られていません。しかし、トルコ国民は今もなお皇太子と水兵達に対する漁民達の友情を忘れることなく、日本と日本人に深い友情を抱き続けています。

　今まで、どんな偉大な王も政治家もこれほどの長い時間、遠い距離を超えた二つの国を結ぶことはできませんでした。それが、ささやかな名も無い人々によって成し遂げられたのです。

　日露戦争の際、日本海海戦で戦死したロシア人水兵らの遺体が漂着した浜には、それぞれの浜の村人達によって慰い霊れい碑ひが建こん立りゆうされています。敵も味方も無い、同じ海の民として、死者に同情し涙を流した私たちの祖先は、真に誇るべきであったと思います。

　私たちは、かつて祖先らが作り上げた、友情という無上の財産をあたら無くしてはならないのです。




　本作品「海賊船ガルフストリーム」を執筆中、私の中にはいつも、そういう海と陸と人々に対する思いがありました。

　いつしか心は、私の父祖と同じ千年前の海を馳せたヴァイキング達の世界に飛んでいました。青く輝く遠い海で、灰色の髪をなびかせて戦う少女や、呪われた海賊船長の穏おだやかな瞳、砕くだける波頭の輝きや潮しお騒さいの音や、冒険に満ちた航海や船上の怪物達の陽気な酒盛りの声、そしてそれぞれの旅人を陸で待つ心優しい人々の姿が、まるで昨日きのうまで自分がそこにいたかのように鮮あざやかに心の中に浮かんで来ます。

　もしかして、本当にかつてどこかにそんな世界があったのかも知れないと思えるほどに、この世界は私の心の中に大きな位置を占めてしまいました。




　最後になりましたが、この本を手に取り読んで下さった皆さんに心から御礼申し上げます。稚ち拙せつで荒削りな文章ではありますが、この一冊の本が、貝に耳を当てると潮騒が聞こえるのと同じように、皆さんと海とをつなぐ小さな扉となりますように。そして、もしあとがきから先に読んでいらっしゃる方は、どうぞこれから、愛と冒険の海へ船出して下さい。




　良きポン・航海をポヤージ！





夏緑　　









　　解説







　　　　　心優しき怪物たち


竹河　聖　　






　九三年から、私はファンタジア大賞の選考委員を仰おおせつかったのだが、病気のため、実際に選考に加えていただいたのは、九四年だった。九四年度は、豊ほう穣じようの年だった。最終選考に残った作品は、どれも面白く読め、どの作品にも、何かの賞をあげたいと思ったほどだ。現に、久しぶりの大賞も出た。

　その中で、私の一番のお気に入りが、この「ガルフストリーム」だった。

　受賞式のスピーチで、夏緑さんは、

「私は愛を描いていきたい」

　と言った。

　私がこの作品に発見したものも、愛だった。ただ……彼女の言う愛とはちょっと違う……かもしれないが。（だったらゴメンネ）

「海賊船ガルフストリーム」の全編に流れている愛とは、優しさだ。迫はく害がいされた怪物たちや、疎そ外がいされた者への温い共感だ。

　それが底に流れて、良いムードを作り出している。

　出て来る怪物たちが、皆心優しく陽気なのも、いい。それが、この作品を、これ迄までのファンタジーとは一ひと味あじ違ったものにしていると思う。

　底辺の者たちへの愛と共感……

　それは、どのような小説でも大切なものだと思うのだけれど、残念ながらおざなり、あるいは表面だけの小説が多いような気がする。

　夏緑さんは、弱者を見つめる優しい眼まな差ざしをしっかりと持った人だと私は思う。それは、作家として、最も大切な資質のひとつなので、大事にしてもらいたいと思うと共に、そういう眼を持ち続ける限り、この人の才能は大きく花開くのではないかという、期待を抱かずにはいられない。

　読んだ後で、こんなに心の温くなる小説は滅めつ多たにないではないか。

　イメージもはっきりしている。

　読者の眼には、海賊船での怪物たちの酒宴の様子がありありと浮かぶはずだ。人間の迫害をこそ恐れる、あまりにも優しいが故ゆえに疎外されてしまった怪物たち、ひとりひとりの姿も見えるはずだ。

　大酒を吞む美しい妖精とワルキューレのような美少女、怪物たちを温く見守る、守護者ガルフ船長……キャラクターの一人一人も、丹たん念ねんに描き込まれている。

　もちろん新人なのだから、欠点がない訳ではないが、それを忘れさせる筆力があり、いつの間にか読む者をガルフストリームの世界に引き込んでいる。

　この人は、書けば書くほどうまくなる素材だ。また、こうしたファンタジーも書いてもらいたいし、他のジャンルにも挑戦してほしいと思う。

　夏緑は、夏緑の小説の味をしっかりと持っている。希望通りに、これからも愛を描き続けることができるだろう。

　もちろん、温いばかりでなく、面白い小説だ。

　次作は、ガルフストリームの次の冒険になるのだろうか、それとも全く別の世界の話になるのだろうか。次はもっともっと、登場人物たちを縦横に動き回らせ、暴れまくらせてほしい。

　おおいに期待している。







　　蛇足の解説





富士見ファンタジア文庫編集部　　






　海賊船ガルフストリームの航跡とともに紡つむがれる愛の物語、お楽しみいただけたでしょうか。

　竹河先生の強力な後押しを得て、また一人、才能ある新人がデビューしました。夏緑にとって、これは記念すべき一歩であり、明日へと続く最初の一歩です。

　もちろん、作品にまだアラはありますが、夏緑の作家活動は始まったばかり、これからどんどん成長していくことでしょう。

　彼女は某有名大学の大学院に通う才女です。研究を続けながら作家活動もこなすとてもタフな女性でもあります。そんな夏緑には、読者のはげましの声がなによりの励はげみになるのです。

　というわけで。

　作家を育てるのはひとえに読者の力。さあ、友達に勧めよう！　アンケートはがきを出そう！　著者に応援の手紙を書こう！










海かい賊ぞく船せんガルフストリーム
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